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外国語学部長あいさ つ 外国語学部と は

　 外国語学部のルーツは、「 大阪に国際

人を 育てる 学校を」 と 思い描いた大阪

の実業家林竹三郎の遺志を 受け、 その

妻林蝶子女史による 寄付を資金に 1921

年に大阪市内の上本町八丁目に創設さ

れた官立の大阪外國語学校に遡り ます。

同校は当初、 学年定員 200 名、 専攻言

語は 9 言語と いう 規模でし たが、 その

後、 大阪外事専門学校（ 1944 年改称）

を経て国立大阪外国語大学（ 1949年） へと 発展を遂げ、 さ ら に

1979 年に上本町から 箕面市粟生間谷へと 移転し て組織を 拡充

し 、 2007 年 10 月に大阪大学と 統合し て現在の大阪大学外国語

学部の姿になり まし た。 現在は学年定員 580 名、 専攻数は25 言

語を数え、 大阪大学の文系学部で最大規模を誇っ ています。 ま

た、 外国語学部を有する唯一の国立大学法人と し て大阪大学を

特徴付けています。

　 昨今、 大学世界においても「 グローバル人材の育成」 と いう

表現が取り 上げら れる機会が多く なっ ています。 本学部は、 冒

頭でも 述べまし たよう に、 創設当初から それを目的と し てきまし

た。 もっと も、 グローバル人材と いう 表現は、 世間一般では国際

的なビジネスシーンに通用する言語運用能力を身につけている

人材と し て理解さ れること が多いかと 思いますが、 本学部が育

成を目指すグローバル人材と は、 高度な言語運用能力を習得す

るだけの表層に限定すること なく 、 専攻語地域のジェ ネラリ スト

と し て、 外国の言語と その背景にある文化を理解する力を身に

つけ、 多種多様なシーンにおいてそれを活用できる人材、 換言

すれば、 深層の異文化理解力を有する人材にほかなり ません。

　 外国語学部は 2021 年に創設 100 周年を迎えます。 大学に求め

ら れるグローバル人材の育成は、 外国語学部にと っ て大阪外國

語学校の創設以来のミ ッ ショ ン であり 、 大阪外国語大学時代に

蓄積さ れた経験と 実績は、 大阪大学全体におけるグローバル人

材の育成にも 十分に活用できるも のと 信じ 、 大阪大学における

グローバル人材育成の範たる学部であり たいと 思います。

大阪大学 外国語学部長　 大　 内　 　 一

　 本学部の教育は、 一般的な町中の語学学校のそれと ど う 違

う のでし ょ う か？教授さ れる 言語の多様性や水準の差だけな

のでし ょ う か？こ の疑問に対する 答えは、 本学部規程の第 1

章総則に、「 ・ ・ ・ 外国の言語及びそれを 基底と する文化一般

について理論及び実際にわたっ て教授研究し 、 国際的な活動

を する ために必要な広い知識及び高い教養を 与え、 言語を通

じ て外国に関する 深い理解を 有する 有為な人材を養成する こ

と ・ ・ ・ 」 と 明確に記さ れています。 つま り 、 教授さ れる 言

語を 単にコ ミ ュ ニケーショ ン のためのツ ールと し て学ぶだけ

ではなく 、 専攻言語と それが話さ れる 地域の文化や社会につ

いて多角的な視野から 総合的かつ相対的に理解する 能力、 言

わば異文化理解力を 身につけ、 それを 国際社会と いう 舞台で

発揮できる 人材を 育成する こ と を目的と し ているのです。

　 各専攻語では、 入学年次から 卒業年次までの一貫し た言語

教育を提供する こ と はも ち ろ んのこ と 、 言語分野、 文学分野、

歴史・ 社会分野を いわゆる「 3 本柱」（ 専攻言語によっ ては政

治・ 経済分野を 含めて 4 本柱） と し て、 専攻語地域のジェ ネ

ラ リ スト を 育成すべく 、 各学問分野の方法論に基づいた専門

的な授業を提供し ています。 外国語学部の「 学び」 は、 言語

研究と 人文社会的地域研究の成果を 融合さ せた言わば「 言語

地域学」 ある いは「 語圏学」 で ある と 言え ます。「 言語を 通

し て文化を 学び、 文化を 通し て言語を 学ぶ Culture T hrough 

Language, Language T hrough Culture」と いう 学部教育のモッ

ト ーはまさ にこ れを象徴し ています。

　 本学部では、 大学間学術交流協定や部局間協定に基づく 交

換留学など の公費留学のみなら ず、 様々な私費留学制度の情

報を 収集・ 提供する こ と で、 学生の海外留学を 応援し ていま

す。 実際に、 毎年 400 名近く の学生が、 授業を 通し て習得し

た高度な外国語運用能力と 外国に関する 幅広い知識、 異文化

理解力をさ ら に向上さ せるべく 、 世界の各地で海外留学を 経

験し ています。 海外留学の経験は、 学んだ知識と 個人的体験

と を 若い感性で有機的に結びつける 絶好の機会であり 、 そう

し て得ら れた個々人の国際感覚こ そが異文化理解にと っ て重

要であると 考えます。

言葉を究めて 世界へはばたく
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外国語学部のあゆみ

CO N T E NT S

1 9 2 1 年（ 大正1 0 年）

1 9 4 4 年（ 昭和1 9 年）

1 9 4 9 年（  同  2 4 年）

1 9 7 9 年（  同  5 4 年）

2 0 0 7 年（ 平成1 9 年）

大阪外国語学校創立

大阪外事専門学校と 改称

大阪外国語大学設置

箕面市粟生間谷に移転

1 0 月1 日、 大阪大学と 統合

外国語学部長あいさ つ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1

外国語学部と は

外国語学部のあゆみ

ネイ ティ ブ教員から のメ ッ セージ ‥‥‥‥‥‥3

アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー ‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 0

外国語学部のカリ キュ ラ ム ‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 1

就職状況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 2

交換留学制度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 3

卒業生から のメ ッ セージ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 5

箕面キャ ンパス施設・ 設備案内 ‥‥‥‥‥‥ 3 7

箕面キャ ンパス所在地経路図 ‥‥‥‥‥‥‥ 3 8

専攻紹介（ P 5 ～2 9 ） をご覧く ださ い。

各専攻のアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーを

それぞれの紹介ページ冒頭に記載し ています。

各専攻紹介のペ ージ では、冒頭に「 こ んにち は」を 意味する言葉をそ れ
ぞれの言語の文字表記で載せています。
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Bahasa Indonesia adalah pintu masuk untuk 
mempelaja ri budaya Melayu di Asia  Teng gara 
dan juga  budaya  suku-suku bangsa di  Indonesia  
yang tersebar da ri Sabang  sampai Merauke.

イ ンド ネシア語は、 サバンから メ ラ ウケまで広

がるイ ンド ネシアの様々な民族の文化、 また東

南アジアのマレー文化を学ぶための扉です。

ビルマ 語を一緒に話し ませんか

中国語 専攻 P5

朝鮮語 専攻 P6

モン ゴル語 専攻 P7

イ ン ド ネシア語 専攻 P8

フ ィ リ ピ ン 語 専攻 P9

タ イ 語 専攻 P10

ベト ナム語 専攻 P11

ペルシア語 専攻 P16

アラ ビ ア語 専攻 P15

ウルド ゥ ー語 専攻 P14

ヒ ン ディ ー語 専攻 P13

ビ ルマ語 専攻 P12

Isang  p a anyaya  sa  i sa ng buong  b a ya n  a t 

ka saysaya n a ng  pa g-aa ra l ng  w ika  

pa tung o  sa  p ag kaka una wa an  at 

pa gka kai sa .

相互理解と 絆の構築を目的と し た外国語学習が、

当該国の現在や過去を知ること につながる。

ヒ ンディ ー語はやさ し い言葉で す。
気軽な 気持ちで来てく ださ い。

さ あ、 学びまし ょ う ！

ウルド ゥ ー語は甘美な言葉です。

さ あ、 ウルド ゥ ー語を学びまし ょ う ！

われは海　 沖つ白玉はら めども 　 海人に貝殻問ふ人はなし

（ 大意： 海のよう に広大なアラ ビア語に秘めら れた真珠（ 白玉）の

よう な美し さ 、素晴ら しさ に気づいている人がどれほどいよう か？

（ われ＝アラビア語））

バヤルサイ ハン先生

ド ゥ ウイ ・ プスピト リ ニ先生

サマール先生

ヴェーダ先生

テッ  テッ 先生

ネイティブ教員からのメッセージ

Монголын өвөрмөц нийгэм ахуй, түүх, 

өв соёлын өнгөрсөн,

одоо, ирээдүйд нэвтрэх үүдийг нээж, 

монгол хэл сурцгаая.

モンゴル特有の社会様式、 歴史、 文化遺産の

過去・ 現在・ 未来に通じ る扉を開き、

モンゴ ル語を学びまし ょ う 。

初 学 的要 就是加 口部运 ，级汉语 习 诀 强 动

我 一起学 吧！让 们 习汉语

中国語はスポーツ です。

一緒に中国語を勉強し まし ょ う 。

   .　  한 국어 를 즐 겁게 배 워 봅 시다

韓国語を楽し く 学びまし ょ う 。

ペルシア語は砂糖のよう に甘く 、

まるで宝石のよう 。

Quan hệ Nhật Việt ngày càng tốt đẹp
Hãy học tiếng Việt và nắm bắt cơ hội.

日越関係はますますよ く なっ ています。

ベト ナム語を 学んでチャ ン スを つかみまし ょ う 。

郭　 修静先生

趙瑜美先生

タ イ 語を学び、 タ イ の社会と 文化を

理解し まし ょ う 。

マ ルグーブ 先生

エ ル・ シ ャ ルカ ーウィ ー先生

レ ザーイ ー先生

マリ ワン 先生

ト ー先生

      
 

Tuji funze K iswa hi l i !

ス ワヒ リ 語を勉強し まし ょ う ！

ト ルコ 語 専攻 P17

スワヒ リ 語 専攻 P18

ザイ ナブ先生

Merhaba! Türkçe size zengin Türk 

kültürü ve Türk dünyasının kapılarını 

açar. Hep beraber  Türkçe öğrenelim. 

ト ルコ 語は豊かなト ルコ 文化及びチュ ルク 民族の

世界への扉を 開きます。 皆さ んと 一緒にト ルコ 語

を 勉強し ま し ょ う 。

ディ リ ッ ク 　 セ バル先生
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M ag yarul  tanul ni  szó rakoztató!

ハンガリ ー語は楽し い！

「 私たちと 一緒にスウェ ーデンを発見し よう！」

U pptä ck Sve rig e  hos oss ! 

Bienvenue  da ns l' un ive rs de la
la ngue frança ise  !

C ia o!  Stud ia mo in si eme  l ' ita li ano e scopriam o un  p aese  ricco  di  storia ,  trad iz ioni  cu li na rie  e  b el le zze  artistic he !

フ ラ ンス語の世界へよう こ そ！

こ んにち は！歴史、美術、美味し い食文化などの
魅力に溢れるイタリ アを 発見し 、

一緒にイタリア語を学びましょう 。

フ ラ ン ス語 専攻 P25

ド イ ツ 語 専攻 P23

ロ シア語 専攻 P19

イ タ リ ア語 専攻 P26
ハン ガリ ー語 専攻 P20

デン マーク 語 専攻 P21

ポルト ガル語 専攻スウェ ーデン 語 専攻 P22

Du｠bl iver｠kun｠l ykke lig ,

h vi s｠du｠læ rer｠da nsk !

幸せになるためのデン マーク 語！

ポレ 先生

コ ヴァ ーチ･レナータ 先生

マーティ ン先生

ウルフ 先生

P28

¡ Ven  a  a p render e spa ño l!  
U na  le ng ua fá ci l que te  ab rirá el  

teso ro de mucha s cul tu ras en  el  mundo .

スペイ ン 語 専攻 P27

Olá ,  se jam  bem -vi ndos!  Vam os estuda r a

l íng ua  portu g uesa  e aprend er so bre

cu ltura  lus o-bras i le ira !

みなさ ん、よう こそ！いっしょ にポルト ガル語を勉強し 、

ポルト ガル・ ブラジルの文化について学びまし ょ う！

Deutschl and ‒ La nd  de r Ph il osoph ie

ド イ ツ　 －　 哲学の国

Умом Россию не понять，
Аршином общим не измерить  ：

У ней особенная стать ―
В Россию можно только верить．　

頭では ロシアは理解 でき ぬも の　 共通の 物差しをして 測れぬも の
ロシアには 独自固有の 立ち姿　 ロシアとは 信じることしか でき ぬも の

チュッ チェフ（ 井上幸義訳）

カ ルディ 先生

フ ィ ナ先生

デゼン 先生

日本語 専攻 P29

知っ ている つも り で実は謎が多い

身近な日本語・ 日本文化について

一緒に勉強し まし ょ う

儀利古　 幹雄先生

シピト ゥ ーニ ナ先生

ラ ッ ペ先生

Ф．　 Тютчев

スペイン語を 学びに来ませんか。

世界の文化と いう 宝物を知ること ができる

気さく な言語です

P24英語 専攻

メ イ リ ー先生

ホフ メ ア先生

My name i s Ashlyn Moehle. I  grew up in the Uni ted States of Ameri ca, 
where I  became i nterested in forei gn languages f rom a ver y young age. 
I t was at the Univer sity of Cali forni a that I  had my fi r st encounter  wi th 
Japanese. Her e at the School  of  F or eign Studies, I  teach classes that 
hel p learner s strengthen and r efi ne thei r use of Engl ish to expertl y 
navigate and negoti ate i n communi cati ve settings. I  also l ead readi ng and 
di scussi on classes that expl ore language at var ious l evel s of li ngui sti c 
analysi s, provi ding a glimpse i nto the dynami c and fasci nating nature of 
a l ivi ng l anguage l ike Engl ish.

You have spent many years at school studyi ng the E ngli sh l anguage. Now 
the time has come to star t putting your ski l l s to use (and this i s the fun 
par t!) I n the di scussi on cl asses at our  depar tment, you wi ll  have the 
opportunity to learn how to di scuss rel evant and important issues as 
wel l  as how to per suasi vely express and defend your  own i deas and 
opi nions i n Engl ish. F rom the thir d year , you wi ll  be able to choose fr om 
a range of  el ecti ve courses wi th a more academi c focus. The courses that 
I  teach, for  example, i ntroduce students to exci ti ng fiel ds such as 
sociol inguistics and poli tical phil osophy. W hy not j oin the di scussi on?

Hi! 　 　
My name i s David W atts. I  am 
ori ginal ly from the UK , but I  have 
li ved i n Japan for over 10 years 
now. I  studied Japanese and 
L inguistics at She eld ffi Uni ver sity 
and have a Master s Degree i n 
TESOL  (Teachi ng Engli sh to 
Speakers of  Other L anguages) 
fr om T he Uni ver sity of  Br istol.
At Handai , I  teach Academi c 

W ri ting and Engli sh classes to under graduate and graduate 
students, many of whom have either studi ed abroad or ar e 
planning to do so in the future. My Engli sh l anguage 
el ective cl asses examine L ocal  and Gl obal Issues, Eur ope-
an Cultures and Societi es and Japanese Cul tur es and 
Societies. My aim i s help al l my students impr ove their  
English ski l l s and abil ities in al l these fields in a suppor t-
i ve and enj oyabl e atmospher e.
I ' m looki ng forward to meeti ng you in class!

ワッ ツ先生
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中国語専攻
　 中国語学習を 通じ て、 中国およ び中国語圏諸地域の

言語、 文化、 社会についての高度な知識を 得たいと 考

え、 そのために深い探究心を も っ て問題にと り く み、

中国語で積極的に学習や研究の成果を 発信する こ と を

目標と するよ う な学生を求めています。

　 あなたが大阪大学に入学し てまず出会う 中国語は、

世界一の1 3 億の人口、 世界第3 位の広さ の国土、 5 6

の民族、 それに伴う 数十の言語をも つ中国と 、 世界中

に広がる 華人社会の共通語である言語です。

　 1 年次では、「 听」（ き く ）、「 说」（ はなす）、「 读」（ よむ）、

「 写」（ かく ） の各技能を 総合的に学び、 こ の言語の

世界に、 どっ ぷり 浸かる こ と になり ます。

　 2 年次以降は、 みなさ んの志向次第で、 次に挙げる

よ う な、 さ まざ まな「 中国語」 を 学びつつ、 中国のい

ろいろな側面に触れるこ と ができます。

　 まず、 現代中国の言語・ 文学・ 歴史・ 政治・ 経済・

社会など を 学ぶ手段と し ての中国語。 こ れを 学ぶこ と

で、 前掲の学問分野に対する 基礎的な知識が身につく

と と も に、 あなたの中国語は、 よ り 幅広く 、 知的なも

のになる でし ょ う 。

　 また、 共通語と はかなり 異なっ た方言である 広東語

は、 あなたの中国語に対する 知識を 多角的なも のにす

る ための、 また、 独自の歴史・ 民俗・ 風土など を 知る

ための、 最良の足がかり と なっ てく れるでし ょ う 。

　 ある いは、 近代から 遥か古代へと 遡っ ていく 、 歴史

的中国語も あり ます。 こ れを 通し て、 あなたの中国へ

の視点は、 時間的な奥行きを も つこ と でし ょ う 。

　 3 ・ 4 年次では、 ゼミ に 所属し ます。 あな た が「 ど

のゼ ミ に し よ う か」 と

悩 む と き、 あ な た は、

き っ と 、 そ れま で 学 ん

だ、 さ ま ざ ま な 中国 語

が、 ゼミ で の 多 様な 専

門分野の学習に 不可 欠

で あ っ た こ と を 知り 、

今ま で のハード な 勉 強

は、 こ の た め で あ っ た

かと 達成感を 覚え て く

れる も の と 、 わ た し た

ちは期待し ています。

外灘から 望む浦東のビル群（ 上海）

聖ソ フ ィ ア教会（ ハルピン ）

中国語専攻はすごく 楽し いです！私は入学後計 3 度中国語圏に行く 機会があり まし

た。 1 年生冬休みの中国語劇団の台湾公演、 春休みの上海研修、 そし て 2 年生の 5 月

に参加し た大連理工大学と の交流会。 こ のよう に中国語専攻では実際に中国語が話さ

れている地域に行き「 ホンモノ 」 に触れるチャ ンスが沢山あり ます。

1 年次春の上海研修では地下鉄や高速鉄道に乗っ たり 、 買い物をし たり 、 値切り 交

渉をし たり 、 現地の学生と 交流し たり 、 初めて尽く し の研修でし た。 2 週間中国語の

知識をフ ル活用し て非常に充実し た時間を過ごし まし た。 そし て大連理工大学と の交

流会では現地の先生や学生の手厚い歓迎、 そし て何より 中国語漬けの1 週間、 大学に

入って最も 中国語を多く 話し た 1 週間であり 、 最も 充実し た1 週間でした。 こ のよう な

プログラ ムを通して知り 合った現地の学生は今でも みんな“ 好朋友” 親友です。

また、 私は1 年生の頃から中国語劇団に所属し ています。

1 つの劇を 作り 上げるにはセリ フ の暗記、 演技指導、 道具

の準備など大変な道のり ですが、 その分、 得ら れるも のも

大きいです。 先輩、 後輩、 中国語圏からの留学生はみんな

学年を超えて仲がいいです。 語劇の練習を通して日本国内

で中国語の表現力や中国文化の知識を習得できるこ と は大

きな魅力だと 思います。 私自身、 中国語専攻を選んで本当

に良かっ たと強く 思っ ています。

ぜひ皆さ んも 中国語と いう 美し いこ と ばのシャワーを 浴

びましょ う 。

2 年　 武田　 庸平

4 年　 鐘ヶ 江 理佐

私は約一年間、 交換留学生とし て北京大学に留学し まし た。 半年間は留学生ク ラ ス

で毎日中国語の勉強に励み、 残り の半年間は北京大学の学生と 共に授業を受けまし た。

留学生ク ラ スでは、 学生と 先生と の距離が近く 、 いつでも 相談ができる環境が揃っ て

いたので、 学習面、 生活面で特に大きな不安も なく 、 勉強や課外での活動に専念する

こ と ができ まし た。 残り の半年は、 自分の興味がある授業を 選択し て受講し まし た。

私は中文学科で現代中国語言語学の授業を履修し 、 そこ で学んだ知識が帰国してから

の勉強に生かさ れていますし、 何より 中国人学生と 共に学んだこ と が自分のなかで、

大きな自信と なっています。 また、 北京大学の日本語専攻の授業も 履修し 、 中国から

見た日本や日本語を学ぶよい機会になったと 思います。 また、 日本語を 学ぶ学生と 交

流し、 よい刺激を受けること ができまし た。

勉強以外にも 、 中国にいると いう 利点を生かし て、 日本から は少し 行きづら いよう

な都市に旅行にいっ たり 、 同じく 中国に留学し ている同級生を訪ねる旅をし たりし まし

た。 また、 中国には日本より も 、 キャッ シュレスやシェ アサイクリ ン グが進んでおり 、

そのよう な現代の中国社会のサービスをリ アルタ イ

ムで享受できるのも 、 留学の醍醐味だと 思います。

中国語専攻は交換留学先の大学の選択肢も 豊富

で、 素敵な先生方や先輩、仲間と出会う こと ができ、

自ら 学びたいと 思えば、 さ まざまなこと を 学べる環

境が整っ ています。 みなさ んも 中国語専攻で充実し

た大学生活を送っ てみませんか？

中国語専攻の魅力は「 言語学習環境の充実」、「 中華圏に関する教養の向上」だと 思います。

中国語専攻では、 中国語ネイティ ブや著名な日本人教授の授業を受けること ができ、 言

語学習環境が充実し ています。 カリキュラムに関し ては1、2 年次では、発音・ 文法・ スピー

キング・ リ スニング・ リーディ ングを学び、 中国語の基礎を身につけます。

そし て、 3 年次ではゼミ に入り 、 言語以外にも中国の政治・ 経済・ 文化など好きなジャ

ンルを 研究すること になります。 僕はこ の時、 台湾関連のゼミ に入り 、 台湾の原住民や歴

史などについて学べまし た。 こ のよう に中国語専攻では、 言語だけでなく 、 幅広い教養を

得ること ができます。 また、 台湾ゼミ の経験もあり 、 僕は2 01 8 年3 月から 2 0 19 年1 月

まで台湾の台北に留学し まし た。 その際、 僕は2 ヶ月間にわたり、 1 人で徒歩による台湾一

周（ 徒步環島） を 行いまし た。 その旅の中で、 台湾の南にある「 牡丹者事件記念館」 と い

う 場所に行きまし た。 ここは、 明治初頭に遭難により 台湾南部

に漂着し た宮古島の住民と 原住民が争う と いう 悲し い出来事

が起こった場所です。

かなり 辺鄙な場所にあるので、 もし 以前に台湾ゼミ で知ら

なければ、 この場所に実際に来ること もありませんでし た。

以前にゼミ で学んだお陰で教養が向上し 、 実際に活用でき

たのです。 このよう に、 中国語専攻では中華圏における包括的

な教養を 身につけること ができます。

4 年　 河村　 　 樹

中国の上海研修時の豫園にて
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朝鮮語専攻
　 朝鮮・ 韓国の言語や文化、 社会に関する 専門的な知

識を 身につけたい人。 朝鮮語でコ ミ ュ ニケーショ ン す

る能力を 身につけたい人。 日本と 朝鮮・ 韓国間の相互

理解を深める 架け橋になり たい人。

　 受験生のみなさ んに、 朝鮮語専攻の教育課程、 学生

の海外留学と 卒業後進路について、 簡単ではあり ます

が、 案内いたし ます。

　 教育課程の基本的内容は、 学年別にみる と 次のと お

り です。

　 1 年生と 2 年生は、 朝鮮（ 南北朝鮮） の言語の習得

が中心です。 朝鮮語の音声組織、 文法構造、 語彙の習

得が朝鮮語実習と し て おこ な われます。 こ れと と も

に、 朝鮮の言語文化と 、 近現代の歴史・ 社会のそれぞ

れに つい て、 講義があり ます。 3 年生と 4 年生は、 朝

鮮語の語学力そのも ののさ ら なる 向上のために朝鮮語

演習があり ます。 こ れと 同時に、 朝鮮語を 基底と し た

言語・ 文化・ 文学に つい て の講義が進めら れま す。

3 ・ 4 年生で はさ ら に言語・ 文化・ 文学の演習があり

ます。 こ れら の演習では、 学生自身が言語・ 文化・ 文

学の中から タ イ ト ルと テーマを設定し 、 学習、 研究を

進めます。 4 年生は、 卒業する ためには、 卒業論文を

作成し なければなり ません。

　 朝鮮語専攻の学生は、 以上のよ う な教育課程を 履修

し ながら 、 3 、 4 年生に なる と 海外留学する 人が少な

く あり ません。 留学先はさ まざ まですが、 大韓民国が

中心です。 留学先大学での修得単位が、 本学での修得

単位と し て認定さ れる こ と が可能な場合があり ます。

　 学生の卒業後の進路は、 朝鮮語専攻の前身である 大

阪外国語大学朝鮮語学科以来、 多く の卒業生が商社、

販売流通、 金融、 マスコ ミ 、 国際交流、 公務員（ 一般、

教職、 外務など ） その他各界で活躍し ています。 こ の

就職先の傾向はこ こ 数年も 基本的に変わっ ていないよ

う です。 卒業生の中には、 大学など で研究に携わっ て

いる 人も います。

　 以上が、 朝鮮語専攻の教育課程、 学生の海外留学と

卒業後進路の概略です。

　 受験生のみなさ ん、 朝鮮語専攻に入学さ れる こ と を

期待し ており ます。

民族の聖山　 白頭山（ 標高2,750m）　 山頂の天池（ 最深部384m）
ペクトゥ サン チョンジ

私は 2 0 1 7 年 4 月に大阪大学に 入学し 、 2 年間専攻の勉強を し た 後、 現在は

2 0 1 9 年 3 月から 交換留学生と し て釜山大学校に留学中です。 私が高校生の時に

朝鮮語専攻への受験を 決めた頃は朝鮮半島や日韓関係、 日朝関係に関する 知識は

おろ か、 朝鮮語に関する 知識すら ほと んど ない状態でし た。 今思えば、 ど ち ら か

と いう と 大阪大学と いう ネームバリ ュ ーに惹かれ、 韓国に少し 興味、 関心がある

と いう 安易な気持ち で受験を 決めたよ う に思います。 し かし 、 朝鮮語専攻での学

びは学べば学ぶほど 興味深いも ので、 入学時よ り 現在のほう が学習意欲が湧いて

います。 外国語学部は各専攻語の授業がほと んど 毎日あり 、 ついていく のが大変

な時も あり ますが、 その分速く 深く 様々なこ と が習得でき 興味も 湧いてく る と 思

います。 単に言語を 学ぶだけでなく その地域の歴史、 政治、 文化や日本と の関係

についても 学ぶこ と ができ る のが魅力的な部分でも あり ます。 正直、 予習量がと

ても 多かっ たり 授業の進度が速く 感じ ら れたり 、 周囲の学生たち のレ ベルの高さ

に自信を 失っ てし まう こ と も あり まし たが、 交換留学に来て感じ たのは、 大阪大

学での質の高い学びがあっ たから こ そ留学時に必要と さ れる 力がついていたと い

う こ と です。 外国語を学

び、 それを 利用し て自分

と は違う 文化で育っ た人

たち と 話し 、 様々な価値

観に触れる こ と はと ても

楽し いこ と です。 ぜひ朝

鮮語専攻で一緒に学びま

し ょ う 。

私は 1 年間、 韓国のソ ウル大学に交換留学し まし た。 実際に韓国で生活するこ

と で、 語学力を 延ばすだ けでなく 、 肌で文化や歴史を 感じ たいと いう 思い から 、

留学に至り まし た。 留学先では午前中に語学堂に通い、 午後はソ ウル大学の正規

授業を 受講し ていまし た。 語学堂では韓国語を 学びに留学に来た外国人の方と 一

緒に授業を 受け、「 読む、 書く 、 話す、 聞く 」 を中心と し た総合的な語学力向上に

努めまし た。 ビ ビ ン バ作り 体験や演劇鑑賞など、 多種多様な文化活動も 行い、 多

角的に文化を 理解する こ と ができ まし た。 大学の授業では、 韓国人学生と 共に受

講し 、 専門的な内容についてのグループ発表やディ スカッ ショ ン が多かっ たです。

私は韓国文学の授業で、 韓国と 日本を 比較し ながら 、 日本の和歌について発表し

まし た。 自身の発表を 通じ 、 韓国人学生が日本の文学や文化に興味を 示し てく れ

たこ と に大変やり がいを 感じ まし た。 海外に留学する こ と で、 自国に対し て改め

て考える 良い機会と なり まし た。 また課外活動では、 世界各国から 集まっ た留学

生と 交流する サーク ルに所属し 、 旅行やイ ベン ト を 通じ て親交を 深めまし た。 彼

ら と の交流で世界の文化を 肌で感じ る と と も に、 言葉の壁を 越えてつながる こ と

ができたと 感じ ます。

振 り 返 っ て み る と 、

留学生活の 1 年間は私

の人生にお いて 欠かす

こ と のでき ない 貴重な

時間で あっ たと 感じ ま

す。 みな さ んも 自分自

身を 大き く 成長さ せる

留学に 挑戦し て みて く

ださ い。

3 年　 岸野 奈津子

4 年　 矢田　 慶吾
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　 モン ゴルの言語と 文化に強い関心を持ち、 モン ゴル

語を習得し て、 異文化と し てのモン ゴルの多様性を 積

極的に学ぼう と する 明確な目的をも っ た情熱ある人。

私たちの暮ら す東ア ジアの北に 位置するモ ンゴル国は、 1 9 9 0 年代

初頭の民主化以降、 日本人にと っ て非常に 身近なア ジアの一国と なり

まし た。 そ れまでの社会主義であっ た時代には考え ら れないほど、 双

方の人々の往来は自由で 活発な も のと なっ て います。 毎年日本から

は、 多く の観光客やメ ディ ア 関係者ら がモ ンゴルを 訪れ、 報道や特集

も 日常的になっ て います。 また 、 日本では国技と さ れる相撲界で のモ

ンゴ ル人力士の活躍も 目覚ま し く 、 連日メ ディ アを 賑わせて います

が、 モンゴ ル語は、 こ のよう な 私たちにと っ て身近な アジアの隣人で

あるモンゴル国の公用語です。

本学モンゴ ル語専攻では、 そのよう なモン ゴルについて、 その言葉

の学習を 通じ て 、文化や歴史、自然、民俗、宗教、思想、社会、方言など、

関連する 様々な方面への理解を 深めます。 モンゴル語の語順は、 日本

語と 同じ く いわゆるS OV型で す。 名詞類は日本語の「 てに を は」 に

当たる格変化を 持ち、 動詞の活用も 基本的に規則変化し ます。 英語な

どと 違い、 日本語の語順で考え話すこ と ができ る、 非常に学びやすい

言語の一つです。 文字は2 種類使われていま す。 1 つは1 3 世紀にチ ン

ギス・ ハーンが建てた モン ゴ ル帝国以来8 0 0 年あ まり に渡っ て使わ

れてき た 縦書き のモンゴル文字と 、 1 9 4 0 年代に新た に導入さ れたロ

シア文字基盤のア ルフ ァ ベッ ト ですが、 そ の両方を 学びます。 日本人

スタ ッ フ と ネイ テ ィ ブに よる授業で、 1 -2 年次に は、 生き たモン ゴル

語を 基礎から し っ かり 身につけます。 3 -4 年次に は、 学んだそのモン

ゴル語を 生かし て、 卒業論文の作成等を 目指し 、 各人の興味ある 分野

を より 突き 詰めて研究でき るよう な カ リ キュ ラ ムになっ ています。

本学で の学生生活は、 1 年次には豊中キャ ンパス で、 2 年次以降は

箕面キャ ンパスで 勉強し ま す。 大学内では、 各種ク ラ ブ 活動やサーク

ルに参加し たり 、 在学中に休学し て、 モンゴ ルや中国、 英語圏な どへ

留学し 、 語学力等の向上を 目指す意欲的な学生も います。

本学モ ンゴ ル語専攻は、 旧大阪外国語大学モン ゴ ル語科を 引き 継

ぎ、 大阪外国語学校以来九十余年の長き に わたる 歴史を 持っ ていま

す。 特に作家、 故司馬遼太郎氏の出身と し て も 知ら れてき まし たが、

卒業後の進路に関し ては、 そう いっ た文筆活動のみなら ず、 大学での

キャ リ アを 生かし 、 外務省を はじ めJICAや、 新聞社な ど の海外特派

員、 企業の駐在員と いっ た、 国際舞台に活動の場を 見出し た人も 多く

います。 ま た、 教育者と なっ て 全国各地で教鞭を と っ たり 、 進学し て

研究者になっ た り と 様々ですが、 就職状況も 例年概し て良好です。

皆さ ん、 一緒にモンゴ ル語を 学びまし ょ う 。

モンゴル語専攻

さ あ、走り 出そう ！

こ んにちは。 2 0 1 6 年度入学の増田愛です。 今回、 私がモンゴル語専攻を 選ん

だ理由、 またこ の 4 年間で学んだこ と を 紹介し ます。

私は高校時代から 世界各国の言語、 特に比較的話者が少ない言語に興味があり

まし た。 話者が少なく ても 、 その言語は日本語と 同じ よ う に完全に文法が確立さ

れており 、 誰でも 学ぶなら それら を 習得する こ と ができ る、 と いう 点に魅力を 感

じ ていたから です。 そし て高校 3 年生の時にモン ゴルの写真を 見たこ と を き っ か

けに、 大草原と 満天の星の下に生き る モン ゴルの人々の姿に心を 惹かれて、 モン

ゴル語を 志望し まし た。

入学し てから はモン ゴル語の文法、 また彼ら の歴史、 文化、 現代の社会問題な

ど を 中心に学んでき まし た。 それら の背景にある 彼ら の深い思いも 学んでいく 中

で、 こ の 4 年間、「 生き る」 と いう こ と をたく さ ん考えさ せら れたよう に感じ ます。

また私はこ れら に加え、 将来を 見据えて英語の学習にも 自ら 取り 組んでいまし

た。 2 年生の 9 月の 1 ヵ 月間、 カナダ・ バンク ーバーへ、 また 3 年生の9 月の 1 ヶ

月間、 イ ギリ ス・ ロ ンド ン へ語学の短期留学を し ていまし た 。 また 3 年生の 8 月

には 1 0 日間カ ナダのロ ッ キー山脈を 巡る 現地のツ アーに参加し 、 世界各国の若者

た ち と 語り 合う 貴重

な経験ができ まし た。

こ の大学と 専攻 語

は、 自分の意欲次 第

で ど んな こ と で も 追

求し て い け る と こ ろ

だ と 思い ま す。 皆さ

んに 少し で も 興味を

も っ て い た だ け た ら

嬉し いです。

私は3 年生の後期の 4 か月間、 モンゴル国立大学に交換留学をし まし た。

モン ゴルは年中乾燥し ていて、 氷点下 3 0 度以下にも なる冬の厳し い寒さ が特徴

的ですが、 広大な草原、 ゲルと いう 移動式住居の居心地の良さ 、 モンゴルの方のお

も てなし 精神、 可愛ら し い家畜たち、 一面満天の星、 新鮮で美味し い羊肉（ 食べ過

ぎて留学中に 8 kg 増……！） など 、 オススメ ポイン ト も 数多く あり ます。

また首都ウラ ン バート ルでは高層ビルが立ち 並び、 人も 車も ごっ た返し ていて、

映画館やカラ オケなど の娯楽施設も あり 、 休日は友達と おし ゃ れなカフ ェ でラ ン チ

♪なんてこ と も 、 今と なっ ては都会で暮ら す人ある ある なのです。

留学中に知り 合っ たモン ゴルの人たちは皆本当に頼も し く 、 何事にも 寛容で、 家

族のよう に親し く 接し てく れまし た。 また、 彼ら のエネルギッ シュ な行動力は自分

自身を も 成長さ せるき っ かけになり まし た。

こ れら は全てモンゴルに関わら なければ経験でき なかっ たこ と なので、 私は今モ

ン ゴル語専攻であるこ と を 誇り に思っ ています。

モン ゴル語は日本語と 同じ 語順を し ている ので文章を 作り やすく 、 大げさ に抑

揚を つけずと も 話すこ と ができ る ので、 日本人にと っ ては比較的取り 組みやすい

言語だと 思っ ています。 なのでマイナー言語だから ……と 敬遠せずに、 ちょ っ ぴり

勇気を 出し て、 モン ゴ

ルと い う 未開の地へと

足を 踏み入れて みま せ

んか？今ま で に感じ た

こ と のない ワク ワク が

き っ と そこ にはあり ま

すよ！

4 年　 増田　 　 愛

4 年　 庄　 　 　 栞
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　 多彩な数百の民族から 構成さ れる 東南アジア最大の

国家であり 、 日本と も 深い関係を 持つイ ン ド ネシアに

ついて、 イ ン ド ネシア語の習得を基盤と し ながら 、 言

語・ 文化・ 社会・ 宗教・ 歴史など の様々な面から 積極

的に学び、 理解を 深め、 その成果を 生かし て、 社会に

貢献し ていき たい人。

首都ジ ャ カ ルタ

　 イ ン ド ネシアは約2 億5 千万人（ 世界第4 位） の人口

を も つ、 東南アジアの群島国家です。 1 9 4 5 年に独立

を宣言し まし た。

　 イ ン ド ネシア語は、 マレ ー語を 母体と し て独自の発

展をと げた、 イ ン ド ネシアの国語です。 ロ ーマ字で表

記さ れ、 文法も 難し く ないため、 今では全国に普及し

ています。 一方、 イ ン ド ネシアには数百の地方語があ

り 、 日常生活においてはイ ン ド ネシア語と 共にそれぞ

れの地方語が使われています。

　 広大な国土と 多様な民族集団を も つイン ド ネシアに

関し て、 私たちは何を学ぶこ と ができ るでし ょ う か。

　 歴史を ひも と けば、 ヒ ン ド ゥ ー・ イ スラ ム諸王朝の

時代、 オラ ン ダ植民地時代、 日本占領時代、 そし て独

立後の激動の歴史が私たち を 惹き つけます。 1 9 9 8 年

の民主化を 経て、 イン ド ネシアは新し い時代を 迎えて

います。

　 各地に目を 向け れば、 多様な文化と 社会があり ま

す。 スマ ト ラ 島に は母系制で 知ら れる ミ ナ ン カ バウ

人、 カ リ マン タ ン 島には「 森の民」 と いわれるダヤク

人、 スラ ウェ シ島にはかつて海洋王国を 築いたマカ ッ

サル人、 ニ ュ ーギニ ア 島に はパプ アの人びと がい ま

す。また、ジャ ワ、バリ をはじ め、各地の絢爛たる芸術・

文学は多く の人々を 魅了し 続けています。 さ ら に、 現

代の芸術、 文学、 ポピ ュ ラ ー・ カルチャ ーは同時代を

写す鏡と し て興味深いも のです。

　 今日、 イ ン ド ネシア社会は、 グロ ーバリ ゼーショ ン

の波の中で、 変化を と げつつあり ます。 経済が急速に

発展する 一方で広まっ た格差の是正、 開発と 環境のバ

ラ ンス、多宗教・ 多民族共存などが課題と し てあり ます。

　 何を 学ぶにせよ 、 イ ン ド ネ シア 語は基礎と なり ま

す。 し っ かり と 言葉を 学び、 本当のイン ド ネシアに触

れる旅に出かけまし ょ う 。 広く 、 大き く 、 多様なイ ン

ド ネシアは、 私たち に多く の生き る 手がかり を与えて

く れるでし ょ う 。

アチ ェ の中央モ スク

インド ネシア語専攻

バリ の儀礼

皆さ んはイ ン ド ネシア語にど んな印象を 持っ ていますか？イ ン ド ネシア語は文

字がアルフ ァ ベッ ト で、 発音も ほと んど アルフ ァ ベッ ト 表記のままです。 他の専

攻語が文字を 覚えている 段階ですぐ に文法に入り 、 授業ではよ り 実用的な事を 学

ぶこ と が出来ます。 多く のイ ンド ネシア語文献を 読んだり 、 発表原稿を 作っ たり

する こ と で、 自分の成長を と ても 感じ ら れます。 実際に一年生の夏の時点で、 現

地で値下げ交渉を し 、 現地の方にイ ン タ ビ ュ ーでき る よ う になり まし た！イ ン ド

ネシア人留学生と の交流も ある ので、 日本にいても 話す機会はあり ます。 人口が

多く 、 こ れから も 経済発展が見込まれる イ ン ド ネシア。 イ ン ド ネシア語を 学ぶこ

と は、 日本と イ ン ド ネシアのビ ジネスにおいても 両者を つなぐ ための架け橋と な

る のではないでし ょ う か？

様々な宗教、 言語、 民族が共存する 島国イ ン ド ネシアは旅行で行っ ても と ても

楽し いです！日本から 飛行機で七時間と 近く 、 物価も 安く てたく さ んショ ッ ピ ン

グできます。 特にフ ルーツ はと ても おいし く 、 色んな種類があり ます。 現地の方々

は、 日本人でイ ン ド ネシア語を話せる と 珍し さ から かと ても 喜んでく れます。 そ

し てイ ン ド ネシアの人々は自撮り が大好き なので、 たいていの場合すぐ 一緒に撮

る こ と になり ます。

イ ン ド ネ シ ア 語専攻は人

数が少ないですが、 その分と

て も 強い き ずな で 結ばれて

いる と 思います。 ぜひ一緒に

イ ン ド ネ シ ア 語を 学びま せ

んか？

こ んにちは、 イ ンド ネシア語専攻 4 年生の松井惇です。

イ ン ド ネシアにおける「 普通」 を 現地で暮ら すこ と で体感し たい。 そう 思っ て

僕は 9 か月間、 デポッ ク と いう 街にある イ ンド ネシア大学で語学留学をし まし た。

向こ う で暮ら し ている 間にはイ ンド ネシア国内の様々なと こ ろへ行きまし た。

イ ン ド ネシアと 言われる と きれいな海、 オラ ウータ ン が生息する 熱帯雨林など

広大な自然が思い浮かぶかも し れません。 ですが僕がイ ン ド ネシアに惹かれる の

はそう いっ た自然だけでなく 、 人々の多様性です。 1 4 0 0 0 以上の島々、 3 0 0 を

超える民族があり 、それぞれの地域において暮ら し 方、話す言語、街の雰囲気も まっ

たく 異なり ます。 イ スラ ム教色が濃い地域では、 お昼の礼拝の時間は街中がし ん

と 静まり 返り ます。 大き な川が流れる 街の中では水上マーケッ ト が早朝から 開か

れています。 森林を 守る ために現代文明を 受け入れず昔ながら の生活を 営んでい

る 人たち にも 出会いまし た。 一方でジャ カ ルタ は高いビ ルが立ち 並ぶ大都会。 ゆっ

く り 暮ら す人も いれば、 ク ラ ク ショ ン を 鳴ら さ ずにはいら れないせっ かち な人も

いる 。 色んな場所があり 、 色んな人がいまし た。

イ ン ド ネシアの「 普通」 と は「 普通」 でまと めら れないも のである。 それが僕

が現地で暮ら す中で感

じ た こ と で す。 僕も ま

だ まだ 行け てい な いと

こ ろ 、 知ら な い こ と が

た く さ んあ り ま す。 高

校生の皆さ ん、 まだ 見

ぬ世界を 一緒に 体感し

ませんか？

3 年　 廣田　 柚衣

4 年　 松井　 　 惇
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　 フ ィ リ ピ ンの人・ こ と ば・ 文化に関する研究テーマを

多様な学問的視点から 考え、 それを自ら のこ と ばで表現

し 、 私たちが暮ら す市民社会に向けて積極的に発信し た

いと 思っ ている人。 研究テーマを深めたり 、 社会に貢献

し たり するために 、 フ ィ リ ピ ン語の言語能力を 高める

努力を惜し まない人。

　 フ ィ リ ピ ン・ マニラ 首都圏のオフ ィ ス街の一角にあ

る大き な教会と 巨大な聖母マリ ア像。 3 0 0 年も のスペ

イ ン支配、 その後数十年アメ リ カの統治によ り 、 欧米

のキリ スト 教と 自由主義を 支えにし た、 グロ ーバルな

性格の強いフ ィ リ ピ ン のシン ボル、 なのでし ょ う か。

だから いま年率5 ％を 超える 順調な経済成長を 持続さ

せ、 世界中に優秀な労働力を 送り 出し 、 また新たな英

語留学先と し て人気を集めている？

　 フ ィ リ ピ ン の歴史経験はも っ と 複雑です。 多文化の

社会なのに、 外国の支配によ っ て外来語である英語で

無理にひと つにさ れ、 一握り のエリ ート 層が特権を 握

る 社会と さ れ、 様々の社会対立を経験し てき まし た。

欧米文化へのなじ みはグロ ーバル化の進む中で有利で

はあり 、 特に多く の人々が海外に出稼ぎに行きまし た

が、 結局海外で頼り になる のは同国人であり 、 そこ で

心を通い合わせら れる 言葉は、 英語よ り も 、 タ ガログ

語を元に国語と し て教えら れるよ う になっ たフ ィ リ ピ

ン 語で し た。 グ ロ ーバル化の中でフ ィ リ ピ ン は苦し

み、 その中で英語に熟達する と 共に、 自分たち の言葉

であるフ ィ リ ピン 語を熟成普及さ せていっ たのです。

　 3 0 年ほど 前、 こ の教会が現在立っ て いる 地域に多

く の人々が集い、 非暴力によ る独裁政権の交代を 求め

まし た。 教会の呼びかけと ビ ジネス界の後援も あり ま

し たが、 政権に立ち 向かう 勇気を奮っ た普通の人たち

が、 フ ィ リ ピ ン 語で励まし 合っ て祖国の変革のために

立ち上がっ たのが、 こ の教会と アジア人の風貌を 持っ

た聖母像が記念し ている こ の場所です。

　 グロ ーバル化の中でこ そ、 自分たち の言葉を 確立し

つつある フ ィ リ ピン 。 その国語の魅力を ぜひ一緒に学

んでみませんか。

オフ ィ ス街の聖母マリ ア 像

フィリピン語専攻

M ag a nda n g  h a pon  sa  inyong  la h a t !  A ko s i K a oru  K oza wa . F ilip in o  a n g  

m a jo r ko . 多く の方がフ ィ リ ピ ン語を目にさ れたこ と がないと 思う ので簡単な自己

紹介を し てみまし た。（ 固有名詞、 英語から 推測し て読んでみてく ださ い！） さ て

フ ィ リ ピ ン 語専攻では、 フ ィ リ ピ ン 語はも ち ろ ん、 地域社会・ 歴史・ 文化・ 宗教

など フ ィ リ ピ ン全般について学習し ています。 またタ イ、ベト ナム、イ ンド ネシア、

ミ ャ ン マーと 合わせた 5 専攻の先生方が連携さ れており 、 フ ィ リ ピン に限ら ず東

南アジア全体について学ぶこ と も できます。

フ ィ リ ピ ン 語は文字がアルフ ァ ベッ ト であり 、 発音も ロ ーマ字読みのも のが多

く 、 男性・ 女性・ 中性詞の区別も ないため、 比較的学びやすい言語です。 日本の

高齢社会化によ っ てフ ィ リ ピ ン 人労働者の需要が高まり つつあり 、 在日フ ィ リ ピ

ン 人も かなり 増えてき ています。 彼ら と よ り 親し く 、 真摯に接する ためには、 英

語ではなく フ ィ リ ピ ン 語を 話せる こ と が必要です。 フ ィ リ ピ ン 語を話せる 日本人

は少なく 、 こ れを 学ぶ重要性は非常に高

いです。

フ ィ リ ピ ン 語専 攻は 1 学年が十数人

と 少数である ため、 先生方から よ り 丁寧

なご指導が受けら れますし 、 また先輩方

と の繋がり も 強く 勉強・ 留学等様々な面

でサポート し てく ださ り ます。 そし て何

よ り 同期と は大学生活の大半を 共に過ご

すため仲が非常に深まり 、 充実し た学生

生活を 送る こ と ができ ます。 ぜひ私たち

と 一緒にフ ィ リ ピ ン 語を 学んでみません

か？みなさ んに お会いでき る 日を 楽し み

にし ています！

“ W alan g  Pa sok ”

私の好きなフ ィ リ ピン語の表現の一つです。 英訳すると N o c las s/wo rk、 つまり

は休講のこ と 。 も ちろん冗談半分ですが、私は文字通り の意味を超えて、こ のフ レ ー

ズが好きです。 フ ィ リ ピン 大学で過ごし た1 年間でよく 見聞きし たこ の二語に、フ ィ

リ ピン の人々が持つ価値観の一端が垣間見える気がし ます。

留学生活では、 私たち日本人には考えら れないこ と を 度々経験し まし た。 その一

つが休講の多さ 。 理由は様々、 先生が来ないなんてこ と も 。 さ ら に、 時刻表のない

電車や昼食を食べながら 授業を 受ける ク ラ スメ ート 、 鼻歌交じ り で働く 店員など 、

時間や規範を 重んじ る と さ れる 日本ではあり えません。 でも 彼ら にと っ ては普通。

こ こ で大事なのは、 その価値観を 自分たち のも のと 比較し 、 優劣を 議論するこ と で

はあり ません。 日本を飛び出し 、 未知の常識に囲まれるこ と でその存在を 肌で知り 、

異文化のみなら ず自国の文化の見つめ方を 知るこ と こ そ、 語学に留まら ない、 留学

の貴重な財産である と 言えます。

と はいえ、 語学も 欠かせません。 授業や日常生活を 通し てフ ィ リ ピン 語はも ち ろ

ん、 も う 一つの公用語であり 、 大学での授業で使われる英語も 同時に磨きまし た。

また、 休日には様々な場所を 訪問し まし た。 ビ ーチや火山など、 息を のむよう な

美し い風景やそこ で出会っ た人々の優し さ など も 、 深く 心に刻まれています。

フ ィ リ ピ ン で の

1 年間 はあ ま り に

短く 、 し かし 濃密

な も の でし た。 皆

さ んも こ んな体験、

し てみませんか？

3 年　 小澤　 　 薫

4 年　 久留須 健一郎
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　 タ イ 語によ る 実践的コ ミ ュ ニケーショ ン の能力を養

い、 かつそれを 基礎にタ イ の社会的文化的ダイ ナミ ズ

ムに対する 深い洞察力を 身につけたいと 考える 人を 求

めます。

タ イ と いえば稲作・ 象・ ムエタ イ ・ 仏教寺院と いう

イ メ ージを 持つ人が多いと 思いますが、 現在のタ イ国

は、 農林漁業就労者の人口が全就労人口の5 0 ％を 割

り 、 工業化と サービ ス産業を 中心と し た経済成長を 遂

げている「 中進国」 です。 こ のよう なタ イの経済発展・

工業化にも っ と も 深く 係わっ ている 国の一つが日本で

す。 たと えば、 タ イ の自動車産業は東南アジアの中心

的役割を 担っ ていますが、 日本の大手自動車・ 自動車

部品メ ーカーがそれを支えています。

タ イ は、 豊かな自然環境、 開放的で自由な雰囲気、

安定し た社会体制、 物価の安さ など 、 外国人にと っ て

も 大変居心地の良い国であり 、 タ イ を 訪れる 日本人観

光客は年間約1 0 0 万人、 長期滞在を する 日本人の数は

6 万4 千人（ 大使館の在留届） にのぼり 、 短期滞在ビ

ザで滞在する 人を 含める と 、 1 0 万人ち かく の日本人

がタ イ で生活し ています。 また近年訪日タ イ 人観光客

数が急増し て おり 、 2 0 1 6 年には約9 0 万人のタ イ 人

が日本を 訪れまし た。 日本国内には留学生を含むタ イ

人長期滞在者が4 万5 千人います。 こ のよ う に、 日本

と タ イ は経済的な面に加え、 人的交流の上でも 大変密

接な関係を築いています。

6 0 年数年の歴史を 持つタ イ 語専攻の卒業生は様々

な分野で活躍し ていますが、 特に、 日タ イ 間の架け橋

と し て活躍し ている 人材が多数輩出し ています。 タ イ

国内で活躍し ている 卒業生も 多く 、 バンコ ク の同窓会

の活動は非常に活発です。

タ イ 語専攻では、 タ イ 語の運用能力を 養いながら 、

タ イについての総合的な知識を学ぶためのカ リ キュ ラ

ムを 組んでいます。 1 ・ 2 年次にタ イ 語の基礎を学び、

その上で3・ 4 年次にはタ イの言語、社会・ 文化、政治・

経済、 文学、 歴史について専門的に学べる よ う になっ

ています。

ま た、 交換留学の協定を 結んで いる 大学が多い の

で、 3 ・ 4 年次にタ イ の大学に 留学する 学生も 多数い

ます。 外国語学部を はじ め、 大阪大学に留学し ている

タ イ人留学生と の交流も 盛んで、 授業だけではなく 、

キャ ン パスラ イ フ の中でタ イ の人と 接する機会も 多い

のも 特徴です。

タイ語専攻

皆さ んはタ イ と 聞いて何を 思い浮かべますか。 お寺やタ イ 料理でし ょ う か。 私

はタ イ語専攻に入る前、 タ イ と いう 国に関心はあっ たも ののあまり タ イ へのイメ ー

ジを 強く 持っ ていたわけではあり ませんでし た。 し かし 、 そんな私でも 今や毎日

のよ う にタ イ の友達と 連絡を 取り 合っ たり タ イ の映画やド ラ マを 見たり 、 休暇に

はよ く タ イ に行っ たり し ます。 それには三つの大き な要因があり ます。 一つ目は

毎年一、 二年生が一緒に タ イ を 訪れる 研修です。 私は研修で初めてタ イ に行き 、

滞在先の大学の学生と の交流等、 タ イ の方々と たく さ ん関わり 、 と ても タ イ が好

き になり まし た。 タ イ の方々の優し さ に触れ、 よ り タ イ 語を 勉強し たいと 思う よ

う になり まし た。 二つ目は先生方です。 タ イ 語専攻の先生方はと ても 優し く 、 タ

イ 語に関する 質問や留学の手続き など、 常に親身に接し てく ださ るほか、 授業で

はタ イ の映画やド ラ マ、 広告など から タ イ 語を 学ぶ機会があり 楽し く 学べる 素晴

ら し い環境です。 三つ目は学生同士の仲の良さ です。 タ イ 語専攻は一学年 1 5 名程

度であるため、 同級生みんなで行動する 機会も 多く と ても 仲が良いです。 さ ら に、

研修のほかにも 先輩方や後輩を 含めたタ イ 語専攻の学生みんなで集まる 機会も あ

り 学年を 越えた繋がり も 大き な特徴です。 タ イ の留学生が来る 時期には歓迎会を

行いみんな で盛り 上が

り ま す。 こ のよ う に 大

阪大学のタ イ 語専攻は

私にと っ て 楽し く 充実

し た学生生活を 送れる

最高の場所です。

私は大学3 年生の 8 月から 1 0 ヶ 月間、 タ イ の首都バン コ ク にあるチュ ラ ロン コ

ン 大学に留学し ていまし た。 留学期間中は授業や部活、 行事の他に旅行やイ ベン

ト など 様々な活動に取り 組みまし たが、 その全てを 通し て私が 1 番に感じ たこ と

は「 人の温かさ 」 でし た。 チュ ラ ロ ンコ ン 大学では基本的に全てタ イ 人ネイ ティ

ブ 用の授業を 留学生も 一緒に履修する のですが、 留学当初は本当に右も 左も わか

ら ず、 先生が今ど こ を 説明し ている のか、 今日は課題がある のか無いのかすら も

わから ないと こ ろ から のスタ ート でし た。 毎日授業に行っ ても 何も わから ずただ

座っ て帰っ てく る だけ、 そんな日々の中でいつも 私を 助けてく れたのは同じ 授業

を 受けている タ イ 人の友人達でし た。 何度聞いても わから ない私に対し 怒る 事も

せず時間を かけてゆっ く り 教えてく れたり 、 グループ ワーク を する 際には「 こ れ

と こ れはど っ ち がいいと 思う ？」 と 私の意見を 聞いて取り 入れよ う と し てく れた

り …本当に何度助けても ら っ たかわかり ません。 彼女達のお陰でと ても 楽し く 充

実し た留学生活を 送る こ と が出来まし たし 、 何よ り こ の先も ずっ と 続く よ う なか

けがえのない友人達に出会う こ と ができ たと 思っ ています。 留学は確かに言語を

学びに行く 場ではあり ますが、 その国の文化や人、 価値観に触れ様々な経験を す

る こ と で、 言語以上に多く のも のを 得る こ と ができる 場だと 私は感じ ています。

3 年　 富田　 雅大

4 年　 中西 美奈帆
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　 ベト ナムに強い関心を 持ち、 ベト ナムの言語と 文化

の学習に意欲的な人。そし て、学んだこ と を活かし て、

国際的な仕事に就き たい人。

　 ベト ナム社会主義共和国は東南アジア大陸部の中で9 2 7 0

万人と いう 多数の人口を誇り 、 急速な経済成長を遂げる 文字通

り「 元気」 な国の代表です。 そし て我がベト ナム語専攻は、 大

阪外国語大学時代の古き 良き 伝統を 維持し つつ、 新し い時代に

向かっ て進化を 遂げ続ける 、 本国に負けない「 元気」 な専攻の

一つです。

　 古き 良き 伝統と は、 ま ず「 大家族ベト ナム　 D a i g ia  d inh  

Vie t N a m 」 を 正に体現する専攻内の結束の強さ です。 こ れは

ベト ナム戦争を 勝ち 抜いたベト ナム民族の結束と その力強さ

を誰も が学ぼう と する気持ち の現れと も と れます。 ベト ナム人

留学生と 日本人学生と が肩を 寄せ合っ て一緒に勉学する 姿も

ベト ナム語専攻の特徴の一つです。 初級・ 中級を 終えた3 ・ 4

年生の授業では、 ベト ナム人と 日本人が一緒に参加する 授業が

いく つかあり ます。 そこ では、 互いにベト ナム語で議論する光

景がし ばし ば見ら れます。 日本にいながら 常にベト ナムを 感じ

つつ、 ベト ナムの良さ を学ぼう と する学生で溢れています。 ま

た、 ベト ナムの誇る「 孝客hieu  kh ac h」（ 客を も てなす） 文化

も ち ゃんと こ こ にはあり ます。 分け隔てなく 客人を も てなす上

級生達が、 皆さ ん新入生を 心から 手厚く 歓迎し てく れるこ と で

し ょ う 。

　 と こ ろ で、 ベト ナムと 日本の関係は意外と 古く 「 天の原ふり

さ け見れば春日なる 三笠の山に出でし 月かも 」 の歌でお馴染み

の阿倍仲麻呂の時代にさ かのぼり ます。 中国で科挙の試験に合

格し 官僚と なっ た仲麻呂は、 当時安南都護府と 呼ばれた地に趣

きます。 そこ は取り も 直さ ず今のベト ナムの首都ハノ イの辺り

だと 言われています。 今のベト ナムに目を向けても 、 箸や爪楊

枝を 使い、米を 主食と する食文化、かつては漢字を使っ た歴史、

誰も が認める「 勤勉さ 」 に加えて、 日本語の敬語にも 通ずる相

手を 気遣う 言葉使い、 昔どこ かで見かけた様な田園風景など、

我々日本人が自分のルーツを 探ろう と する 時、 一度はそこ に立

ち 止ま り た く な る こ と ばかり で す。「 水を 飲んで 源を 思う

U on g  n uo c nh o ng u on .」 日本人と し て知る べき こ と の多く

を教えてく れる大切な国です。

　「 家に 入っ ては俗に 随えN hap  g ia  tuy  tu c」 ベト ナムに興

味のある人はも ちろ ん、 選択に迷っ ている 諸君も 、 まずはこ こ

に身を置いて、 その空気を 思う 存分吸っ てみて下さ い。 必ずや

有意義な学生生活が待っ ているこ と を約束し ます。

　 最後に言い忘れまし たが、 ベト ナム語専攻では女性陣の声が

大きく 逞し いこ と も 彼国と 同じ です。「 一に奥さ ん、 二に神さ

んN h at vo , Nh i troi」 男性諸君、負けずに頑張っ てく ださ い。

ベト ナム語専攻

皆さ んは、 ベト ナムについてど んなイメ ージを持っ ていますか？伝統衣装のアオ

ザイ、 フ ォ ーに代表さ れる ベト ナム料理、 ある いはベト ナム戦争などでし ょ う か？

テレビ や新聞など で連日「 ベト ナム」 と いう 言葉を 耳にする 今、 ベト ナムは、 皆さ

んにと っ て馴染みのある国になっ てき たかと 思います。 今回は、 そんなベト ナムの

こ と を専門的に学べる、 ベト ナム語専攻について紹介し ます。

ベト ナム語専攻は、 一学年 2 0 名弱の小さ な専攻ですが、 アッ ト ホームな雰囲気

が特徴です。 また、 専攻を あげて取り 組むイ ベント も 多く 、 ベト ナム料理試食会、

民族衣装コ ン テスト 、 ベト ナム研修、 語劇など、 枚挙に暇があり ません。 その中で

特に印象に残っ ている、 ベト ナム研修と 語劇について紹介し たいと 思います。

ベト ナム研修では、 一年生の夏休みを 利用し て、 約三週間ハノ イで集中的にベト

ナム語を学びます。 半年ほどし かベト ナム語を 学んでいないほぼ初心者の状態で、

授業を受けたり 、 街へ繰り 出し たり する のは、 多く の苦労を伴いますが、 拙いなが

ら 自分の言いたいこ と を 伝えら れたり 、 相手の言っ ている こ と を 聞き 取れた時の喜

びは今でも 忘れら れません。

も う ひと つ強く 記憶に残っ ているのが語劇です。 ベト ナム語専攻は例年、 ベト ナ

ムの昔話をベト ナム語で演じ ます。 舞台に立っ て演じ るこ と 以外に、 台本、 大道具、

音声、 照明など も 自分たちで行い

ます。 語劇は、 演技を し て体を通

し て昔話を 理解し ていく と 共に、

専攻の団結を 意識でき る 良い機

会だと 感じ まし た。

ベト ナムは魅力に 溢れた 国で

す！現在僕は、 入学前は少し も 知

ら なかっ た ベト ナム映画の虜に

なっ ています。 皆さ んも ぜひベト

ナム語専攻に入っ て、 一緒にベト

ナムの魅力を 発見し まし ょ う 。

皆さ ん、 こ んにちは！

皆さ んが思い浮かべるベト ナムに対するイ メ ージはどんなも のですか？

き っ と 、 学校の先生に勧めら れたと か、 ベト ナム料理がおいし いなど 、 みなさ

んそれぞれに思い描く イ メ ージがある かと 思いますし 、 せっ かく 外国語学部に入

学するなら 留学に行き たいと 考える 人も 多いのではないでし ょ う か。

私は1 年生の頃の語学研修が忘れら れず、 3 年生の春から ベト ナムの首都ハノ イ

に約 1 0 か月留学し 、 ベト ナムの食文化や生活を楽し んだのはも ち ろん、 語学研修

でお世話になっ たベト ナムの人々と 現地で再会し たり 、 ほかの都市に留学中の同

期と 落ち 合っ たり 、 また日本ではでき ないよ う なボラ ン ティ アやチャ レ ン ジにも

たく さ ん挑むこ と ができ まし た。 中でも 印象的だっ たのは、 バスを 使っ て 1 週間

でベト ナムを ほぼ縦断し た一人旅で、 南下する につれて変わっ ていく 方言や気候、

料理を 楽し みながら たく さ んのベト ナムの人々に助けら れたのはかけがえのない

思い出になり まし た。

ベト ナム語専攻は、 丁寧に指導し てく ださ る 先生方や、 留学・ 授業について詳

し く 教えてく れる あたたかい先輩方と の距離が近いこ と や、 民族衣装のアオザイ

を 着たり 、 たく さ んの人にベト ナム料理を ふる まう 箕面キャ ン パスの夏まつり 、

みんな で作り 上げる 語劇

など 、 1 学年 1 6 人前後の

少人数だから こ そ楽し い

こ と も 多く 、 こ こ で は紹

介し きれないほど です。

皆さ んも 、 ぜひ私た ち

と 一緒にベ ト ナ ム語専攻

で 学びま し ょ う ！お 待ち

し ています！

4 年　 森本　 大聖

4 年　 橋本　 　 碧
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　 ビルマ語の習得を基本にミ ャ ンマーの言語や文化、 歴

史、 社会などの探究をと おし て、 他者を深く 理解し 共に

生きていく 意志を育みたい人を求めます。

「 おも し ろい文字ですね」

「 目の検査のよう ですね」

　 検眼表の円い図形や知恵の環を 思い起こ さ せる ユー

モラ スなビ ルマ文字で書かれたビルマ語は、ミ ャ ンマー

連邦（ 1 9 8 9 年対外的な 英語呼称Burm a をM ya nm a r

に変更） の公用語であり 、 5 ,1 4 1 万（ 2 0 1 4 年） 国民

の共通語（ 母語人口はその4 分の3 強） です。

　 ビ ル マ 語 の 最 古 の 文 献 は 通 称 ミ ャ ゼ デ ィ 碑 文

（ 1 1 1 2 年）で、四面体の石柱にバガン朝のチャ ン シッ

タ ー王の遺徳を 讃えた 顕彰碑がモ ン 語・ パーリ 語・

ピ ュ ー語・ ビ ルマ語の4 つの言語で刻さ れています。

今で は死語と なっ た ピ ュ ー語が含ま れて いる こ と か

ら 、 こ の碑文は「 ビ ルマのロ ゼッ タ 石」 と 呼ばれたこ

と があり ます。

　 ビ ルマ語の話し 手の社会は、 イ ン ド 文明と シナ文明

の影響を 受けた点で、 また、 稲作文化を 基調と する点

で、 東南アジアのほかの地域と の共通性を も っ ていま

す。 宗教的には、 南伝上座部仏教を 信仰する 人たち の

社会と 、 社会規範や価値観を 共有し ています。 さ ら に

は、 少数民族と の接触によ る 文化の相互作用も 、 東南

アジア大陸部に共通にみら れる現象です。 こ う いっ た

関心は、 遠く 北方の雲南・ 貴州の地の人々の文化にも

私たちを
いざな

誘 っ てく れる でし ょ う 。

　 ビ ルマ語を 専攻言語と し て選ぶ人たち は、 当然のこ

と ながら 、 まず、 ビ ルマ語の運用能力を身につける こ

と が求めら れます。 そし て、 その背後にある 基層文化

を 言語・ 文化・ 社会の各面にわたっ て、 総合的に学ぶ

こ と になり ます。 また、 関連する 言語と し て、 チベッ

ト 語のほか、 カ レ ン 語など 少数民族の言語も 学ぶこ と

ができます。

（ 注：「 ビ ルマ」と い う 地名は、

幕末の地理書で、
みつく り し ょ う ご

箕作省吾 の

『
こ ん よ ず し き

坤輿図識』（ 1 8 4 5 年）に みえ

る「 毘爾満」を 嚆矢と する よ う

である 。－平田由美氏の教示に

よる ）

あるお寺の境内で 出会っ た子ど も たち
（ モン 州モーラ ミ ャ イ ン市、2003年2月）

ミ ャ ゼディ 碑文
（ バガン博物館蔵のＡ 碑文）

ビルマ語専攻

幼い頃から 外国語への興味があり ， 将来は「 国際的な活動を し たい」 と 海外へ

漠然と し た憧れを 抱いていまし た。 こ こ 大阪大学外国語学部で， 私のその憧れは

着々と 現実のも のと なり つつあり ます。 私の所属し ている ビ ルマ語専攻では， 毎

年夏季休暇を 使っ て， 2 年生以上の学生を 対象と し た一ヶ 月間のミ ャ ン マー短期留

学プ ロ グラ ムに参加する こ と ができ ます。 今までに学習し たビ ルマ語の知識を 最

大限活かそう と 意気込んでスタ ート し たのですが， 自分の思いを そのまま伝える

こ と のでき ないも ど かし さ ， ど う 言えばよ いのか分から ない悔し さ を 絶えず味わ

いながら 過ごし ていまし た。 し かし ， そのも ど かし さ や悔し さ と 同じ く ら い， ヤ

ン ゴン 大学の先生方や学生寮に住んでいる 学生など たく さ んの方々の優し さ を そ

のたび感じ る こ と ができ まし た。 たっ た一ヶ 月と いう 短い期間ではあり まし たが，

たく さ んのこ と に気づかせてく れた一ヶ 月でし た。 そし て同時に， ミ ャ ン マーの

抱える 社会的な問題， 交通の便など イ ン フ ラ の整備に関する 問題など 様々な問題

に直面する 中で， こ のミ ャ ン マーと いう 国に何か貢献でき る こ と はないか考える

よ う になり まし た。 ビ ルマ語専攻では， 様々なイ ンタ ーン プ ロ グラ ムの斡旋があ

り ます。 私も それら のプ ロ グラ ムを 利用し て， 自分の「 やり たい」 を 実現でき る

よ う 残り の学生生活を 実り ある も のにし ていこ う と 考えています。

ミ ンガラ ーバー！私は 1 0 カ月間ミ ャ ン マーのヤン ゴン 外国語大学に留学し てい

まし た。 大学の授業はビ ルマ語のみで行われる ため最初はさ っ ぱり でし たが、 大

変だっ たから こ そ留学が終わる 頃にはかなり 上達し まし た。 授業以外では、 学校

行事がたく さ んあり 、 毎回も のすごい盛り 上がり を 見せます。 そう いっ た行事で

ミ ャ ン マー人の友達も いっ ぱいでき ますし 、 学校生活はかなり 充実し ていまし た。

学校が長期の休みに入る と 、 ミ ャ ン マー国内を 旅行し まし た。 ミ ャ ン マーは広い

国なので旅行で色んな所に行けますし （ し かも 安い）、 行く 先々で異なる文化・ 言

語・ 民族に触れら れる ので面白いですよ ！

留学だけでなく 、 長期イ ン タ ーン や、 ボラ ン ティ ア、 学生団体での活動など 留

学以外のこ と も でき ます。 実際に留学以外で来ている 学生にたく さ ん出会い、 彼

ら から 多大なる 刺激を も ら いまし た。 ミ ャ ン マーは今と ても 注目さ れている 国な

ので、 そう いう チャ レ ンジャ ーな若者も いっ ぱい来ている んです。

こ れから ど んど ん変化し ていく ミ ャ ン マーに実際に住んで、 その変化を 肌で感

じ る のは絶対面白いです！確か

に生活面では大変なこ と も ハプ

ニン グも 多いですがそれも 楽し

めますし 、 ミ ャ ン マーの人々は

と ても 人がよ く （ おせっ かいな

く ら い）、 嫌いにはなれません。

訪れた人はみんな好きになる不

思議な国ミ ャ ンマー。 みなさ ん

も 是非！

3 年　 安東　 寛仁

4 年　 今田　 真士

12



　 ヒ ン ディ ー語習得への強い意欲を 持ち 、 ヒ ン ディ ー

語を 通じ てヒ ンディ ー語圏の言語、 文学、文化、社会、

歴史など を深く 研究し たい人を歓迎し ます。

　 イ ンド の人口はついに12 億人を 突破し 、 2 0 4 5 年に

は中国を抜いて世界一になると 言われています。 こ れほ

ど のすごいエネルギーを もっ たこ の国について皆さ んは

ど れだけ のこ と を 知っ て いる でし ょ う か。 仏陀、 ガ ン

ディ ー、 カ ースト 制度、 ヨ ーガ、 カ レ ー、 貧困、 核保有

国と いう イ メ ージが定着し ている のではないでし ょ う

か。 それら は、 も ちろん一面の事実ですが、 現実のイ ン

ド は、 立派に民主主義が働いており 、 めざ まし い高度成

長を 遂げつつあり 、 と く にIT産業の発展はめざまし いも

のがあり ます。 アジアの市場を 見ると き、「 中国の次は

インド だ」 と いわれるのも 無理はあり ません。 伝統的に

インド と 日本は、 仏教と いう 精神文化を 通じ て交流があ

り まし たが、 こ れから は文化・ 社会・ 政治・ 経済のあら

ゆる分野での交流が重要と なるでし ょ う 。

　 私達ヒ ンディ ー語専攻では、ト ータ ルなインド 文化理

解の前提と し て、 も っ と も 重要な 公用語で あ る ヒ ン

ディ ー語の習得を 非常に重視し ています。 最初の1 年間

は、 徹底的に語学の訓練にあてら れます。 こ れを 武器と

し て、 他大学には真似のできないインド 研究を目指し て

いるのです。 ヒ ン ディ ー語を マスタ ーすれば、 インド の

知識の無尽の宝庫が諸君の前に開かれます。 ヒン ディ ー

語は語順も 日本語と よく 似ており 、 文法も 簡単で整然と

し ています。 発音は少し 難し いも のも あり ますが、 一語

一語はっ きり 発音し てく れるので非常に聞き取り やすい

言葉です。 世界で一番多く 映画が制作さ れるのはインド

で、 その中でも ヒ ンディ ー語映画は人気があり 、 世界中

に輸出さ れています。 日本でも 近頃、 インド 映画を見る

機会が増えてきまし た。 字幕なし でこ の言葉が理解でき

ればど んなに楽し いこ と でし ょ う 。 皆さ んの憧れるカッ

コ いいスタ ーに会っ てヒ ンディ ー語で話すと いう チャ ン

スに恵まれるかも し れません。

　 厳し い授業でも ヒ ンディ ー語学習の楽し さ は十分満喫

し ても ら えると 信じ ています。 優秀な諸君、 好奇心旺盛

な諸君、 ヒ ンディ ー語専攻に来たれ！

イ ン ド のア ーグラ ー市にあるタ ージ・ マハル

ヒンディー語専攻

イ ン ド の20ルピ ー 紙
幣の裏上と 左下の文
字がヒ ンディ ー語。

右下が英語。左のボッ
ク ス 内にそ の他の15
の言語で 20ルピ ー と
書かれている。

「 なんでヒ ンディ ー語を 勉強し てる の？」 私が自己紹介を すると 必ず聞かれる 質

問です。 私と イ ン ド と の出会いは、 高校 1 年生の冬でし た。 デリ ー空港から 出て

まず出く わし たのは、 現地の人たち の強烈な眼差し 。 走り 回る 野良犬、 鳴り っ ぱ

なし のク ラ ク ショ ン 。 そし て、 分から ない言葉。「 日本に帰り たい！」 そんな気持

ち を ガラ リ と 変えてく れたのは、 イ ンド の人たち の温かい気持ち でし た。「 ナマス

カ ール」 と 挨拶すれば嬉し そう に手を 合わせてく れる。 道路で、 私たち のために

車を 制し てく れる 物売り のお兄さ ん。「 チャ イ ニーズ？」 と 尋ねら れ、 ジャ パニー

ズと 答えると 「 ジャ パーン！コ ンニチハ、 アリ ガト ー！」 と 大喜びし てく れるタ ー

ジ・ マハルへの参拝客。 こ んなにも 明る く て馴染みやすい国だっ たのか、 と 私は

イ ン ド に惹き 込まれまし た。 再び訪印し た翌年、 イン ド と 日本を つなぐ 仕事がし

たいと 思っ たのがヒ ン ディ ー語の世界への入り 口でし た。

入学当初は記号でし かなかっ たイ ン

ド の文字が、 命を 吹き 込ま れ、 語り か

け てく れる 喜びは、 言語を 学ぶ者に し

か 味わえ な い 特別な も ので す。 大学

2 年生の夏に久し ぶり に 訪れたイ ン ド

は、 活気に 溢れて意味も 理解でき る ヒ

ン ディ ー語が飛び交う 、 また別の魅力

にあふれた新し い国のよ う に思えまし

た。 ヒ ン ディ ー語を 学べば学ぶほど、

異なる 面から 覗けば覗く ほど、 様々な

表情を 見せてく れる 大国イ ン ド 。 ヒ ン

ディ ー語の世界を と も に旅する 仲間を

心よ り お待ち し ており ます！

イ ン ド の首都にある デリ ー大学での留学を 終えよ う と し ている 今、 まだイ ン ド

と いう 国が大好き と は言えない、 でも イ ン ド に留学でき て本当に良かっ た、 こ れ

が正直な私の感想です。

イ ンド と はどんな国なのか。 留学前にはあまり 想像できていませんでし た。 ヒ ン

ド ゥ ー教、 カ レ ー、 旅行客が騙さ れやすい国？こ れく ら いの印象でし た。 ただ日

本と の文化の違いを肌で感じ 学びたいと 思い留学を決めまし た。 街ではヒ ン ド ゥ ー

教徒だけでなく 、 イ スラ ム教徒、 シク 教徒など を よ く 見かけます。 また、 若者は

日本と 同様に宗教を あまり 気にし ない人も 多く います。 イ ン ド 国内旅行を 繰り 返

すう ち に見えてく る 食文化、 言葉、 服装、 人々等の多様性。 日本にいた時の印象

が塗り 替えら れる 日々の中で、 人々の考え方が表れた言葉に出会いまし た。「 外国

人は神」。 こ の言葉の通り イン ド では、 外国人、 お年寄り 、 障害のある人、 女性な

ど の弱者に対し て生活面ではと ても 親切にし てく れます。

イ ン ド での留学生活は、 食文化の違いや大気汚染など によ る スト レ スを 感じ る

こ と も 多く あり 、 決し て楽なも のではなかっ たと 思い ます。 し かし イ ン ド には、

一言で説明できないほど、深く 、多く の文化や習慣があり ます。それら を ヒ ン ディ ー

語 を 通し て 好き な だ け

学 ぶこ と が で き る 、 そ

し て イ ン ド を 感じ る こ

と で 人と し て い く ら で

も 成長で き る。 今の自

分 の想像を 超え た 何か

を 必ず手に 入れる こ と

が で き る 。 私は こ れが

イ ン ド 、 ヒ ン デ ィ ー語

専攻の 1 番の魅力だ と

思います。

3 年　 鈴木　 泰葉

4 年　 中島　 　 玄

13



　 文学、 思想の表現手段と し て、 また、 多言語社会を

つなぐ 共通語の一つと し て南アジアで重要な役割を 果

たし てき たウルド ゥ ー語をし っ かり と 学習し たい人、

ウルド ゥ ー語を 通じ てウルド ゥ ー語圏の文学、 文化、

社会など を深く 研究し たい人を歓迎し ます。

　 ウルド ゥ ー（ U rdū） 語は、 パキスタ ン の国語です。

イ ンド でも 主要言語の一つに数えら れています。 文字

はアラ ビ ア文字を用いますが、 イ ン ド ・ ヨ ーロ ッ パ語

族に属し ます。

　 ウルド ゥ ー語は、 イ ン ド 亜大陸を 支配し たイ スラ ー

ム教徒たち の用いていたペルシア語の大きな影響を 受

けて形成さ れた言語ですので、 アラ ビ ア語やペルシア

語の単語が非常に多く 含まれています（ ペルシア語は

アラ ビ ア語の影響を 受けまし たので、 ペルシア語には

数多く のア ラ ビ ア語の単語が含まれています）。 です

から 、 ウルド ゥ ー語を 習得する と 、 日本人が中国語の

文章の内容を 推測でき る よ う に、 アラ ビア語やペルシ

ア語の文章の内容を ある 程度推測でき る よう になり ま

す。 また、 ウルド ゥ ー語を 勉強する と 、 ヒ ン ディ ー語

やパン ジャ ーブ 語など、 他の南アジアの言語に関する

知識も 身につける こ と ができ ます。

　 入学する と 、 1 年次から 集中的に文法を 学びます。

会話と 発音はパキスタ ン 人の先生が担当し ます。 2 年

次には中学・ 高校レ ベルの教科書を 読み、 3 ・ 4 年次

には関心に応じ て、 文学、 文化、 社会、 経済など に関

する 専門的な授業を 選択し ます。

　 南アジア研究には英語の文献が不可欠ですが、 南ア

ジアの人々の、 英語の資料には現れてこ ない声を 聞く

こ と の大切さ を学んで欲し いと 思います。

パキス タ ンの新郎新婦

パキスタ ンの小学4年生用のウルド ゥ ー語教科書

ウルドゥー語専攻

皆さ ん、 ウルド ゥ ー語や南アジアについてど のよう なイ メ ージを お持ち でし ょ

う か？

残念ながら 、 日本で報道さ れる 南アジアに関するニュ ースはテロ や犯罪に関す

る も のが多いよ う に思われます。 し かし 、 メ ディ アが伝えている のは南アジア世

界のほんの一部分でし かあり ません。

ウルド ゥ ー語を 理解でき る 人は世界で約 1 0 憶人いる と 言われています。 ウル

ド ゥ ー語を 学ぶと いう こ と は、 南アジア世界を 理解する と いう こ と です。 現地の

言葉で南アジアについて学ぶと いう こ と は特別なこ と です。 自分の地元の方言を

使う 人がいる と その人に親近感が湧く よ う に、 現地の人にウルド ゥ ー語で話し か

ける と 大変喜んでく れます。 ウルド ゥ ー語を 使う こ と で、 一気に心の距離を 縮め

る こ と ができ る のです。 南アジアの人々は、 兄弟のよ う に、 時には家族のよ う に

接し てく れる 心の温かい人々です。

ウルド ゥ ー語専攻では、 先生・ 先輩・ 後輩と の仲が非常に良く 、 先生を 交えて

カ レ ーのお店で食事会を し たり 、 パキスタ ン 人の先生と 六甲を 観光し たり し てい

ます。 1 学年 2 0 人く ら いなので、 授業も アッ ト ホームな雰囲気で進みます。 パキ

スタ ン 人の先生の授業では、 実際にウルド ゥ ー語を 使いながら 受け答えを する の

でと ても 楽し いです。ウルド ゥ ー語を 学ぶ日本人はと ても 少ないです。だから こ そ、

ウ ルド ゥ ー語を

学ぶこ と で 他人

と は一味も 二味

も 違っ た 魅力的

な 世界を 知る こ

と がで き る ので

す。

私は 2 0 1 9 年の 1 月から 3 月までの期間、 パキスタ ン のパンジャ ーブ大学でウ

ルド ゥ ー語を 勉強し ていまし た。

授業内容はパキスタ ン の歴史から 文学まで多岐に渡り 、 また、 ウルド ゥ ー語の

基本的な言語運用能力を高める 授業も あり まし た。

大学でのセミ ナーや学科での遠足など も あり 、 毎日刺激的な大学生活を 過ごせ

まし た。

パン ジャ ーブ 大学には多く の外国人留学生がいまし たが、 日本から ウルド ゥ ー

語を 学びにき ていたのは私だけで、 先生方も と ても 親身になっ て教えてく ださ い

まし た。

パキスタ ン にいる 際は大学の寮で過ごし ていた為、 寮生と ウルド ゥ ー語で日本

について話し たり 、 パキスタ ン について意見を交換し ていまし た。

そう するこ と で自身の持つ疑問を 解消し 、 知識をよ り 高めるこ と ができまし た。

大学が休みの日には寮生や大学ででき た友人と 出かける こ と が多かっ たです。

また、 結婚式に招待さ れる こ と も 多く 、 現地の結婚式に 2 度参加し まし た。 日

本と は大き く 異なる 文化的な行事に参加し 、 様々な人と 交流を 深めたこ と はと て

も 良い思い出です。

外国人向けのコ ースを 修了し た

際には学科長から 直々に修了書を

い ただき 、 3 ヶ 月間の頑張り を 褒

めていただき まし た。

パキスタ ン でウルド ゥ ー語を 使

い、 現地の人々と 交流し た経験は、

私の人生を 豊かなも のにし てく れ

ま し た。 外国の文化や社会を 理解

する 為には、 現地の言葉を 用いて

現地の人々と 交流する こ と がと て

も 大切なこ と だと 実感し まし た。

2 年　 森永　 紘加

4 年　 伊藤　 千聖
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　 アラ ビ ア語習得への強い意欲を 持つと 同時に、 日本

も 含めた世界の言語・ 歴史・ 社会・ 文化に限り ない関

心を寄せ、 それら の学究を 通じ て多様化する 現代社会

に対する 洞察を深めたいと 考える人を 求めます。

　 アラ ビ ア語は、 3 億人以上の話者を 擁する と 考えら

れる世界屈指の大言語であり 、 その重要性はグロ ーバ

ル化する 現代世界においても 増大し ています。 現在ア

ラ ビア語が話さ れている 地域は、 ヨ ーロ ッ パ・ アフ リ

カ・ アジアの中間、 つまり 旧世界の中心に位置し 、 そ

こ に2 0 を 超える 国家が存在し てい ます。 古代から 文

明が栄えてき た地域、 また石油や天然ガスなど の資源

にめぐ まれた地域が数多く あり 、 文化史的にも 政治的

にも 大き な重要性を 有し ています。 さ ら に言えば、 ア

ラ ビ ア語は2 0 億人近く が信仰する イ スラ ームの儀礼

言語である ため、 宗教的重要性と いう 点でも 無視する

こ と ができません。

　 他方、 中世に目を向ければ、 大航海時代前夜の地球

上で最も 広く 通じ た言語はアラ ビ ア語であり 、 アラ ブ

人大旅行家やイ スラ ーム学者たち は、 世界中でこ の言

語を使っ て叡智を集積し ていまし た。 いみじ く も 、 ス

ペイン 語、 ペルシャ 語、 スワヒ リ 語、 イ ン ド ネシア語

を はじ めと する 世界の諸言語に見ら れる 膨大な量のア

ラ ビ ア語由来の単語が、 こ の歴史を 物語っ ています。

　 本専攻で は、 １ -２ 年次に文語ア ラ ビ ア 語を じ っ く

り と 学んだ上で、 ３ -４ 年次には語学力を 駆使し つつ

自ら のテーマを 見つけ出し 、 最終的には卒業論文と い

う 形でまと めてゆき ます。 本専攻の教員は、 古典期か

ら 現代までのアラ ブ 文学や、 地域ごと に大き く 異なる

口語アラ ビ ア語など を 専門と し つつ、 広く アラ ブ 地域

の文化や近隣の諸言語について講じ ています。

　 アラ ビ ア語は生易し い言語ではあり ませんが、 同時

に難解なエニグマでも あり ません。 あなたはこ の広い

アラ ビ ア語の世界と 出会い、 何を 見つけ出すでし ょ う

か。

カ イ ロ下町風景

カ イ ロ大学正門 カ イ ロ 大学中庭

アラビア語専攻

アッ サラ ームアラ イ ク ム！　 アラ ビ ア語は中東や北アフ リ カ の国々で公用語と

し て用いら れている ほか、 国連の公用語にも なっ ている 言語です。 今日はそんな

アラ ビア語を 私たちがどのよう に勉強し ているかをご紹介し ます！

アラ ビ ア語専攻に入学すると 、 最初の授業は 2 8 種類のアラ ビア文字を学習する

と こ ろ から スタ ート し ます。 その後、 1 年・ 2 年次で文法を マスタ ーし 、 3 年・ 4

年次になっ てから 諸分野の専門的な知識を学習し ます。 文法をマスタ ーする のに 2

年も かかる こ と から 分かる よ う に、 最初のう ち は少し だけ難し いかも し れません

が、 自分の努力次第で必ず話せるよ う になり ます！

また、 実際にアラ ブ に留学し て勉強する 人も います。 私の学年は約半数が 9 カ

月から 1 年間ほど 留学し まし た。 留学先はエジプ ト ・ チュ ニジア・ ヨ ルダン ・ オ

マーン・ ク ウェ ート などです。 パレ スチナ・ イスラ エル・ レ バノ ンなど で N G O の

ボラ ン ティ アに参加し た人も いますし 、 他の学年にはカ タ ールや UAE、 モロ ッ コ

のほか、 イギリ スやカ ナダなど 英語圏に留学する 人も います。

国連安保理の議題は 7 割が中東に関するテーマだと 言われる よ う に、 アラ ブ は

今や世界の関心事項ですが、 日本でアラ ビ ア語を 話せる 人材はまだまだ不足し て

い る 状況です。 こ のペー

ジ を 開いて下さ っ た皆さ

んが、 日本社会に供給さ

れる 貴重なアラ ビ ア語人

材になる べく 、 アラ ビ ア

語専攻の門を 叩かれる こ

と を、 在学生一同お待ち

し ています！

私はサウジアラ ビアの隣国、 アラ ビア半島の付け根に位置するク ウェ ート に留学

し まし た。

ク ウェ ート には外国人労働者が非常に多いため、 日常生活は英語が主で、 アラ ビ

ア語を 使う のは教室の中と 寮母さ んやク ウェ ート の人々と 話すと きく ら いでし た。

そのため方言（ アーンミ ーヤ） はあまり 使わず、 書き言葉（ フ スハー） を使用し て

いまし た。 授業の予習復習は大変でし たが、 他国から の留学生たち と 協力し ながら

課題を する のはと ても 楽し く 充実し ていまし た。 また最初はう まく 話せなかっ たの

ですが、 授業で習っ た単語を すぐ に使っ てみる 、 知っ ている単語で伝えたいこ と を

表現する、 わから ない単語を 調べて語彙を 増やすと いっ たこ と を続ける こ と でアラ

ビ ア語がだんだん話せるよ う になり 、 上達を実感できまし た。

ク ウェ ート では街でアラ ビ ア語を使用するこ と は少ないですが、 他のアラ ブ諸国

では日常生活でアラ ビ ア語を使う 機会に溢れています。 こ れも アラ ビア語専攻の魅

力の一つですが、 留学先が複数国ある ため、 同時期に留学し ている 友達のと こ ろ へ

遊びに行く こ と ができます。 私はオマーン 、 エジプ ト 、 ヨ ルダンにいる 友達を訪ね

まし た。 国によ っ て方言が違う ため戸惑う こ と も 多かっ たですが、 町の人と 会話し

たり お店の人と 値段交渉

し たり する のがと ても 楽

し かっ たです。

アラ ブ には他の地域に

はない、 体感し てみない

と わから ない独特の空気

があり ます。 皆さ んも ア

ラ ブ 世界に飛び込んでみ

ませんか？

4 年　 川口　 祐樹

4 年　 宮ノ 腰 陽菜
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　 ペルシア語の着実な運用能力を 身につけ、 言語を基

盤にイ ラ ン およ び西アジアの文化と 社会を深く 探究し

よう と する 、知的好奇心にあふれた人を求めています。

　 ペルシア語はイ ン ド ・ ヨ ーロッ パ語族に属し 、 英語

やド イ ツ 語な ど と は親戚関係にある 言語のひと つで

す。 その言語資料の歴史はかなり 古く 、 古代ペルシア

語は紀元前6 世紀以降アケメ ネス王朝の王たち が碑文

で用いたのに始まり ます。

　 私たち が勉強する のはイ ラ ン がイ スラ ム化さ れた7

世紀半ば以降、 9 ～ 1 0 世紀にかけて文章語と し て確

立さ れた近世ペルシア語です。 こ の言語は、 イ スラ ム

の影響で、 文字はアラ ビア文字を用い、 大量のアラ ビ

ア語の単語が借用語と し て入っ てき ています。

　 ペルシア語はも と も と はイ ラ ン 南西部の一方言でし

たが、 イ ラ ン 文化の発達と 拡大に伴い、 中世にはイラ

ン だけでなく 、 東は北イン ド 、 アフ ガニスタ ン 、 西は

ト ルコ 、 北は中央ア ジ アに わたる 広大な地域で公用

語、 学術語と し て用いら れ、 イ スラ ム世界においてア

ラ ビア語に次ぐ 重要な地位を 占めまし た。 その名残が

現代のタ ジキスタ ン のタ ジク 語やアフ ガニスタ ン の公

用語の一つであるダリ ー語です。 こ れら の言語は、 名

称こ そ異なれ、 実体はペルシア語です。

　 また、 多く の優れた文学作品がペルシア語で書かれ

まし た。 ゲーテは散文学の古典『 カ ーブ ースの書』 や

ハーフ ェ ズの抒情詩集を 耽読し 、その啓発を受けて『 西

東詩集』 が生まれたと 言われています。 と く に詩文学

に優れ、 1 9 世紀のフ ィ ッ ツ ジ ェ ラ ルド の英訳で世界

中に名声を 博し たオマル・ ハイ ヤームの『 ルバイ ヤー

ト （ 四行詩集）』、 フ ェ ルド ウスィ ーによ る 英雄叙事詩

『 王書』、 イ ラ ン 人がも っ と も 愛好する サア ディ ーの

『 薔薇園』 など 世界文学史上に名を 留める 名作が数多

く あり ます。

　 イ ラ ン 文化は東西文化交渉史においても 大き な活躍

を し ています。 シルク ロ ード を経てイ ラ ン 文化が日本

に渡来し 、 少なから ざる 影響を 与えたこ と はも はや常

識と なっ ています。 美術では、 建築、 庭園、 陶器、 絨

毯にも 名品が少なく あり ません。

　 こ う し た豊かな伝統に支えら れたイ ラ ン 文化を ペル

シア語の学習を通し て学んでいきます。

シ ェ イ フ ・ ロ ト フ ォ ッ ラ ーモス ク（ イ ス フ ァ ハーン ）

ペルシア語専攻

「 ペルシア語っ てどんな言語なんだろ う ？」 と いう 思いで入学し てはや 3 年、 知

ら ず知ら ずのう ち にイ ラ ン の魅力に引き 込まれ、 も っ と ペルシア語を 学びたい！

イ ラ ン が大好きだ！と 思えるよ う になる と は自分自身想像も し ていませんでし た。

授業では文学、 民話を 読み、 図書館ではイ ラ ン の映画を 観て、 家に帰っ てから そ

の日のイ ラ ン のニュ ース・ 原油価格を チェ ッ ク し 、 時にはイ ラ ン 人の友達と メ ー

ルのやり と り を する …等々き り がないですが、 私にと っ てペルシア語は生活の一

部と なっ ています！

2 年生の終わり ごろ に 2 週間イ ラ ン の大学で勉強し 、 その後2 週間旅行すると い

う 「 イラ ン 研修」 に参加し まし た。 街中を 歩いている と 、「 ど こ から 来たの？」 と

声を 掛けら れ日本と 答える と 熱烈な歓迎を 受け、 まる で有名人かの様に写真の撮

影攻めに合い、面白く 貴重な体験を し まし た。今までイラ ンに対し て持っ ていた「 危

険」「 宗教的」 なイ ラ ン ではない、 生のイラ ン を 肌で体感し て、 こ んなに面白い国

があるんだと 衝撃を受け、 その場でイラ ンに留学し よ う と 決めまし た。

最後に、 ペルシア語専攻は 1 学年 2 0 人と いう 少人数である ため、 ク ラ スメ イ ト

だけでなく 、 先輩後輩や先生方と の距離の近さ が魅力です。 皆さ ん、 ペルシア語

専攻に来て、 今し か出来ない体験を し ませんか？

「 ペルシア語はど こ の国の言語？」、「 イ ラ ン は危なく ないの？」 日本では、 驚き

を も っ て聞かれます。 かつて私も 同じ よ う な疑問を 抱いたこ と があり まし た。 実

際のイ ラ ン には、 歴史的建造物や自然、 伝統文化、 音楽、 人々の温かいおも てな

し など 、 感嘆し てし まう 要素が多く 詰まっ ています。 私は 1 年間休学し 、 9 か月

間イ スフ ァ ハーン 大学でペルシア語を 学びまし た。 こ れが私にと っ て初めてのイ

ラ ン でし た。 イラ ン を五感で知り たいと いう 想いが募っ た結果、「 留学」 にたど り

着いたのです。 留学当初、 銀行で書類の記入の仕方に戸惑っ ていたと こ ろ、 いき

なり 隣の女性が何も 言わずに代筆し てく れまし た。 お礼を 言う だけで精一杯でし

たが、 彼女の親切な対応に心動かさ れまし た。 こ れはほんの一例にすぎませんが、

ど の場面を 切り 取っ ても 、「 人と の関わり 」 なし では語れません。 目まぐ る し く 変

化する 社会や特有の文化に戸惑う こ と があっ たも のの、 先生や友人、 その家族に

出会っ たこ と で、 イ ラ ン 尽く し の充実し

た 生活を 日々送る こ と ができ まし た。 言

葉だけでなく 、 イ ラ ン 打楽器ダフ やピ ア

ノ を も 通じ て、 彼ら と 心を 通わせ、 共に

喜び、 悲し み、 笑い合っ たこ と は一生の

思い出です。 イ ラ ン はど う いう 国？と 興

味を 持っ た方に提案し ます。 大学 4 年間

を ペ ルシ ア 語と イ ラ ン に捧げま せんか。

ペ ルシア語を 武器にする こ と で、 イ ラ ン

に 対する 見方が変わり 、 新たな発見がで

き ますよ 。

3 年　 高林　 由万

4 年　 寺岡　 美咲
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　 ト ルコ 語専攻は、ト ルコ 共和国の言語と 文化、歴史、 社会に

強い関心を 寄せ、 その公用語であるト ルコ 語の習得に対する 熱

意を 保ちながら 、異文化理解への意欲を 決し て蔑ろにするこ と

なく 、ト ルコ ひいては東地中海地域やイ スラ ム文化圏、 またト

ルコ 系諸語が話さ れている 中央ユーラ シアについての探求を

志す学生を 歓迎し ます。

　 ボスポラ ス海峡を はさ んで、 アジアと ヨ ーロ ッ パの

両大陸にまたがる 国ト ルコ は、 日本の2 倍強の国土を

有し 、 そこ にはおよ そ7 5 0 0 万人の人々が住んでいま

す。

　 ト ルコ 共和国の公用語であるト ルコ 語と はど んな言

葉なのでし ょ う か。 ト ルコ 語は、 いろいろ な意味で英

語と は違う と こ ろの多い言葉です。 そのためか、 ヨ ー

ロ ッ パなど では、 ト ルコ 語は難し いと 言われる こ と が

あり ます。 では、 私たち にと っ てはど う でし ょ う か。

も ちろ ん外国語ですから 簡単なわけはないのですが、

それほど 難し く はないと 言っ ても いいでし ょ う 。 発音

は取っ つき にく い点も あり ますが、 比較的早い時期に

慣れる こ と ができる でし ょ う 。 単語の語形変化も 規則

的で、 何ページも ある不規則動詞の活用表の暗記に苦

し む、 と いう こ と はあり ません。 そし て、 何と 言っ て

も う れし いのが語順です。 ト ルコ 語の基本語順は、 主

語－目的語－述語の順番で、 日本語と 同じ です。 前置

詞や関係詞など はなく 、 日本語の助詞のよう なも ので

文法関係を 表し ます。 また、 文字がローマ字であるこ

と も 、 学習し やすい点のひと つです。

　 ト ルコ 語は、 系統的には、 中央アジアで話さ れてい

る ウズベク 語やウイ グル語やカザフ 語、 シベリ アで話

さ れているヤク ート 語などと 親戚関係にあり ます。

　 授業科目を 簡単に 紹介し ておき ま すと 、 1 ・ 2 年生

ではト ルコ 語実習が中心と なり ます。 3 ・ 4 年生では、

上級ト ルコ 語、 ト ルコ 語文法研究、 ト ルコ 文学、 ト ル

コ 民族史など を はじ めと する 専門的な授業が組まれて

います。

　 社会人と なる前

に、 私たち の専攻

で、 青春のエネル

ギーを ぶつけて自

己形成に挑戦し て

みませんか。

世界遺産「 ス ルタ ンアフ メ ト ・ モス ク 」

パジ ャ パー（ カ ッ パド キア ）

ト ルコ語専攻

メ ルハバ！こ んにち は！今日は皆さ んに唯一無二の魅力を 持つト ルコ を 紹介し

ます。 ではど こ が唯一無二なのでし ょ う か？

まずは文化の融合です。 ト ルコ ほど 東西の文化がう まく 融合し た国はないでし ょ

う 。 実際に留学中も 、 街を 歩けばあら ゆる と こ ろ で実感し まし た。 近代的な建物

の側にある モスク 、 市場に違和感なく 溶け込む西洋風フ ァ ッ ショ ン、 アジアを 感

じ る スパイ スが効いた肉料理、 南ヨ ーロ ッ パを 思わせる 街並みに響く アザーン 。

こ んなにも 新たな気づき があり 、 今まで目にし たこ と のない風景に出会えたのも 、

歴史的に東西の中心と なっ てき たト ルコ だから こ そです。

次に国内旅行のし やすさ です。 ト ルコ にはイ スタ ン ブ ル以外にも 素晴ら し い都

市が多数存在し ます。 それなら 色々な所に行き たいな、 でも ト ルコ っ て広く て大

変そう かも 。 そう 思われる 方も いる かも し れません。 でも 、 安心し て く ださ い、

安く 快適に様々な都市を訪れる こ と ができます。 1 ヶ 月で 1 0 都市以上旅行し た私

が保証し ます。 魅力ある 都市の多さ と 長距離バスの快適さ のおかげで、 いつまで

も 旅行を 続ける 事ができ ます。 そし てそれは人と の出会いが無限にある こ と を 示

し ます。 観光客が多く 集まる ト ルコ では、

ト ルコ の人以外と の出会い も 豊富で す。

初対面の人たち と 夕日を 見に行き 仲良く

なる 、 なんてこ と も よ く あり ます。

こ う し た 魅力溢れる ト ルコ に触れる 入

り 口と し て、ト ルコ 語専攻は皆さ んを 待っ

て います。 皆さ んに会え る こ と を 楽し み

にし ています！

留学し たボアジチ大学は元々アメ リ カ 資本で、 授業は基本的に英語で行われま

す。 実はト ルコ 留学前に 4 ヶ 月間アメ リ カに短期留学し ており 、 英語には自信が

あり まし たが、 専門的な講義を英語で聞き 取る のは苦労し まし た。 授業ごと に読

むこ と を課さ れる 文献の数も 膨大で、 授業は読んでき たこ と を 前提に進める ので、

図書館で夜遅く まで文献と 向き 合っ ていまし た。

お気に入り の休日の過ごし 方は、 自分の住んでいる ヨ ーロ ッ パ側から アジア側

へ出掛ける こ と でし た。 ヨ ーロッ パ側から アジア側へはフ ェ リ ーが就航し ており 、

片道料金が 2 リ ラ （ 当時約 5 0 円） の安さ で、 1 杯 1 リ ラ （ 当時約 2 5 円） のチャ

イ を 片手に優雅な航海を 楽し んでいまし た。 日没にフ ェ リ ーに乗る と 夕陽に照ら

さ れた美し いイ スタ ン ブ ルの街並みが全面に広がり 、 今でも 鮮明に脳裏に焼き 付

いています。

私が最も 印象に残っ ている経験は、 ト ルコ の人々の独特な宗教観に興味を抱き 、

実際に断食を 体験し たこ と です。 日の出から 日の入り まで飲み食いを 一切せず、

日の入り 後のイフ タ ールと いう 晩御飯を 現地の人々と 共に食べまし た。 現地の人々

と 話す中で自分と は全く 異なる 価値観を 持っ ていまし たが、 否定する こ と なく そ

れも 1 つの考え方だと 自分なり に受け止めまし た。

留学を 経て、 相手の

文化の背景を 理解する

こ と が円滑な コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン に 繋がる こ

と と 自信を 持っ て 意思

表示を する こ と の重要

性を 学びまし た。

4 年　 林　 　 星弥

4 年　 久保　 綾斗

17



　 スワヒ リ 語専攻では、 東アフ リ カ のスワヒ リ 語のみ

なら ず、 広く アフ リ カ の言語や文化、 そし てアフ リ カ

が直面する 同時代的な問題について学んでいき ます。

アフ リ カ の言語に関心がある 人はも ち ろ んのこ と 、 ア

フ リ カ を 通し て世界のグ ロ ーバルな 問題について 考

え、 取り 組んでいき たい人を 歓迎し ます。

　 アフ リ カ には2 0 0 0 近く の言語があり ます。 その中

でも 、 スワヒ リ 語は最も 主要な言語の一つです。 スワ

ヒ リ 語は東アフ リ カ の共通語と し て、 タ ン ザニア、 ケ

ニア、 ウ ガン ダな ど1 0 カ 国以上で話さ れて おり 、 話

者数は7 千万人を 超えています。 タ ン ザニアと ケニア

の公用語であり 、 東アフ リ カ 諸国の学校教育やマスメ

ディ アで用いら れている 重要な言語です。

　 本専攻は日本で唯一、 学部から スワヒ リ 語を 専門科

目と し て学ぶこ と ができ る と こ ろ です。 そし て、 スワ

ヒ リ 語を 入り 口と し てアフ リ カの言語や文化、 社会や

政治について広く 学んでいき ます。

　 スワヒ リ 語の他に、 ナイ ジェ リ アの主要な言語であ

る ヨ ルバ語やハウサ語、 コ ン ゴ民主共和国のリ ン ガラ

語やコ ン ゴ語などを 学ぶこ と ができ ます。 また、 アフ

リ カの社会や政治経済、 文化、 文学など に関する 講義

科目があり 、 現地でフ ィ ールド ワーク を おこ なっ てい

る 多彩な研究者から 、 アフ リ カのさ まざ まな民族や社

会の様子を 知る こ と ができ ます。 ゼミ では、 アフ リ カ

の諸問題や言語・ 文化について、各自が興味を も つテー

マを選び、 みなで議論する 中で考えを 深め、 卒論へと

仕上げていき ます。

　 ア フ リ カ は現在5 5 カ 国を 数え、 急速な経済発展を

見せる 一方、 植民地時代の負の遺産を 背負っ たまま、

貧困や政情不安、 紛争など 多く の問題を 抱え てい ま

す。 グロ ーバル時代の現代にあっ て、 遠く 離れている

日本も 、 アフ リ カ の現状は決し て無関係なも のではあ

り ません。 アフ リ カ を 深く 理解し 、 アフ リ カ と の関わ

り 方を 考えていく こ と が、 国際社会の一員である 私達

にも 求めら れています。 スワヒ リ 語を 学ぶこ と から 、

その第一歩を 踏み出し てみませんか。

キリ マ ンジャ ロの雄姿

スワヒ リ 語専攻は仲がいいよ（ 語劇祭にて）

スワヒリ語専攻

皆さ んは「 アフ リ カ 」 と 聞いて何を 思い浮かべますか。 私は高校生の頃、 テレ

ビ や新聞で得ら れる アフ リ カ に関する ニュ ースが、 貧困、 紛争、 飢餓など マイ ナ

スイ メ ージのも のばかり であるこ と に疑問を 抱き まし た。 そこ から 、「 自分自身で

現地の言葉を 用いながら 、 自分の目で今のアフ リ カ を 見たい」 と 思い、 スワヒ リ

語専攻に入学し まし た。

スワヒ リ 語の授業はア ッ ト ホームな雰囲気です。 文法や会話の授業を 通し て、

スワヒ リ 地域の文化に触れる こ と ができ ます。 また、 スワヒ リ 語だけでなく アフ

リ カ の様々な地域の言語や文化など を 学ぶこ と ができ、 スワヒ リ 地域以外にも 関

心を 持つよう になり まし た。

スワヒ リ 語専攻の仲間と 過ごす時間は、 と ても 濃い思い出と なり ます。 毎年箕

面キャ ン パスで開催さ れる 夏祭り では、 同じ 学年の仲間たち と スワヒ リ 料理の「 サ

ン ブ サ」 を 販売し たり 、 民族衣装を 着てダン スを 踊っ たり も し まし た。 一つ一つ

のイ ベン ト を 経る 中で、 ク ラ スの仲が深まっ ていきまし た。

現在は元々興味のあっ た国際協力の観点から 、 所属する 団体で 3 度タ ン ザニア

に渡航し まし た。 自ら の目で見たタ ン ザニアは、 すごく 刺激的で、 行く 度に少し

ずつ変化も 見ら れ、 また 何

度でも 帰り たい と 思え る 場

所になり まし た。

ス ワ ヒ リ 語 を 通 し て、

様々なア フ リ カ の地域・ 文

化・ 言語を 学べる、 スワ ヒ

リ 語専攻に入学し て本当に

良かっ たなと 思います。

スワヒ リ 語専攻の留学先はアフ リ カ だと 思われがち ですが、 それだけではあり

ません。 実際私はイギリ スのリ ーズ大学に 1 0 ヶ 月間留学し 、 そこ でアフ リ カの歴

史や芸術について学びまし た。 留学先にイ ギリ スを 選んだのは、 西洋と アフ リ カ

は切っ ても 切り 離せない関係にあり 、 西洋から の視点でアフ リ カ がど のよ う に捉

えら れ、 教えら れているのかに興味があっ たから です。

イ ギリ スの大学では、 アフ リ カ に関し てさ ら に深く 学び、 新たな切り 口から 考

える 機会があり 、 と ても 刺激的な毎日を 過ごし まし た。 また授業外では、「 東アフ

リ カ サーク ル」 に所属し 、 東アフ リ カ 出身の学生達と 交流し たり 、 タ ン ザニア人

の友人を 作っ て、 スワヒ リ 語の練習に付き合っ ても ら っ たり も し まし た。

留学の集大成と し て、 イ ギリ スでの留学を 終えた後の 1 ヶ 月間、 タ ン ザニアに

滞在し 、 教員ボラ ン ティ アと し て活動し まし た。 現地で生活する こ と で、 日本や

イ ギリ スで学んだこ と を 肌で

感じ 、 またタ ン ザニア 人の人

懐っ こ さ にも すっ かり 虜にな

り ま し た。 タ ン ザ ニ ア で 出

会っ た子供達に、「 大き く なっ

た ら 今度は私が日本語を 勉強

し て日本に行く から ね」 と 言

われたこ と は一生忘れません。

スワ ヒ リ 語専攻を 選んだお

かげで、 こ のよ う な貴重な経

験や出会いを た く さ ん得る こ

と が出来まし た。 是非皆さ ん

に も スワヒ リ 語専攻で遠いア

フ リ カ を よ り 近く に感じ て欲

し いと 思います。

3 年　 野垣　 秀天

4 年　 上島 知佳子

タ ンザニアのホームステイ 先でホスト マザーと ルームメ イト と

タ ン ザニアの幼稚園の子供と
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　 ロ シア語圏の社会、 歴史、 文化、 芸術、 そし て言語

に大いに関心を 持っ て、 入学し てき てほし い。 何より

も 、 様々なこ と に好奇心を 持ち 、 自分で考えて、 将来

専門家と し て歩む自覚を 持っ ている 学生を 求めます。

　 日本海を 越えれば、 そこ にはも う 広大なロ シアの大

地が広がっ ています。 歴史的、 経済的、 政治的にと て

も 深い関係にあるロ シアと 日本。 こ の二つの国が、 こ

れから の世界で互いに脅かすこ と なく 理解し 合い、 助

け合い ながら 共に 発展し てい く こ と は、 双方の国に

と っ て、 そし て世界全体にと っ てと ても 重要な課題と

なっ ています。

　 また昨今は、 最重要な経済パート ナーと し て日本の

産業界はロ シアへの関心を 高めており 、 政治、 経済、

行政等、 様々な分野で、 ロ シア語能力を 持つ人材が広

く 求めら れてお り 、 卒業生の活躍の場はど んど ん広

がっ ています。

　 ロ シア語専攻では、 外国語学部でも いち 早く 統一教

材を用いた、 総合授業システムを採用し ています。 総

合授業システムと は、 話す、 聞く 、 書く 、 読むと いう

ロ シア語の4 技能を 総合的に学習し 、 全体と し て、 学

習言語によ る 実際的な活動を 可能にする 異文化コ ミ ュ

ニケーショ ン・ 行動能力を 高める こ と を 目指すシステ

ムです。 ク ラ スは少人数制で、 学年ごと の「 到達度目

標」 に従っ て授業は進めら れます。

　 また、 ロ シア語能力検定試験を 導入し 、 客観的な評

価基準による 単位認定を 行っ ています。

　 後期課程（ 3・ 4 年生）では、ロ シアの文学・ 歴史・ 経済・

言語と いっ た専門分野の研究に加え、 ビ ジネスロ シア

語など の高度なロシア語運用能力を 育成する 授業も 開

講さ れており 、 将来、 ロ シア語を 使っ た専門職に就く

ための準備も 積極的におこ なっ ています。

　 みなさ んも 私たち と 共に 勉強し て、「 ロ シア」 と い

う 未知の扉を たたいてみませんか？

エルミ タ ージュ 美術館

日露首脳会談2013年4月29日、モ スク ワ（ ロイ タ ー）

ロシア語専攻

「 コ コ ナッ ツ みたいですよ ね、 ロ シアっ て。」 – 僕がモスク ワに留学し ていたと

き 、 現地で長く 働かれている 日本人の方がこ う おっ し ゃ いまし た。 その方は色々

な国で働いた経験があり 、 ロ シアは 4 カ 国目だそう ですが、 すっ かり ロ シアにハ

マっ てし まい、 ロ シアで働き 続ける こ と に決めたそう です。 ロ シアと いう 国、 言

語、 文化、 文学、 芸術、 音楽、 政治、 経済など ロ シアに関する こ と の多く はコ コ

ナッ ツ の殻のよ う に堅く 、 最初はなかなか理解し にく いも のかも し れません。 し

かし なんと かその殻を 開ける こ と に成功する と そこ には甘く て美味し い実が待っ

ていて、 すっ かり 大好物になっ てし まう 。 ロシアと はそんな国で、 初めは難し かっ

たも のも 、その難し さ を 乗り 越えた途端、得ら れた面白さ の虜になっ てし まいます。

と はいえコ コ ナッ ツ の殻を 素手で割る のは、 と ても 大変なこ と でし ょ う 。 ですが

ナイ フ 等の道具があれば、 簡単にそし て正し く 開ける こ と ができ ます。 ロ シアに

ついて学ぶのも 同様に何の助けも 借り ず、 一人で学ぶのはなかなか大変だと 思い

ます。 し かし 大阪大学外国語学部ロ シア語専攻には知識豊かで熱心にご指導く だ

さ る 先生方、 様々な分野に興味を 持ち 学んでいる 仲間たち、 様々な分野が学べる

講義、 そ し て ロ シア 各

地から やっ てき てい る

留学生など 様々な道具

があ り ま す。 あ なた に

と っ て のコ コ ナ ッ ツ は

な んでし ょ う か？ロ シ

ア 語専攻で 道具を 獲得

し 、 あな た自身のコ コ

ナ ッ ツ を 是非割っ て み

てく ださ い。

3 年の 9 月よ り 1 0 か月間、 私はロ シアのエカテリ ンブ ルグに留学し まし た。 エ

カ テリ ン ブ ルグはロ シアのウラ ル地方に位置する、 鉱山資源に恵まれた工業都市

です。 ロ シアの中で、 やはり モスク ワやサン ク ト ペテルブ ルク に比べる と 少し 華

やかさ は欠けますが“ 最も ロ シアら し い” 都市である と いえます。 私が留学し た

ウラ ル連邦大学では、 外国人向けのロ シア語の授業のカリ キュ ラ ムがし っ かり 整っ

ており 、 世界のいろ いろ な国から の留学生が在籍し ています。 互いに切磋琢磨し

あい、 ロ シア語を 勉強でき るのも 一つの醍醐味である と 思います。

留学のメ リ ッ ト と し て、 語学力の向上のみなら ずロ シアの文化に触れら れる こ

と が挙げら れる と 思います。 冬の寒さ は厳し いですが、 こ のウラ ルは雄大な自然

に囲まれ、 ロ シアを 身を も っ て体感する こ と ができ ます。 冬にはアイ ススケート

を 街中で楽し むこ と ができ る ほか、 少し 郊外へ出れば大自然の中でスキーを 楽し

むこ と ができ ます。 そのほかにも 本格

的なロ シアの料理体験も 楽し むこ と が

でき たり と 、 日本ではできない体験ば

かり です。

現地の学生や、 ほかの留学生たち と

コ ミ ュ ニケーショ ン をと る こ と によ っ

て、 今まで 考えも し なかっ たこ と や、

全く 新し い 発見に出会えた り し まし

た。 こ れは、 新し い言語を 学ばなけれ

ば得ら れない体験だと 思います。 あな

たも ロシア語を 勉強し て、“ 未知なる ”

ロ シアを 自ら 体験し てみませんか？

4 年　 水野　 庄吾

4 年　 後藤　 大輝
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　 ハン ガリ ー語と ハンガリ ー語が話さ れている 地域の

文化・ 歴史・ 社会について深く 学び、 ハン ガリ ーだけ

でなく ヨ ーロ ッ パ全般への関心と 理解を も ち、 将来大

学で学んだこ と を生かし て積極的に社会で活躍し たい

と 願っ ている 人を 求めています。

　 ハン ガリ ー語を 専攻語と し て学ぶこ と がで き る の

は、 日本では本学だけです。 ハン ガリ ー語は最も 新し

い専攻語ですが、 そ れでも でき てから すで に2 0 年が

経ちまし た。 その間に、 日本と ハン ガリ ーの関係も 大

き く 変わっ てき まし た。 日本・ ハン ガリ ー両国の交流

は、 1 9 8 9 年に ハン ガ リ ーが体制転換し た 少し 前か

ら 、 経済、 文化その他さ まざまな分野で急速に発展し

てきまし た。 ハン ガリ ーでの日本語学習熱の高まり も

そのあら われの一つです。 ハン ガリ ーは2 0 0 4 年5 月

にEU に加盟を 果たし まし た。 今後、 両国の関係はま

すます発展し ていく こ と でし ょ う 。 き っ と 将来、 皆さ

んのなかから 、 両国関係のさ ら なる 進展に貢献する 人

が現れる こ と でし ょ う 。

　 ではハン ガリ ー語と は、 そも そも ど んな言葉なので

し ょ う か。 不思議な 言語だ と 言われる こ と があり ま

す。 そう 言われる 理由は、 ハン ガリ ー語の文法構造や

語彙が、 他のヨ ーロ ッ パの言語と 比べて、 かなり 違っ

ている から です。 それで、 ヨ ーロ ッ パの人々から 見る

と 、 と き に不可解だと 思える よ う です。 でも ヨ ーロッ

パの外、 たと えば日本から 見れば、 別に不可解なわけ

ではあり ません。 それど こ ろ か、 日本語と 似た点も あ

るのです。ハン ガリ ー語では日本語の助詞（ てにを は）

と 同じ よ う な働きを する 要素（ 接尾辞） が用いら れま

す。 なお、 ハンガリ ー語は系統的にはウラ ル語族に属

し ますが、 ヨ ーロ ッ パではほかにフ ィ ン ラ ン ド 語やエ

スト ニア語も ウラ ル語族です。 最初の2 年間は、 ハン

ガリ ー語の習得が勉強の中心になり ま す。 3 、 4 年生

になる と 、 それぞれの興味にし たがっ て、 ハン ガリ ー

の言語学、 文学、 歴史など について学ぶこ と ができ ま

すが、 そ のと き に、 1 、 2 年生のと き に身につけ たハ

ンガリ ー語を 活かすこ と が大切になっ てき ます。

　 ヨ ーロ ッ パの中で、 ち ょ っ と ほかと は違う 特徴を

も っ た言語と 文化を 、 皆さ んも 勉強し てみませんか。

き っ と 今までと はち がう 新し い世界が見えてく る こ と

でし ょ う 。

ブ ダと ペシュ ト を 最初に結んだ橋「 く さ り 橋」

ハンガリー語専攻

Jó  n a p o t k íván ok ! 皆さ んこ んにち は。 突然ですが、 ボールペンやルービ ッ ク

キュ ーブ を ハン ガリ ー人が発明し たこ と を 知っ ていまし たか？ハン ガリ ーに対し

馴染みがなく 、 国の名前し か知ら ないと 感じ る 人がほと んど だと 思います。 私も

大阪大学に入学し ハン ガリ ー語を 学び始める までハン ガリ ーについて何も 知り ま

せんでし たが、 学ぶにつれてハンガリ ーの魅力に取り つかれまし た。

ハン ガリ ーの首都ブ ダペスト は豪華絢爛な建築物やド ナウ川に架けら れた雄大

な橋があり 、 その美し さ を 称える ため「 ド ナウの真珠」 と 呼ばれます。 ブ ダペス

ト の夜景を見ずにいては人生を 損し ていると 思いますのでぜひ見てく ださ い。

ハンガリ ー語専攻は 1 学年に 1 5 人ほど し かおら ず、 穏やかな雰囲気のため同学

年はも ち ろ ん先輩後輩問わず、 皆すぐ に仲良く なれます。 優し い先生が多く 、 わ

から ないこ と があっ ても 丁寧に指導し てく れます。 語学の授業以外にも 映画やア

ニメ の字幕作成や日本文化を ハン ガリ ー語で紹介する 本の製作など の一風変わっ

た授業が用意さ れている 他、 奨学金制度を 利用し 長期短期問わず毎年多く の学生

がハンガリ ーへ留学し ます。

ハン ガリ ー語を 通し て文化、 歴史、 言語など 魅力的なこ と を 専門的に学ぶこ と

がで き る ハン ガ リ ー語

専攻があ る のは日本で

大阪大学だけ で す。 ハ

ン ガ リ ー語専攻では探

求心が止むこ と のな い

学 生 生 活 を 送 れ る こ

と を 約 束 し ま す。 皆

さ ん と と も に ハ ン ガ

リ ー語を 学べる こ と を

楽 し み に し て い ま す。

V is zont lá tá s ra ！また

会いまし ょ う 。

「 じ ぶん色の留学を 、 ハン ガリ ーで」

振り 返っ てみる と 、 高校生だっ た私は「 珍し い言語だから 面白そう 。」 程度でハ

ン ガリ ー語を 選びまし た。 そんな、 なんと なく 入っ たハン ガリ ー語専攻でし たが、

こ こ での学びを 通し てかけがえのない経験ができ、 今ではハン ガリ ー語専攻でよ

かっ たと 胸を 張れます。

私は首都ブ ダペスト の語学学校に 1 0 ヶ 月間留学し まし た。 勉強を始めてその美

し さ と 独自性の虜になっ たハン ガリ ー語を、 現地でし っ かり と 学びたいと 思っ た

から です。 先生の丁寧なご指導のも と 、 多国籍のク ラ スメ イ ト と 切磋琢磨し なが

ら 勉強し まし た。 週末はク ラ スメ イ ト と 遠足に行っ たり 、 長期休みは国内や海外

を 旅行し たり と 、 勉強以外の生活も 充実し ていまし た。

私には留学の中で譲れない目標があり まし た。「 自分にし かできない挑戦を する

こ と 」 です。 それは「 よ さ こ いチームを 作る こ と 」 で達成でき まし た。 サーク ル

でよ さ こ いを し ていたのと 、 運命的な出会いが相俟っ て、 チームが立ち 上がり ま

し た。 メ ン バーと 練習し たり 、 イ ベン ト で演舞を 披露し たり 、 時にはパーティ ー

を 開いて楽し く おし ゃ べり を し たり …。 彼ら と の出会いは、 私の留学を 一層学び

多き も のにし てく れまし た。

私は留学を 通じ て、 大学での学びの面白さ を 知り まし た。 学んだこ と を 活かし

て 自分に し かで き な

い 挑 戦 が で き ま す。

そ の挑戦が誰かのた

め に な っ た 時の喜び

は 計 り 知 れ ま せ ん。

ハ ン ガ リ ーで あ な た

色 の留学を し て みま

せんか？

4 年　 白川　 智志

4 年　 田尾　 丹里
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　 デンマーク 語の習得に強い意欲をも ち、 それを 駆使

し てデン マーク の言語・ 文学・ 社会・ 歴史のいずれか

を積極的に探求し よう と する人。

　 デン マ ーク 語 専攻、 スウェ ーデン 語 専攻は最初、

1 9 6 6 年4 月に大阪外国語大学デン マーク 語学科とし

て 開設さ れ、 1 9 8 5 年4 月にはスウェ ーデン 語課程が

加えら れデン マ ーク ・ スウェ ーデン 語学科と なり まし

た。 そし て、 2 0 0 7 年1 0 月から 大阪大学外国語学部

デン マーク 語専攻、 スウェ ーデン 語専攻とし て新たに

スタ ート し まし た。 国立大学では唯一の北欧に関する

教育機関です。 教育の対象は、 デンマーク 、 スウェ ー

デンを 中心とする北欧の言語、文学、社会、歴史です。

2 年次までは専攻と する 一方の言語を 集中的に学習し

ます。「 読み、 書き 、 話す」 に同じ 比重が置かれ、 外

国人教員は最初の段階から デン マ ーク 語も し く はス

ウェ ーデン 語のみで授業を 行ないます。 また、 初年次

には北欧事情の講義が、2 年次には両国の文学、社会、

歴史に関する 概説的な講義も あり ます。 3 年次になる

と 、 自分の関心に応じ て、 言語、 文学、 社会、 歴史い

ずれか1 つの特別演習（ ゼミ ） を 選択し４ 年次の卒論

執筆に 向け て 準備が始まり ま す。 授業を 担当する の

は、 それぞれの分野を 専門と する両専攻の教員です。

ち なみに、 3 ・ 4 年次ではもう 一方の言語やノ ルウェ ー

語、 古アイスラ ンド 語も 学習すること ができます。

　 デンマーク 語と スウェ ーデン語は、 ノ ルウェ ー語、 ア

イスランド 語、 フェ ーロー語と とも に北ゲルマン 語を 構

成し ています（ 北ゲルマン 語は英語、ド イ ツ 語、 オラ

ンダ語などと 系統的に近い関係にあり ますが、 北欧地

域圏で話さ れているフィ ンラ ンド 語やグリ ーン ラ ンド 語

はまったく 別系統の言語です）。 北ゲルマン 語はフィ ン

ラ ンド の一部を含めると 北欧では約2 千数百万人によっ

て使用さ れています。こ のう ち 、デンマーク 語、スウェ ー

デン 語、 ノ ルウェ ー語の3 言語の話者の間では、 時に

は多少の困難があるにせよ 、 それぞれの言語を用いて

相互に意思の疎通ができます。 し たがっ て、 こ れら の

1 言語を 会得すれば、 他の2 言語も かなり の程度まで

理解でき ます。 文字の特徴としては、 英語で使われる

2 6 のアルファ ベット の他に、 å （ 3 言語共通）、 æ 、 ø

（ デ、 ノ ）、 ä 、 ö（ ス） があり ます。 北欧の言語を 理

解でき る人は日本には多く あり ません。 みなさ んには

パイオニアの意気込みを も って励んでもら いたいと 思

います。 そし て、 福祉制度や民主主義が確固と 根を お

ろし ている北欧の国々を深く 知ることによって、 世界を

複眼的に展望し 、文化はも ちろん、国際情勢をも グロ ー

バルな 視点から 把握する能力を 身につけてほし いと 思

森の中での自然保育

デンマーク語専攻

「 授業が楽し い！」 私がデン マーク 語専攻に入学し た時から 感じ ている こ と はこ

の一言に尽き ます。 週 5 コ マある 専攻語の授業は主に文法、 講読、 そし て会話で

構成さ れていますが、 それぞれはただ単なる「 講義」 ではないのです。 も ち ろ ん

デン マーク 語における 専門的な知識も 学びますが、 それと 同時にデン マーク の文

化や習慣、 実際に先生方が現地におら れた時の経験など も 交えながら 授業は展開

さ れ、 実際に行っ てデン マーク を 肌で感じ てみたいと いう 思いがど んど ん強く な

り ます。 学年が上がれば、 例えばデン マーク 語の文章を ど のよ う に訳せば自然な

日本語になる のか、 と いう こ と を 先生と と も に意見を 出し 合いながら 展開する 授

業も 増えてき て、 受け身ではなく 自分も 授業を 作り 上げる 1 人と し てみんなで積

極性と デン マーク 語の運用能力を 高め合う こ と ができます。

こ のよ う な授業で学んだこ と が生き たも のだなと 感じ たのは、 私が 2 年生の時

にサマーコ ースで 1 ヶ 月間デン マーク に滞在し た時でし た。 初めて訪れる地で現

地の言葉を 使っ てコ ミ ュ ニケーショ ン が取れたり 、 授業で聞いたも のや文化を 目

の当たり にし たり と いう 楽し さ は他では味わえない感覚です。 今はど こ の大学に

いても 留学に行ける と いっ ても 過言ではない時代です。 デン マーク や北欧の文化

や 世界 観 に 興 味 が あ り 、

勉強し て 現地に 行っ て み

た い と い う 方は、 ぜひデ

ン マーク 語専攻に き て く

だ さ い！素晴ら し い 経験

ができ ます！

私は約 1 年デン マーク のフ ォ ルケと 呼ばれる 成人教育機関に留学し まし た。 こ

こ では、 絵画、 陶芸、 園芸、 ダンスなど 、 自分の興味のある 科目を学ぶこ と ができ 、

自由でのびのびと し た雰囲気が特徴です。 全寮制でご飯も 一緒に食べる ので、 自

然にみんなと 仲良く なれまし た。

私は 2 つのフ ォ ルケに行き まし た。 互いに授業の形式や学校の雰囲気が異なり

まし たが、 その中でも 共通し て言える のは、 デン マーク の人々は総じ て親切で温

かい人柄である こ と です。 2 つ目の学校では外国人は私だけで、 他は全員デン マー

ク 人と いう 環境でし たが、 孤独を 感じ る こ と はあり ませんでし た。 寧ろ 日本の生

活や文化にと ても 関心を 持っ てく れて、 何か企画を 催し た際も たく さ んの人が来

てく れまし た。 何に対し ても 好奇心を 持ち、 学んで、 それら を 自分風にアレ ン ジ

を 加えて活用する 彼ら の姿勢やそのエネルギーの大き さ には、 私も 何度も 驚かさ

れ、 見習おう と 思いまし た。

また私が現地で過ごし て最も 印象的だっ たのは、 デン マーク の人達は何気ない

日常の中でも 、 自分達で工夫し て楽し みや安ら ぎを 生み出すのが上手いと いう こ

と です。 映画一つ見る にし ても 、 ソ フ ァ やマッ ト レ スを 出し て照明を 落と し 、 映

画館のよ う な雰囲気の

中みんなで 観賞する 。

お金を 払っ て得る 心地

よ さ と はまた違っ た良

さ があり ます。 幸福度

の 高さ が 有 名な デ ン

マーク ですが、 こ の姿

勢がある 意味その要因

の一つになっ ているの

かも し れないと 感じ ま

し た。

3 年　 神﨑　 大智

4 年　 廣野　 未妃
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　 スウェ ーデン語の習得に強い意欲をも ち、 それを駆

使し てスウェ ーデン の言語・ 文学・ 社会・ 歴史のいず

れかを積極的に探求し よ う と する人。

います。

　 北欧を 実地体験し て理解する手段とし て留学や現地

での夏期語学講座参加も 大いに考えら れましょう 。 デ

ン マーク 語を 専攻する学生の場合は、 デンマ ーク 政府

の奨学金（ 9 ～ 1 0 ヶ月間） による国費留学生とし て、

毎年日本から 5 名デン マーク に留学できますが、 本学

から は1 ～ 2 名が合格し て います。 また、 2 ・ 3 年生

のと き にデンマ ーク 政府の短期奨学金（ 3 週間） を 得

て、 デン マーク 語の夏期講座に参加する学生も 年々増

加傾向にあり 、 2 0 1 9 年には1 3 名の学生が奨学金を

得るこ と がで きまし た。 さ ら に私費でフ ォ ルケホイ ス

コ ーレと いう 寄宿制の学校に半年間、 ある いは1 年間

留学する 学生や、 夏期休暇中にさ まざ まなコ ース（ デ

ン マーク の文化と 言語、 工芸、 ダン ス、 音楽など ） に

参加する学生も 多数います。

　 一方、 スウェ ーデン 語専攻でも 、 3 年次の8 月中旬

から 翌年6 月中旬まで、 多く の学生が私費で成人教育

機関であるフォルクフ ーグスコ ーラ に留学し 、 テキスタ

イ ルや音楽、 美術、 野外活動など自分の興味に応じ た

コ ースで、 スウェ ーデン人と 共に学んでいます。 また、

3 年次以降に協定先の大学へ留学し 専門性の高い授業

を 受けたり 、 夏休みを 利用し てサマーコ ースに参加し

語学力をブ ラッ シュアッ プ する学生も います。

　 なお、 本学はデン マーク のコ ペンハーゲン 大学なら

びにスウェ ーデン のイェ ーテボリ 大学と 学生交流の協

定を 結んでおり 、 毎年、 両大学へ若干名の学生が留学

するこ と ができます。 また、 2 0 1 0 年には南デン マー

ク 大学人文学部と 、 2 0 1 7 年にはスト ッ ク ホルム大学

アジア・ 中東・ ト ルコ 学部と 部局間協定が結ばれ、 留

学先の幅がさら に広がり ました。

　 卒業生はメ ーカー、 商社、 金融機関、 旅行社、 マス

メ ディ ア、北欧資本の大企業、公務員、教育研究機関、

北欧各地の日本大使館や駐日の北欧の大使館など で

活躍し ています。 また、 卒業後さ ら に研究を 続けたい

人は本学の大学院へ進学すること も 考えら れましょう 。

　 みなさ んが、 今後日本における北欧学の最先端の役

割を 担う こと を期待しています。

カール・ フォン・ リネーのハンマルビー別邸（ ウップサーラ郊外）にて

スウェーデン語専攻

H e j!  （ こ んにちは）

 皆さ んはスウェ ーデンと 聞いてど んなイメ ージを持ちますか？ 遠い雪国と いう

印象が強いかも し れませんが、 実は、 家具の IK EA や自動車の Volvo など、 意外と

身近な所にスウェ ーデンはあり ます。 また、 音楽の輸出が盛んな国でも あり ます。

スウェ ーデン語専攻では 1 、2 年生の間にスウェ ーデン 語の基礎を身に付けます。

2 年生では、 スウェ ーデン語だけでなく 、 北欧の現代社会、 歴史、 文学についても

学び、 3 年生から は現代社会・ 歴史・ 文学・ 言語の 4 つのゼミ に分かれ、 各自の興

味分野について研究し ていきます。また、3 年生から は、デンマーク 語・ ノ ルウェ ー

語・ アイ スラ ンド 語と いっ た他の北欧諸語も 学ぶこ と ができ ます。

ま た、 3 年生の後期から は、 大半の人が ス ウ ェ ーデン に 約 1 年間留学 し ま

す。 ス ト ッ ク ホ ルム大学やイ ェ ーテ ボリ 大学に交換留学生と し て派遣さ れる 人

も い れば、 folkh ö g s kola（ フ ォ ルク フ ーグ スコ ーラ ） に 留学する 人も い ま す。

Fo lkhög s ko la と は、 スウェ ーデンに 1 5 6 校ある 成人教育機関で、 多く の人がこ

こ に留学し 、 料理・ 芸術・ 音楽など を

学びながら 語学力に磨き を かけていき

ます。

スウ ェ ーデン 語専攻は 1 学年約 2 0

人と 少人数ですが、 それ故に仲が良く 、

先輩・ 後輩と の縦の繋がり も 深いアッ

ト ホームな雰囲気です。 皆さ んの興味

分野について研究を 深める ための素晴

ら し い環境がこ こ にはあり ます。 皆さ

んも 私達と 一緒にスウェ ーデン につい

て学んでみませんか？

それでは、 Vi s es !  （ また会いまし ょ

う ! ）

「 スキーの本場のスウェ ーデン でク ロ スカ ン ト リ ースキーがし たい‼ 」 スキー部

に所属する 僕は、 こ んな単純な動機で本専攻を 選び、 さ ら に、 モーラ と いう 小さ

な町のフ ォ ルク フ ーグスコ ーラ のスキーコ ースへ留学までし まし た。 モーラ は「 ス

ウェ ーデン の心」 と 呼ばれる 昔ながら の風景を 残すダーラ ナ地方に位置し 、 世界

最大規模の 9 0 km のスキーレース Va s alo p p e t で有名です。 そんなスキーの歴史

ある 町の学校で、 僕は元代表コ ーチの先生のも と でスキーの専門的なト レ ーニン

グを し 、スポーツ 科学を学びまし た。また、練習の空き コ マには他コ ースのスウェ ー

デン 語の授業も 受講し まし た。

こ の留学を 通じ て、 スキーでは、 Va s a lo pp e t の完走など 本場のスキー文化を

生 で 体感で き、 語学で は、 最初は怖かっ た

フ ィ ーカ （ コ ーヒ ーブ レ イ ク ） での会話を 楽

し める よ う になり 、 現地の人にスキーの講習

会を 行える までに成長し まし た。 こ のよ う に

約 1 年と いう 長い時間を 好き なこ と に思いき

り 使えただけではなく 、 現地の移民を 含めた

多様な年齢や背景の人と の交流から 多く のこ

と を 感じ 、 考え、 美し い自然の中で心穏やか

に人生を 一度立ち 止まっ て振り 返る こ と がで

き たこ と が、 本当に良かっ たと 感じ ています。

留学では様々な困難に出会いますが、 それ

を 乗り 越える ために努力する 姿はど こ の国で

も 必ず評価さ れ、 その先には新たな自分と 出

会えます。 そんな努力を 温かく 見守っ てく れ

る スウェ ーデン で、 語学＋αで何かを 学ぶ自

分だけの留学をあなたも し てみませんか？

3 年　 林　 杏里紗

4 年　 福井　 隆広

Vasaloppet完走！
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　 ド イ ツ 語を 意欲的に習得し 、 それを 駆使し てド イ ツ

語圏の言語や文学・ 文化、 社会や歴史に関する 専門的

な知識を 身につけ、 学んだ成果を 生かし て社会に貢献

し たいと いう 情熱を 持っ た人を求めます。 　

　 ド イ ツ 語は、 ド イ ツだけでなく 、 スイ ス、 オースト

リ ア、 リ ヒ テン シュ タ イ ン な ど の中部ヨ ーロ ッ パの

国々に住む1 億人ほど の人々が母語と し て用いている

言語です。 その他にも チェ コ 、 ハン ガリ ー、 ポーラ ン

ド 、 ロ シアなど 東欧諸国においては、 英語に劣ら ず重

要視さ れて いま す。 数ある ヨ ーロ ッ パ諸言語の中で

も 、 ヨ ーロッ パの文化や学問の形成に深く 関わっ てき

た言語である と いえます。また現在、ド イ ツはEU（ ヨ ー

ロ ッ パ連合） の有力な一員であり 、 経済やエコ ロ ジー

の分野で 世界的レ ベ ルの重要な役割を 果たし てい ま

す。 ド イ ツ語の学習を 通し てこ のよう なすぐ れた文化

や社会に触れるこ と ができます。

　 ド イ ツ 語専攻で は、 日本人6 名、 ド イ ツ 人1 名の教

員を 擁し 、 その他に も 1 0 数名の日本人、 ド イ ツ 人、

スイス人の講師がさ まざまな授業を 担当し ています。

ド イ ツ 語専攻に入学する と 、 まず前期課程の2 年間は

文法・ 作文・ 購読・ 会話・ LLなどの科目によ っ て、 ド

イ ツ語と ド イ ツ 語圏の文化に関する 基礎知識を 学びま

す。 ド イ ツ語の言語的知識と コ ミ ュ ニケーショ ン能力

を 鍛錬する 科目と 並んで、 講義や購読において、 ド イ

ツ 語圏の社会・ 文化・ 言語など に関する知識を 深め、

3 、 4 年生におけ る ド イ ツ 語圏文化研究のための土台

を築く こ と になり ます。

　 3 、 4 年生（ 後期課程） では言語、文学、 文化、思想、

歴史など と いっ た多彩な分野の演習科目が用意さ れて

おり 、 自分が関心を 持つ学問分野を ベースキャ ン プ と

し て選択し 、 そこ で専門的知識を深め、 学生生活の総

決算である 卒業論文を 作成し ます。 またこ れと 並行し

て関連する 研究科目およ び会話や作文などのド イ ツ 語

運用能力を 高める科目も 必修科目と なっ ています。 こ

のよう に整備さ れたプ ロ グラ ムと 高い専門性を 備えた

ド イツ 語専攻を 卒業し た後は、 ド イ ツ 語のスペシャ リ

スト ある いはド イ ツ 語圏の国々で活躍で き る エキス

パート と し ての将来が皆さ んを待ち う けています。

ドイツ語専攻

皆さ んは日本で発見・ 体験でき る ド イ ツ 語やド イツ の文化について知っ ていま

すか？日本人がド イ ツ 語と 知ら ずに日常生活の中で使っ ている 単語と し て有名な

のは「 アルバイ ト 」 や「 バウムク ーヘン 」 です。 文化の面から 考えてみる と 、 ク

リ スマスの時期に大阪で開催さ れ話題になっ ている ク リ スマスマーケッ ト では本

場ド イ ツ の料理や雰囲気を 味わう こ と ができ ます。 そこ で働く ド イツ の方たち と

ド イ ツ 語でコ ミ ュ ニケーショ ン を と る こ と ができ たり 、 食文化を 体験し ながら 自

分のド イ ツ語力を 試し たり する こ と も できます。 意外と 身近に感じ ませんか？

また、 異文化を 肌で感じ る 手段と し て、 外国語学部を 目指す皆さ んの中には留

学を 視野に入れている 方も たく さ んいる と 思います。 実際ド イ ツ 語専攻の学生は

約半数がド イ ツ 語圏に留学し ます。 他言語に比べて大学間の留学先の選択肢が多

いのも ド イ ツ 語専攻の特徴です。 ド イ ツ だけでなく 、 公用語にド イ ツ 語を 含むス

イ スやオースト リ アにも 交換留学先があり 、 それぞれの目的や興味に合わせて選

ぶこ と ができ ます。

言語、 教育、 哲学、 歴史、 政治、 音楽等ド イ ツ は魅力にあふれ、 学びがいのあ

る 国です。 皆さ んも ド イ ツ 語専攻で楽し く ド イ ツ 語やド イ ツ 語圏の文化を 学んで

みませんか？

ド イ ツ 語を 通じ て学べる こ と は、 いわゆる 「 ド イ ツ 語」 や「 ド イ ツ」 だけでは

あり ません。 歴史から 考えるド イツ 語圏は、非常に深みがあり ます。 私は「 ド イ ツ」

ではないド イ ツ 語圏に関心が湧き、 オースト リ アのウィ ーン 大学を 留学先に選び

まし た。 ウィ ーン と 言えば「 音楽の都」、「 世界で最も 住みやすい都市」、「 国連都市」

等、 あら ゆる 分野から 説明がつく 場所です。 留学先では様々な理由で留学・ 移動

し てき た多種多様な国の人々と 交流でき ます。 ウィ ーン 独特の言葉に悪戦苦闘す

る のも 現地でし かでき ない貴重な経験です。

留学は、「 日本」 を 見つめなおす絶好の機会でも あり ます。 言語面なら 、 自分の

思いを 伝える 時、 日本語と ド イツ 語の言語特性に気付き、 自身の思考回路を 再考

する 契機になり ます。 文化面では、 私は日本でし ていた茶道の活動に留学先でも

参加し まし た。日本文化が海外でどのよう に大事にさ れている かに気付かさ れ、「 日

本の伝統文化は日本にいる 方が深く 理解でき る」 と いう 思いを覆し てく れまし た。

留学に行く か迷いや不安のある 人も いる かと 思います。 私も 留学に係る 決断や

準備すら 不安で、 留学中に苦悩し た日も あり まし た。 それでも 、 行っ て初めて見

えた景色・ 感情に勝る も のはないと 言えます。 外国語学部と 関わる 時点で世界と

の 縁 がで き て い ま す。

留学への「 選択権」 を

握っ て いる のに 縁がな

いと 思っ ている人ほど、

一歩踏み出し て ほし い

と 思います。

3 年　 中本　 朱香

4 年　 中山 真由香
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　 実社会・ 世界で活躍でき る 高度な実践的英語運用能

力を 涵養する と と も に、英米の言語、文学、文化、歴史、

政経、 国際ビ ジネスの各分野において専門的知識を 身

につけ、 自ら の主張を明確に発信し よ う と する学生を

求めています。

　 グロ ーバル化が進む現在、 英語は、 あら ゆる 領域に

おい て イ ン タ ラ ク ティ ヴに 最新の情報を 交換する コ

ミ ュ ニケーショ ンに不可欠な世界言語と し て、 極めて

重要な役割を 果たし ています。

　 英語専攻は、 グロ ーバルに活躍でき る 高度な実践的

英語力と 専門知識、 そし て自ら の主張を 明確に発信で

き るコ ミ ュ ニケーショ ン 能力を備えた人材を 育成する

こ と を 目標にし ています。 こ の目標に向かっ て、 1 、

2 年次に、 徹底し た語学実習によ り 高い英語運用能力

を 養い、 3 年次進級要件と な る 基準レ ベ ル（ TOEIC 

7 3 0 点、 英検　 準1 級等） を 上回る 英語力を 涵養する

と と も に、 言語学的に見た英語の姿、 英語圏の文学・

文化についても 幅広い知識を 身につけます。 進級後の

3 、 4 年次では、 ネイティ ブ教員によ るD is c us s io nの

上級ク ラ ス、 Es sa y W rit in g 、 同時通訳を 含む多様な

専攻語科目によ り 、 さ ら なる 英語運用能力の強化を 図

り ます。

　 ま た3 年次から 専門的研究授業を 受講する と と も

に、 文学・ 文化系、 言語系、 歴史・ 政経系の中から ゼ

ミ を 選択。 卒業までの2 年間、 ゼミ で、 専門書購読、

調査・ 研究、 プレ ゼン テーショ ン 、 討論によ り 専攻領

域への理解を 深め、 英語によ る卒業論文の執筆が研究

の集大成と なり ます。

　 外国語学部英語専攻の最大の特徴は、 プ ラ ク ティ カ

ルと アカ デミ ッ ク の両面で卓越し た 英語運用能力が

あっ てはじ めて成立する 国際水準の最先端の学問を 追

究する と いう 点です。 そのためにも 、 皮相的な英語力

ではなく 、 将来を 切り 開く う えで大き な糧と なる 思考

能力、 教養ある 国際人が持つ高度なコ ミ ュ ニケーショ

ン能力の習得が期待さ れます。

　 前身の大阪外大の徹底し た少人数教育によ っ て鍛え

上げら れた英語専攻の卒業生は、 商社、 製造、 金融、

流通、 運輸、 マスコ ミ 、 観光、 通訳・ 翻訳、 官公庁、

教育など 、多方面で活躍し ています。大学院に進学し 、

研究者と し て活躍し ている人材も 少なく あり ません。

優秀な卒業生を輩出し てきた外大の伝統を 受け継ぎ、

いっ そう の飛躍を遂げる 英語専攻は、 皆さ んの入学を

心よ り お待ち し ています。

英語専攻

皆さ んにと っ て英語を 学ぶメ リ ッ ト は何だと 思いますか。「 将来グロ ーバルな環

境で働ける 」「 外国人の友達ができる 」 私はこ のよう なこ と を 高校生の時に思っ て

いまし た。 し かし 4 年間の英語専攻生活、 そし て一年の米国への海外留学を 経験

し た今思う こ と は「 より 多く の情報にアク セスでき る」 と いう こ と です。 イ ンタ ー

ネッ ト や SN S で情報収集する 際、 英語と 日本語で検索する のでは雲泥の差があり

ます。例えば筋ト レ 一つと っ ても 、英語で検索を すれば、フ ォ ームの解説など と いっ

た実践的な情報は勿論のこ と 、 筋ト レ に関する 科学的な論文等にも アク セスでき

る よ う になり 、 従来よ り も 効率的なやり 方が見つかり ます。 英語が使いこ なせれ

ば、 私たち の生活を豊かにする 新たな情報に出会う 可能性がぐ んと 広がるのです。

大阪大学の英語専攻はその英語を 学ぶ場と し て最高の場所だと 思います。 実践的

な意味で英語の4 技能を向上さ せる こ と ができる のはも ちろ んのこ と 、 アカ デミ ッ

ク の領域にも 深く 入り 込みます。 3 年次から はゼミ に所属する こ と になり ますが、

文学、 言語学、 歴史、 国際政治、 演劇など 幅広い切り 口から 英語と いう 言語につ

いて、 または英語が使われている 国・ 地域の文化・ 社会についての理解を 深める

こ と ができ ます。 そのため英語専攻の授業では、 前述のイ ン プ ッ ト 力を 向上さ せ

る だけでなく 、 自分で

考えて発信するアウト

プ ッ ト 力も 身につける

こ と ができ る と 思いま

す。

高校 2 年生の冬、 人生で初めて訪れた海外がイ ギリ スでし た。 以来、 イ ギリ ス

の大学で学びたいと 考えていたため、 リ ーズ大学への留学が決まっ た瞬間は大変

嬉し かっ たこ と を 覚えています。

リ ーズ大学では、 主に演劇と 映画の授業を履修し ていまし た。 毎週の膨大なリ ー

ディ ン グ課題に加え、 ディ スカッ ショ ン の時間も 豊富にあっ たため、 最初は苦戦

し まし た。 し かし 、 授業内容は興味深いも のばかり で、 要領を 得てから は積極的

に自分の考えを発信できる よう になっ たよう に思います。

課外活動では、音楽好きと いう こ と も あり 、現地で安物のギタ ーを買っ て、フ ォ ー

ク ソ ングサーク ルに所属し まし た。 毎週パブに集まっ てイ ギリ スの民謡を メ ンバー

と セッ ショ ン し たり 、 反対に日本のフ ォ ーク ソ ン グを 彼ら に教えたり 、 楽し い時

間を 過ごし まし た。 特に、 オープ ン ・ マイ ク と いう イ ベン ト に参加し 、 パブ で弾

き 語り を 披露し たのは良い思い出です。

ま た、 課題の少な い週末を 利用し

て、 大学が提供する 日帰り 旅行にも

積極的に 参加し まし た。 日本から の

旅行で はな かな か行かな いよ う な都

市に 足を 運ぶこ と で、 イ ギリ スと い

う 国の新た な一面を 発見する こ と が

でき まし た。

留学中、 苦労する こ と も も ち ろ ん

あ り まし た が、 そ れら も 含めて自分

の糧にな っ てい る と 感じ ま す。 せっ

かく 留学に 行く のな ら 、 語学力の向

上だ けで な い、 自分ら し い楽し み方

を 見つけ ら れた ら 、 よ り 一層有意義

なも のになる のではないでし ょ う か。

4 年　 相澤　 詢也

4 年　 石川　 亜咲
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　 フ ラ ン ス語専攻では、 フ ラ ンス語やフ ラ ン ス語圏の

文化（ 文学、 思想、 歴史、 政治、 経済、 芸術など ） に

関心があり 、 その正し い知識と 理解を 深めたいと 思っ

ている人を求めています。

　 フ ラ ンス語は、 中世の時代より 現在に至る まで、 芸

術や思想を 生み出す支えの言語と し て、 ヨ ーロ ッ パ文

明において重要な役割を 担っ てき まし た。 フ ラ ン ス文

学は中世の「 ロ ラ ン の歌」 など に代表さ れる 叙事詩や

吟遊詩人達によ る叙情詩から 、 スタ ン ダール、 フ ロ ー

ベール、 ユーゴー、 プ ルースト など の近代、 現代の小

説に至る まで、 世界でも 他に類を 見ない多様で豊かな

創造的世界を 生み出し てき まし た。 哲学者のデカ ルト

やパスカ ル、 ルソ ー、 サルト ルと いっ た名前も 皆さ ん

にはおなじ みのこ と と 思います。 フ ラ ンス語を 使っ て

生み出さ れた文学作品や哲学書は膨大な数にのぼり ま

す。

　 ま た フ ラ ン ス 語は、 フ ラ ン ス 本国以外にも 、 ベル

ギー、 スイス、 カ ナダと いっ た欧米諸国、 あるいはカ

メ ルーン 、 コ ート ジボアール、 コ ン ゴなど、 かつてフ

ラ ンス領やベルギー領であっ たアフ リ カ 諸国の一部で

も 公用語のひと つと し て使われており 、 およ そ1 億の

人たち がフ ラ ンス語を 話し ていると 言われています。

そし て国連を はじ め、 EU やユネス コ など の国際機関

においても 公用語のひと つと なっ ています。 あまり に

英語偏重の今の日本ですが、 世界中を 飛び交う 情報の

中で、 英語で流さ れる情報はその一部でし かあり ませ

ん。 複数の外国語を 学んでおく こ と は、 視野を 拡げ、

他者を よ り よ く 理解し 、 今のこ の世界における 様々な

事柄に関し てよ り 的確な判断を下すためにも 、 こ れか

ら の私達にはぜひと も 必要な作業なのではないでし ょ

う か。

　 私達はフ ラ ン ス語と フ ラ ン ス語が培っ てき た芸術や

文化の魅力と その有用性を 伝える べく 、 中世の時代か

ら 現代に至る 文学、 歴史、 文化、 言語学など でき る 限

り 多種多様な分野の授業を 用意し て、 皆さ ん方の期待

に応えたいと 考えています。

フランス語専攻

セ ーヌ 河岸のルーブ ル宮

ロワール渓谷のシュ ノ ン ソ ー城

Bonjo u r! ! こ んにち は、 フ ラ ン ス語専攻の河井です。 今日は外国語学部を 目指

し ている 皆さ んに僕から 少し フ ラ ン スの魅力を 紹介し ます。 まず、 フ ラ ン スと 聞

いて何を思い浮かべますか？フ ラ ン ス料理？フ ァ ッ ショ ン ？アート ？そう ですね、

いろ んなも のが出てき ますね。 その中の何か 1 つでも 興味のある も の、 好き なも

のがある だけでフ ラ ン ス語の勉強は何倍も 楽し く なり ます！ 1 、 2 年生の間は基本

的な勉強を し て、 3 、 4 年生から 実践的な勉強に移り ます。 と 言っ ても 先生方は優

し く 丁寧に教えてく れますし 、 同じ 専攻語の人たち も 分から ないこ と がある と 一

緒に考えてく れます。 こ れが外国語学部の良いと こ ろ だと 思います。 また授業で

はフ ラ ン ス語の文法や構文だけでなく 、 フ ラ ン スの日常や文化、 文学、 歴史など

も 教えてく れる ので高校では学べなかっ た、 知ら なかっ た知識を たく さ ん身につ

ける こ と ができ ます！中でも 僕が特に惹かれたのがフ ラ ン ス映画です。 も と も と

フ ラ ン ス語を 選んだ理由が映画が好き だっ たから なのです。 も ち ろ ん映画大国は

アメ リ カ ですが、 ど こ か独特の雰囲気を 持つフ ラ ン ス映画に興味を 持っ てフ ラ ン

ス語を 選びまし た。 大学に入り 「 フ ラ ン ス」 を 知る よ う になっ てから フ ラ ン ス映

画を 見る と よ り 理解が深まっ たと 感じ る よ う になり まし た。 言語を 学ぶ喜びだけ

でなく 、 違っ た考え方、

視点を 持つよ う にな る

こ と も 外国語学部の魅

力だと 思います。 では、

皆さ んと い つかお会い

で き る こ と を 楽し みに

し ています！ 

フ ラ ン スのスト ラ スブ ールでの留学を 経て、 私が得たも のは、 異国の地でも 生

き ていけると いう 確信でし た。

専攻語の教授はよ く 私たち に国内でも 言語能力を 伸ばすこ と は可能だ と お っ

し ゃ っ ていまし た。 留学を 経験し て、 その通り だと 今は思います。 今の私に刻ま

れている のは、 フ ラ ン ス語能力ではなく 、 当時のフ ラ ン スの歴史だから です。 私

は現地で、 国策に反対し た大学生たち によ る 大規模デモや、 国鉄のスト ラ イ キな

ど から 、 フ ラ ン ス流の“ 直接民主” を 経験し まし た。 日曜日には図書館に並んだ

り 、 ク リ スマスやイ ースタ ーなど の宗教イ ベン ト に参加し たり も し まし た。 こ れ

ら の生の体験から 、 日本やフ ラ ン スだけでなく 、 他国ではど う か、 こ の分野でも

同様のこ と が言える のか、 など、 能動的に様々な視点から 思考する よ う になっ た

と 感じ ます。 また、私が出会っ たフ ラ ンスの方々は良く も 悪く も 、私を 平等に扱い、

拙いフ ラ ン ス語し か話せない私に早口

で話し かけまし た。 現地大学での授業

も 主体的に説明を 請わないと ついてい

けませんでし た。 そのため、 約1 年間、

恥を 捨て、 疑問を 追求し 、 人生で一番

勉学に励みまし た。 こ のよ う に私がフ

ラ ン スで得た異国での適応能力と 主体

性は、 自身の糧と なっ ています。

外国語学部は主体性を必要と する学

部であり 、 自ら 働き かけないと 何も 得

ら れません。 留学も 然り 。 あなたの留

学生活でも 人生の糧が得ら れますよ う

に。

3 年　 河井　 和哉

4 年　 岡田　 咲耶
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　 多様性と 伝統を 大切にする イタリ アの言語、文学、歴

史、 社会、 文化等に強い関心を 持ち、イ タ リ ア語の高度

な運用能力を 身につけて、 日本と イ タ リ ア両国の相互

理解に貢献し よう と いう 意欲のある人を歓迎し ます。

　 イ タ リ ア人で知っ ている 名前を 挙げてみてと 言われ

たら 、 みなさ ん、 ど う 答える でし ょ う か。 サッ カー選

手のト ッ ティ 、映画俳優／監督のロベルト ・ ベニーニ、

靴のサルヴァ ト ーレ・ フ ェ ラ ガモなどの名前が挙がる

でし ょ う か。 ち ょ っ と 詳し い人なら 、 ダン テやラ フ ァ

エロ、 ガリ バルディ 、 マリ ア・ カ ラ ス、 あるいはベル

ルスコ ーニと いっ た名前も 挙がるかも し れませんね。

　 イ タ リ アは、 芸術、 文学、 音楽、 フ ァ ッ ショ ン、 サッ

カ ー、 映画など 、 様々な分野で個性的な才能を 輩出し

てきた地域です。 イ タ リ ア語を 学ぶと いう こ と は、 こ

のよう な多様な文化領域にアプロ ーチするう えで非常

に有効です。 例えば、 ミ ケラ ン ジェ ロの彫刻に興味が

あると いう 場合、 ミ ケラ ン ジェ ロ が書き 残し た手紙な

ど を自分で読むこ と ができ たら、 作品を理解する う え

で大き な手がかり と なり ますよね。 また、 劇や映画に

関心がある と いう 場合、 台本・ 脚本を 自分で読んで、

役者の台詞の話し 方やそのニュ アン スまで理解する こ

と ができ れば、 作品を 見る う えで大いに役立つでし ょ

う 。

　 ただ、 ど んな言語にも いえるこ と ですが、 一つの外

国語を 修得する こ と は決し て 容易な 話で はあ り ま せ

ん。 イ タ リ ア語の場合、 発音は非常に分かり やすいの

ですが、 文法には少々厄介なと こ ろ があり ます。 例え

ばイ タ リ ア 語の名詞に は、 必ず男女の性別があ り ま

す、 tre no（ 列車） は男性名詞、 pia zza（ 広場） は女

性名詞と いっ た具合に。 面白いでし ょ ？

　 1 ・ 2 年次には、 そ のよ う な点を 含めてイ タ リ ア語

の基礎を し っ かり 身に付ける こ と になり ま す。 3 ・ 4

年次に は、 習得し たイ タ

リ ア語を 駆使し て、 様々

な専門分野の授業に参加

する こ と にな り ます。 大

学の授業は決し て簡単で

はあり ませんが、 幸い な

こ と に、 語学の習得は、

努力すれば必ずそれだけ

の報い があり ます。 みな

さ んと 一緒に 学ぶのを、

私たち も 楽し みにし てい

ます。

イタリア語専攻

中部イタリア、世界遺産の街ピエンツァ

イ タ リ ア語専攻の授業は、 会話や文法、 読解など と いっ た基本的な授業と 、 文

化や価値観、 社会制度や社会問題など と いっ た発展的授業の 2 種類から 幅広く 構

成さ れています。 イ タ リ アは古く から 長い歴史を 持ち 多様な独特の文化を 持っ て

いる ため、 そこ から 学ぶと こ ろ は非常に多く あり ます。 も ち ろ ん、 皆さ んが普段

口にし ている パスタ やピ ザと いっ たイ タ リ ア料理も 有名ですし、 世界遺産の建造

物や、 芸術における名作や偉人を数多く 残し ています。

留学についてですが、 イ タ リ ア語専攻では、 2 年生時に一ヶ 月間、 イ タ リ アへの

留学プ ロ グラ ムが特別に用意さ れています。 こ のプ ロ グラ ムは全員参加のも ので

はあり ませんが、 イ タ リ ア語を専攻する 多く の人がこ のプ ロ グラ ムを 利用し てい

ます。 一年半自分が勉強し たイタ リ ア語を 活用し て現地の人と 実際にコ ミ ュ ニケー

ショ ン を 試みる こ と はと ても 嬉し く 、 自分の経験値を 格段に上げてく れる も のに

なり ます。 一年前後の長期留学を 考えている 学生は、 実際にその土地の空気感を

確かめて来る こ と が出来る ので、 こ のプ ロ グラ ムは留学先を 決める 上でも 非常に

有益なも のになる と 思います。 こ う いっ たプ ロ グラ ムはすべての専攻語に用意さ

れている も のでは無いので、 是非こ の機会を 活用し てみてく ださ い。

イ タ リ アは陽気で

明 る く 、 開 け た イ

メ ージのある 非常に

気 持 ち の い い 国 で

す。 是非皆さ んも 大

阪大学で、 ひと つの

国にこ だわっ た 4 年

間を 過ごし てみませ

んか？

チャ オ ! イタ リ ア語専攻 4 年生の伊藤卓です。 私は約9 カ月間フ ィ レン ツ ェ に留

学し ていまし た。 ルネサン ス発祥の地、 フ ィ レ ン ツェ は中世ヨ ーロ ッ パの面影が

色濃く 残っ ており 、 毎朝ド ゥ オーモ（ 大聖堂） を 通り 、 鐘の音を 聴き ながら 通学

し ていまし た。 毎朝行き つけのバールに行き 、 ク ロワッ サン と カ プ チーノ の朝食

を 済ませてから 登校する のが日課でし た。 平日は学校や図書館で友人と 勉強、 週

末や祝日はキャ ン ティ （ ワイ ン の名産地） でド ラ イ ブ を し たり 、 友人のマン マの

美味し い手料理を ご馳走になっ たり し まし た。 イ タ リ アには独特の時間の流れが

あり 、 あく せく せずにゆっ く り と し た時間の中で生活し ていまし た。 そんな雰囲

気に加えて尽き る こ と のない魅力で溢れている のがイ タ リ アです。 料理・ 芸術・

フ ァ ッ ショ ン ・ 街並み。 端的に言う と みなさ んの思う 「 ヨ ーロ ッ パっ ぽい」 はす

べてイ タ リ ア発祥と いっ ても 過言ではないと 私は思います。 イ タ リ アに留学する

人は留学中、 言語の学習と 共にそれ以外の魅力にも 魅せら れ、 帰国後も 趣味と し

て楽し んでいる人ばかり です。 一般に「 留学」 と いう と 、 言語の習得のみにスポッ

ト ラ イト が当たり がち ですが、 イタ リ ア留学の魅力は「 イタ リ ア語を 学ぶ」より「 イ

タ リ ア語で学ぶ」 こ と ができ る環境だと 思っ ています。「 言語も 習得し たいし 、 留

学を 通し て新し い世

界を 知り たい」 と い

う 人はぜひイ タ リ ア

語専攻に来てく ださ

い！

3 年　 浅田　 珠里

4 年　 伊藤　 　 卓
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　 スペイ ン 語を意欲的に習得し 、 学んだスペイ ン 語を

と おし てスペイ ン語言語学はも と よ り スペイ ン の文学

や歴史、 その他スペイン 語圏の文化一般に関する 知識

を 積極的に身につけ、 スペイ ンおよ びスペイン 語世界

について総合的に理解し たいと 希望する人。

　 スペイ ン語は、 スペイン のみなら ず、 アメ リ カ 合衆国の一部

およ びメ キシコ から 南米のチリ 、 アルゼンチンに至る までの実

に広大な空間（ ブラジルを除く ） で、 3 億人以上の人々によ っ

て話さ れている言語です。 スペイン 語の重要性は、 国連の公用

語の一つと さ れている こ と から も 明白です。 話さ れる 地域が広

く 、話す人の数も 多いと いう 事実は、今日の国際社会において、

私たち日本人がスペイ ン語と 接する 機会がますます多く なるこ

と を 意味し ます。 スペイン およ びスペイ ン語世界は、 様々な意

味で大いなる可能性を 秘めた魅力溢れる 世界であり 、「 スペイ

ン語はそれを 知る 人の未来を開く 」 と 言っ ても 過言ではあり ま

せん。

　 も ちろ ん、 スペイン 語を 知っ ているだけでは十分ではあり ま

せん。 スペイ ンおよびスペイン 語世界の文化一般に関する 知識

を総合的に身につけている こ と が肝要です。 し かし 、 それは並

大抵の努力ででき るも のではあり ません。 あく までも 努力目標

であり 、 それに近づく ために、 まずは個々の分野の様々な知識

を正確かつ着実に身につけていく こ と から 始めなければなり ま

せん。 スペイ ン語専攻の授業も 、 限ら れたスタ ッ フ と 時間のな

かで、そのために組まれています。皆さ んに課せら れた使命は、

1 、 2 年次において、 スペイン 語を 正確に「 読む、 書く 、 聞く 、

話す」 能力を 身につけ、 それを駆使し さ ら に磨き つつ、 3 、 4

年次において、 スペイ ン語学やスペイン 文学、 スペイ ン史、 イ

スパノ アメ リ カ文学などの専門的な多く の知識を 学び、 それを

土台に各人が自己の価値観をと おし て独自のスペイン 観も し く

はスペイ ン語世界観を 構築する こ と です。

　 スペイ ンおよびスペイン 語世界を 総合的に理解する には、 少

し 控えめに言っ て、 その文化一般を 知る には、 スペイ ン語の習

得が不可欠であり 、 逆に、 文化を知ら なければ真の意味でのス

ペイ ン語の習得も あり 得ないと いう こ と を肝に銘じ て下さ い。

そし て、 スペイン 語世界のこ と なら 何でも 知っ てやろ う と いう

貪欲な気持ち で、 4 年間の勉学に 励んでも ら いた いと 思いま

す。 皆さ んには、 可能性と 魅力溢れるスペイ ン語世界が開かれ

ています。

ト レド 全景

アルハンブ ラ 宮殿ラ イ オン の中庭

（ グラ ナダ） 聖家族教会（ バルセロ ナ）

スペイン語専攻

¡H ola ! 突然ですが皆さ んはスペイ ン 語と 聞いて何を 思い浮かべますか？太陽と

情熱のイ メ ージ、 フ ラ メ ン コ 、 サッ カ ー、 パエリ ヤやアヒ ージョ など のスペイ ン

料理など 、 意外と 身近な存在です。 し かし スペイ ン語専攻で学ぶと も っ と 多様な

世界に出会う こ と ができます。

スペイ ン語専攻では、 2 年生までにスペイン 語の基礎と スペイン 語圏の歴史や文

化、 文学など スペイ ン 語に関わる 様々な分野を 広く 学びます。 予習と 小テスト に

追われる こ と も あり ますが、 こ の頃に身につけた基礎が後の研究に大いに役立ち

ます。 3 年生から はそれぞれの興味に応じ てゼミ に所属し ます。 ゼミ は5 つある の

でき っ と 自分の研究し たい分野にぴっ たり のゼミ が見つかる はずです。 ち なみに

私はスペイン 史ゼミ に所属し ています。

スペイ ン 語専攻の魅力はやはり スペイ ン 語を 学んだ先にある 多様な世界だと 思

います。 2 1 の国や地域で 3 億人以上がスペイン 語を公用語と し て使用し ており 、

それぞれの国や地域に独自の歴史や文化があり ます。 スペイ ン 語専攻ではスペイ

ン だけではなく ラ テン アメ リ カ 諸国についても 学ぶ環境が整っ ています。 個人的

にはマヤ文明の遺跡や文化についての授業が面白かっ たです。 こ のよ う に自分の

専門と する 分野以外も 広

く 関心を も ち、 学ぶこ と

ができます。

皆さ んも スペイ ン 語専

攻に入り 多様な世界に触

れてみませんか？情熱的

な先生方の指導で確かな

スペイ ン 語力を身につけ

た先にはたく さ んの可能

性が待っ ています！

私は 4 年生の 1 年間、 スペイ ンのサンティ アゴ・ デ・ コ ン ポステーラ 大学に留

学し 、 スペイ ン 語を 勉強する だけでなく 、 現地の公用語でも ある ガリ シア語も 学

習し まし た。

前期は、 大学付属の外国人向け語学コ ースでスペイン 語のレ ベルを上げながら 、

ガリ シア語の個人レ ッ スン を 通し てガリ シア語の運用能力を 向上さ せ、 後期は現

地学生に交じ っ て言語学部の授業を 受講し まし た。 ガリ シア州や言語に関する 一

般的な知識を 得る ための授業に加え、 一般言語学と スペイ ン 語言語学の授業を 受

けたも のの、 ネイ ティ ブ の生徒向けの内容は難し く 、 最初は言っ ている こ と が理

解できず、 勉強の仕方すら わかり ませんでし た。

し かし 、 大学に は日本語を 学ぶコ ースがあり 、 その受講生と 仲良く なっ た り 、

語学コ ースの先生に質問する こ と で徐々にスペイ ン 語の理解度が上がり 、 同じ 授

業を 受ける 友人と 討論を する こ と で 、

スペイ ン語と はど んな言語であるかが

わかっ てきまし た。

よ く 似た言語である ガリ シア語に対

する 理解度も 大いに向上し 、 他国では

学びづら い細かいニュ アン スや言い回

し 、 どう いう 文化背景から 使われる 語

彙が決まっ ていく のかも 考える こ と が

でき まし た。

スペイ ン 語を 学ぶこ と は、 スペイン

だけを 学ぶこ と ではなく 、 語圏に対す

る 理解を 深める こ と に も つながり ま

す。 様々な文化や歴史につながる「 鍵」

と し てのスペイン 語を留学を通し て学

ぶこ と はと ても 有益なこ と だと 私は思

います。

4 年　 富樫　 留衣

4 年　 北村 浩太郎
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　 ポルト ガル語の高度な運用能力を 身につけたいと い

う 熱意のある 人。 ポルト ガルやブ ラ ジルの言語や文化

に強い関心を も ち、 習得し たポルト ガル語を駆使し て

その多様性を 主体的に探求し よ う と いう 意欲のあ る

人。

　 ポルト ガルはユーラ シア大陸の最西端に位置し 、 1 2

世紀にイ スラ ム教徒から の「 国土回復運動」 の過程で

独立国と し ての第一歩を 踏み出し まし た。 その後、 ポ

ルト ガルが「 大航海時代」 の先駆者と し て、 アフ リ カ、

アジア、 アメ リ カ 大陸へと 進出し た歴史はよく 知ら れ

ています。 その結果、 ポルト ガル語は現在、 ポルト ガ

ルだけにと ど まら ず、 南アメ リ カ のブ ラ ジル、 ある い

はアフ リ カ の旧ポルト ガル植民地5 カ 国（ アン ゴラ 、

モザンビーク 、ギニアビ サウ、カーボベルデ、サン ト メ ・

プリ ンシペ）、また2 1 世紀になっ て独立し た東ティ モー

ルなど でも 使われており 、 その話者は2 億人を 超えて

います。

　 本学でポルト ガル語を専攻する学生は、 1 ・ 2 年次に

は、 外国人教師による 会話の授業を 含め、 ポルト ガル

語を総合的に学習し 基礎力を 身につけます。 その後、

ポルト ガル語圏の言語や文学、 文化を 勉強する こ と に

なり ます。 ポルト ガルやブ ラ ジルと いう と 、 サッ カ ー

や音楽、格闘技などを思い浮かべる人が多いのですが、

それら にと ど まら ず、 各地域の歴史や文学、 文化に幅

広い関心を も っ てほし いと 思います。 また、 各自が選

択し たテーマにし たがい自ら 研究を 深め、 卒業論文を

執筆するのも 3 ・ 4 年次の重要な活動になり ます。

　 多彩な地域で、 数多く の人々によ っ て話さ れる ポル

ト ガル語を 勉強する こ と は、 視野を 広げ、 世界の多様

な文化を 理解し 、 いろ いろ な国の人々と コ ミ ュ ニケー

ショ ン を 行う う えで、 大き な力になり ます。 皆さ んも

そのよ う なポルト ガル語を 身につけて海外へと 大き く

飛躍し てく れるこ と を 期待し ています。

ブラジルのリオデジャネイロ市の景観　 中央の岩山が「 パン・ デ・ アスカル」

「 大航海時代」の栄華をいまに伝える
リスボンのジェロニモス修道院（ 16世紀）

ポルト ガル語専攻 Olá, como  estás?

Olá . Com o  e s tá s ? 　 こ んにちは！ポルト ガル語専攻へよう こ そ！ 

皆さ んは、 ポルト ガル語が世界のど こ で話さ れている かご存知でし ょ う か？国

名でも ある 、 ユーラ シア大陸最西端に位置する ポルト ガルはも ち ろん、 サッ カ ー

が盛んで日本にも 馴染み深いブ ラ ジル、 さ ら にはアフ リ カ のモザン ビ ーク やアン

ゴラ など 8 か国の公用語と し て話さ れています。

当専攻では、 1 年生の時から 必修科目と し て文法や発音など 、 ポルト ガル語を 基

礎から 学び、 2 年生から はポルト ガル語圏の文化や歴史、 文学、 言語学など を詳し

く 勉強し ていきます。 3 年生になると 多く の学生がブ ラ ジル、 またはポルト ガルへ

の留学準備に入り 、 入学先の新年度に合わせて出国し ます。 私自身も ポルト ガル

へ留学し まし た。 その手続き や準備にあたり 、 不安なこ と があり まし たが、 優し

い先輩方が一緒に取り 組んでく れまし た。 横のつながり だけでなく 、 縦のつなが

り も 厚いと こ ろは当専攻の特徴の一つかも し れません。 そし て 4 年生では、 卒業

論文の執筆に向けてポルト ガル語の参考文献を 読んだり アン ケート 調査を 行っ た

り と 、 それぞれのテーマに基づいてポルト ガル語圏の理解を よ り 一層深めていき

ます。

学内イ ベン ト と し ては、

7 月に夏祭り 、 1 1 月には

語劇祭があり ま す。 と も

に 1 年生が主体で、 毎年

ど ち ら も 大いに 盛り 上が

り を 見せています。

陽気な先生と 愉快な 仲

間た ち と と も に、 ポルト

ガル語を 学びませんか？　

V a m o s  e s t u d a r 

c on osco !

私は、 2 0 1 7 年 2 月から 1 2 月まで、 ブ ラ ジルのサンパウロ 州カ ンピ ーナス大学

に留学し まし た。

ブ ラ ジル留学は、 自分が想像し ていた以上の困難があり 、 し かし 、 それを はる

かに超える 楽し み、 達成感、 成長があり まし た。 私はブ ラ ジル留学の目的と し て、

ポルト ガル語の習得と は別に、 コ ーヒ ーを 極める と いう 目的を も っ て留学に挑み

まし た。 ブラ ジルは、 世界のコ ーヒ ー生産国の上位に入る 国です。 そんなコ ーヒ ー

の本場で、 ほぼ毎日のよ う に、 近所のコ ーヒ ーショ ッ プ にボラ ン ティ アワーク を

し に行き 、 コ ーヒ ーの世界にのめり 込みまし た。 また、 実際にコ ーヒ ーが生産さ

れる 農園にも 何度も 訪れ、 泊まり 込みで生産者の方から 、 コ ーヒ ーの生産過程を

学ぶこ と も あり まし た。

こ んな留学で私が学んだこ と の 1 つは、 ブラ ジルの「 多様性」 です。 ブ ラ ジル

では、 多く の人種が混じ り 合っ て暮ら し ています。 お互いがお互いの文化を 認め

合い、 堂々と 生活し ていまし た。 日本人である 私が、 コ ーヒ ーを 学びたいと 言っ

ても 、 誰も 反対する こ と はなく 、 応援し てく れまし た。 そんな、 お互いを 認め合

う 文化が、 日本では感じ る こ と のできない、 心地よさ を感じ さ せてく れまし た。

こ のよ う な経験がで

き た の も 、 ポ ル ト ガ

ル 語 専 攻 だ っ た か ら

こ そだと 思います。 皆

さ んも 、 ポルト ガル語

を 勉強し て、 ブ ラ ジル

に行っ てみませんか？

も っ と 広い世界が皆さ

んを 待っ ています。

4 年　 阪井　 音々

4 年　 小川　 翔真
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　 日本語専攻では、 外国語を 身につけ、 外国の事情を

知っ た上で日本語・ 日本文化を客観的に捉える こ と に

興味のある 人、 日本語教育に深い関心のある 人、 外国

語を基礎にグロ ーバルな観点から 日本を 世界に発信す

る意欲のある 人を 求めています。

日本語を母語と し て日常的に使っ ているみなさ んの

中には、「 外国語学部で日本語を学ぶと はど う いう こ と

なのか？」 と いう 疑問を 抱く 人も 少なから ずいる ので

はないでし ょ う か。 し かし 、 ふだん何気なく 使っ てい

る 日本語の中にも 、 よ く 考えてみる と 不思議なナゾ が

たく さ んあり ます。 例えば日本語を 学んでいる 外国人

から 、「『 バス停に止まる』 と 『 バス停で止まる 』 の違

いは何か」 と か、「 どう し て感謝する 時に『 すみません』

と 言う のか」 など と 聞かれたら 、 どのよ う に答えれば

いいでし ょ う か。

こ のよ う な問いに答える には、 母語である 日本語を

外から 見つめ直し 、 他の言語と 比べながら 考える 必要

があり ます。 日本語専攻では、 日本語学・ 言語学・ 日

本語教育学・ 日本文化学の領域にわたっ て、 日本語を

外国語のよ う に観察し て客観的に見る 目を養い、 幅広

い視野から 日本語・ 日本文化を捉える こ と のでき る 人

材の育成を 目指し ています。 日本語専攻の学生はそれ

ぞれ、 2 4 の言語のう ち 一つを 専攻言語と し て学ぶこ と

になっ ています＊。 外国語を 学んだ上で日本語を 深く

探求でき る のは、 外国語学部の日本語専攻だから こ そ

できる 最大のメ リ ッ ト です。 また、 日本語専攻には毎

年約1 0 名の留学生が入学し て、 日本人学生と 共に学ん

でいる ので、 教室の中でも 日常的に多言語・ 多文化環

境が実現さ れています。 さ ら に、 日本語教育に関心の

ある人には、 教育実習の目的を兼ねた海外派遣や交換

留学の機会も 設けら れています。

外国語を 身に つけて 日本を 世界に向け て発信し た

い・ 日本と 世界と の交流を 通じ て社会に貢献し たい・

外国語の言語能力を 活かし て日本語教育の現場で活躍

し たいなど、 グロ ーバルな視点に立っ て日本語と 関わ

り たいと 願う みなさ んにぜひ来ていただきたいと 思い

ます。

＊日本語専攻の学生の専攻言語について： 外国人留学

生は日本語。日本人学生は外国語学部に専攻のある、

日本語以外の2 4 言語の中から 1 つを 選択し 、その言

語を専攻する学生と と も に学ぶ。

日本語専攻 こ んにちは

外国語学部なのに日本語専攻？

はい。 みんなそう いう 反応を し ます（ 笑）

でも 実は、“ 日本語” 専攻が一番“ 世界” を 見る こ と ができる んです！

私たち は、 2 4 言語の中から 専攻語を 選んで勉強し ています。 日本語専攻は、 い

ろ んな言語を 学んだ日本人と 留学生がひと つの教室に集まっ て勉強する 唯一の専

攻なんです。 友達や先輩後輩と 各専攻語を 教え合っ たり 、 留学生と 文化について

語り 合っ たり 、 日本語専攻でし かでき ない環境がこ こ にはあり ます。 個性豊かな

仲間の多様な視点から 、 みんなで日本語・ 日本文化・ 日本語教育について話す空

間は、 学ぶこ と が多く て本当に楽し く て面白い！ひと つの小さ な教室から 大き な

広い世界を見るこ と ができ ます。

また、 日本語専攻には大学生のあいだに、 世界へ飛び立ち 活躍し ている 人がた

く さ んいます。 学生と し て言語を 学ぶ留学ではなく 、 日本語を 教える 立場と し て

海外で働く こ と ができ ます。 いま世界にはたく さ んの日本語学習者がいます。 彼

ら に、 日本語を使っ て日本語を 教えながら 、 世界を飛び回っ てみませんか？

私自身も 、 日本語専攻の仲間と 、 日本語学習者に会いに海外へ行く 機会があり

ま し た。 彼ら のキラ キラ

し た目を 見て、 受験生の

と き には想像も し なかっ

た 感情に 出会う こ と がで

き まし た。

日本語専攻で 私た ち と

一緒に、 刺激的な大学生

活を 送り ま せんか？個性

豊 か な 皆 さ ん に 会 え る

のを 楽し みに し て おり ま

す !! !

日本語専攻なのに海外留学？と 思われる かも し れませんが、 日本語専攻でも 留

学はめずら し く あり ません。 1 、 2 年生で学んだ外国語を さ ら に深める ために、 海

外の大学へ勉強し に行く 人も いますが、 日本語専攻の大き な特徴は、「 海外の学校

へ日本語を教えに行く 」 学生も 多いと いう こ と です。 私の場合は、 3 年生を 終えた

後 1 年間休学し て、 イン ド の日本語学校で 2 か月間、 続いてタ イ の大学で 6 か月

間日本語を教えてきまし た。

私は 1 、 2 年生で英語を専攻し ていたので、 イン ド の言葉も タ イ の言葉も 全く 分

から ないまま海外に飛び込みまし た。 日本では「 学生」 である 私が、 イ ン ド と タ

イ に行っ た途端に「 先生」 と し て一人で教壇に立ち、 ほと んど 日本語だけで日本

語を 教えまし た。 イ ン ド では、 活発な学生たち から の鋭い質問の嵐に心が折れそ

う になり 、タ イ では、イン ド と 全く 違う 穏やかな学生たち と 日本語の会話が弾まず、

落ち 込むこ と も あり まし た。 し かし 、 イ ン ド でも タ イでも 、「 先生、 先生！」 と 私

を 慕っ てく れる学生たちの姿に、 落ち込んでいる 暇はないと 思わさ れまし た。「 こ

の国の、 私の目の前にいる 学生たち にと っ てよ り よ い授業と は…」 と 自分なり に

考えては、やっ てみる を繰り 返し た 8 か月間でし た。ただでさ え不安な外国の地で、

さ ら に 教え る 立場に 立っ

た と い う 経験は自分の自

信になり 、「 何かをやるか、

や ら な い か」 迷う よ う な

場 面で、 今で も 私を 支え

てく れます。

3 年　 松下　 莉子

4 年　 齋藤　 涼夏
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アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー

言語を通し て文化を学び、 文化を通し て言語を学ぶ

学 部 学 科 専 　 攻

入 学 定 員

授与学位 学士（ 言語・ 文化）

外国語学部

3 年次編入学

5 8 0 名

1 0 名

外国語学部では、 特に自国と 外国の言語・ 文化・ 社会に強い関心を 持つ、

次のよ う な学生を受け入れます。

部
学
語
国
外

世界2 5 言語の専攻

外

　
国

　
語

　
学

　
部

外

　
国

　
語

　
学

　
科

外国語学部外国語学科は、 2 5 に及ぶ世界の諸言語

の専攻語教育課程を 設け、 世界の言語と 言語を 基底

と する 地域文化の教育研究の集積拠点と し て、 幅広

く 、 そし て深く 世界・ 文化・ 地域を学ぶこ と ができ

ます。

さ まざまな文化背景を持つ人々と コミ ュニケー

ションをとることができる能力を身につけたい人

世界の言語・ 文化・ 社会に関する 専門的

な 知識を 身につけたい人

外国語を 駆使し て 、 外国の文化や社会の

研究をし たい人

外国の言語や文化・ 社会に対する 理解を 通じ

て、 自国の言語や文化・ 社会を 探求し たい人

異文化間の対話と 相互理解を 深める 架け

橋と なり たい人

世界的規模の諸問題を 解決する た めに、

国際的な 協力を 推進し た い人

中国語専攻

朝鮮語専攻

モ ン ゴ ル語 専攻

イ ン ド ネ シ ア 語専攻

フ ィ リ ピ ン 語専攻

タ イ 語専攻

ベ ト ナ ム語 専攻

ビ ルマ 語専 攻

ヒ ン ディ ー 語専攻

ウ ルド ゥ ー 語専攻

ア ラ ビ ア 語 専攻

ペ ルシ ア 語 専攻

ト ルコ 語専 攻

ス ワ ヒ リ 語 専攻

ロ シ ア 語専 攻

ハン ガ リ ー 語専攻

デン マ ーク 語専攻

ス ウ ェ ーデ ン 語専攻

ド イ ツ 語専 攻

英語専攻

フ ラ ン ス 語 専攻

イ タ リ ア 語 専攻

ス ペ イ ン 語 専攻

ポルト ガ ル 語専攻

日本語専攻
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学部共通科目 ※1

◆カリ キュラ ムの体系は、

　 大きく【 教養教育系科目】【 国際性涵養教育系科目】【 専門教育系科目】に区分さ れます。

外国語学部のカリ キュ ラ ム

　 外国語学部では、教養教育系科目とし て、「 学問への扉（ マチカネゼ

ミ）」、「 基盤教養教育科目」 、「 高度教養教育科目」、「 情報教育科目」 、

「 健康・ スポーツ教育科目」を合わせて14単位以上、国際性涵養教育

系科目とし て、「 第1外国語」、「 兼修語学」 等を合わせて10単位以上

修得することとなっています。

　 専門教育系科目には、「 専攻語科目」「 専攻科目」、「 学部共通科目」「 卒

業論文」 等が配置され、 102 単位以上を修得することとなっています。

専門教育科目の根幹である「 専攻語科目」 は、 1・ 2 年次で履修する

実習の科目と 3・ 4 年次で履修する演習の科目から構成されます。

　 なお、1年次に配当される授業は、原則とし て、豊中キャンパスで実施さ れ、2年次以降に配当される授業は、

箕面キャンパスで実施されます。

◆カ リ キュ ラ ムのあら まし

情報教育科目
健康・ ス ポーツ 教育科目
基盤教養教育科目
学問への扉（ マ チ カ ネ ゼミ ）

高度教養教育科目
（ 2 年次～）

専攻語科目
（ 1 年実習）

専攻語科目
（ 2 年実習）

専攻語科目（ 演習）

教
養
教
育

系
科
目

１４

専
門
教
育
系
科
目

１０ 2

国
際
性
涵
養

教
育
系
科
目

１０

専攻科目（ 演習）

卒業論文

第1 外国語

研究外国語（ 2 年次～）※2

兼修語学※3

教職科目 ※4

専攻科目（ 講義）

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

※1 学部共通科目には、 方法論科目、 地域系科目、 特設科目があり ます。

 方法論科目･･･言語学概論、 文化概論、 文学概論、 芸術史、 文化史、 国際関係史など

 地域系科目･･･他専攻の学生も 履修が認めら れている 、 各専攻の専攻科目（ 講義）（ 演習）

 特 設 科 目･･･キャ リ アデザイン 論、 司法通訳翻訳論、 現代ジャ ーナリ ズム論など
※2 アイヌ 語、 ヘブ ラ イ 語、 西アフ リ カ諸語、 バン ト ゥ 諸語、 オラ ンダ語、 カタ ルニア語、 ガリ シア語、 バスク 語など

※3 中国語、 朝鮮語、 アラ ビア語、 スワヒ リ 語、 ド イツ 語、 英語、 フ ラ ン ス語、 イタ リ ア語、 スペイン 語、 ポルト ガル語

※4 卒業に必要な単位には算入さ れません。
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　 外国語学部の卒業生は、 在学時代に培っ た語学力と それに基づいた豊富な知識を 糧に、 社会の様々な分野で活躍し

ていま す。 大阪外国語大学時代よ り 脈々と 受け継がれたOB・ OGと の繋がり も 卒業生が増すごと に、 よ り 強固なも の

になっ ています。

　 外国語学部卒業生のう ち 、 約8 7 ％が就職し 、 残る 約1 3 ％が国内の大学院への進学や海外の大学又は大学院へ留学

を し て います。 大阪大学の他の学部と 比べても 就職希望者の多い学部と 言えます。 多く の外国語学部生が在学中に経

験する 短期・ 長期の留学は、 彼／彼女ら にと っ ては社会（ 世界） へはばたく 助走なのかも し れません。

　 以下のよ う に卒業生の就職先は多業種にわたっ ていま す。 入学し てから 自己を 見つめなおし 、 4 年間を かけて自分

に合っ た進路を 模索し ていく 姿勢を 見につけ、 理想の就職ができ る よ う 、 外国語学部も 全力でサポート し ます。

外国語学部を卒業すると

就職状況

外国語学部卒業生の主な就職先

製造業

Y K K（ 株）
ア サヒ ビール（ 株）
カ ゴメ（ 株）
サント リ ーホールディ ングス（ 株）
森永乳業（ 株）
味の素（ 株）

（ 株）レナウン
東レ（ 株）
コ ニカ ミ ノ ルタ（ 株）

（ 株）JTB パブリ ッ シング
大日本印刷（ 株）
旭化成（ 株）
塩野義製薬（ 株）

（ 株）カ ネボウ化粧品
（ 株）ク ラ レ
（ 株）資生堂
住友化学（ 株）
大日本塗料（ 株）
JFE ス チール（ 株）

（ 株）ク ボタ
日産自動車（ 株）
ダイ キン工業（ 株）

（ 株）島津製作所
キヤノ ン（ 株）
パナソ ニッ ク（ 株）

（ 株）村田製作所
（ 株）日立製作所
京セラ（ 株）
任天堂（ 株）
富士通（ 株）
シ ャ ープ（ 株）

（ 株）東芝
ス ズキ（ 株）
ダイ ハツ工業（ 株）
ト ヨ タ 自動車（ 株）
ヤンマー（ 株）

（ 株）デンソ ー
三菱重工業（ 株）
D M G 森精機（ 株）
ア シッ ク スジャ パン（ 株）
ヤマハ（ 株）
住友重機械工業（ 株）
日立造船（ 株）

卸売業・ 小売業

丸紅（ 株）
三井物産（ 株）
住友商事（ 株）
双日（ 株）
日鉄住金物産（ 株）
ア スク ル（ 株）
イ オンリ テール（ 株）
ルイ・ ヴィ ト ンジャパン（ 株）

（ 株）ニト リ
（ 株）ユニク ロ
（ 株）高島屋
（ 株）大丸松坂屋百貨店

情報通信業

K DD I（ 株）
S ky（ 株）
SoftBa nk  G ro up Interna tio na l Ja pan（ 株）
アク センチュ ア（ 株）
アマゾンジャ パン（ 株）
楽天（ 株）

（ 株）N TT ド コ モ
（ 株）US EN -N EX T H OLD ING S
（ 株）ケイ ・ オプティ コ ム
（ 株）リ ク ルート
（ 株）時事通信社
（ 株）読売新聞東京本社
（ 株）日本経済新聞社
（ 株）両備シス テムズ
西日本電信電話（ 株）
朝日放送テレ ビ（ 株）

金融業・ 保険業

イオンフ ィ ナンシャ ルサービス（ 株）
（ 株）みずほフ ィ ナンシャルグループ
（ 株）ゆう ちょ 銀行
（ 株）り そな銀行
（ 株）三井住友銀行
野村證券（ 株）
あいおいニッ セイ同和損害保険（ 株）
損保ジャパン日本興亜ひまわり 生命保険（ 株）
朝日生命保険相互会社
東京海上日動火災保険（ 株）
日本生命保険相互会社

その他の専門・ 技術サービ ス業

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
（ 株）パソナグループ
（ 株）電通
（ 株）博報堂
ホテル日航関西空港

（ 株）プリンスホテル
（ 株）阪急阪神ホテルズ
（ 株）星野リゾート
（ 株）エイ チ・ アイ・ エス
（ 株）モスフード サービス
（ 株）阪急交通社
セコム（ 株）

官公庁・ 教員 等

近畿総合通信局
国土交通省
財務省
大阪入国管理局
独立行政法人国際協力機構
各府県庁
各市役所（ 政令指定都市含む）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 等

（ ２０１ 8 年度卒業生）
進路・ 就職状況（ 2 0 1 8 年度卒業生）

業種別　 就職者数（ 2 0 1 8 年度卒業生）

就職者 86 .2 %

就職者 87 .7 %

国内進学者 5 .5 %

留学・その他 8 .3 %

国内進学者 6 .0 %

留学・その他 6 .3 %

女子

男子

男子

女子

教育、学習支援業 4 .5%

製造業 23 .4 %教育、学習支援業 4 .8 %

公務員 6 .4%

卸売業・ 小売業
14 .9 %

運輸業・ 郵便業 4 .8 %

金融業・ 保険業
19 .7 %

製造業 29 .5％

運輸業・郵便業 8 .0%

その他の専門・技術
サービス業 11.6 %

公務員 6 .0%

卸売業・小売業 8 .3%

その他 8 .6 %

その他 6.4 %

情報通信業 11 .7%

金融業・ 保険業 11 .3 %

その他の専門・技術
サービス業 8 .0%

情報通信業 12 .2％
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交 換 留 学 制 度

大阪大学

　 大阪大学外国語学部では、 諸外国の1 0 0 を 超える大学と の間で交換留

学を行っ ています。 こ の制度で留学する と 、 本学の授業料を 納めておい

て留学先の大学で学ぶと いう 形になり ますので、 留学先の大学で授業料

などを 払う 必要はあり ません。 ま

た、 留学先の大学で修得し た単位

は、 本学部の卒業に要する 単位に

算入する こ と ができ ま す。（ すべ

て と は限り ま せん）。 な お、 奨学

金（ 月額5 ～1 0 万円： 平成3 0 年

度実績） の支給を 受ける こ と がで

きる 場合も あり ます。

【 ド イツ】
●ミ ュンヘンルート ゥヴィ ヒ・ マクシミ リ アン大学
●ミ ュンヘン工科大学
●アーヘン工科大学
●エアラ ンゲン・ ニュ ルンベルク ・
　 フリ ードリヒ ・ アレクサンダー大学
●アウグスブルグ大学
●ビーレフェ ルト 大学
●ルール・ ボーフ ム大学
●ゲッティ ンゲン大学
●ベルリン工科大学
●ヨ ハン・ ヴォルフガング・ ゲーテ大学
　 フ ランクフ ルト ・ アム・ マイン
●カールスルーエ工科大学
★フラ ンクフ ルト 応用科学大学
●★ハイデルベルク大学

【 オランダ】
●デルフト 工科大学
●グローニンゲン大学

【 スウェ ーデン】
●スウェ ーデン王立工科大学
●イェ ーテボリ 大学
★スト ックホルム大学

【 デンマーク】
●コ ペン ハーゲン 大学
★南デンマーク大学

【 ノ ルウェー】
★ベルゲン大学

【 フィ ンラ ンド 】
●オーボアカデミ ー大学
●ヘルシンキ大学

【 オースト リ ア】
●ウィ ーン大学

【 ト ルコ 】
★ボアジチ大学

【 カ タ ール】
●カタ ール大学

【 イ スラ エル】
●ヘ ブ ラ イ 大学

【 ミ ャンマー】
●ヤンゴン大学
★マ ン ダレ ー大 学

【 インド 】
●インド 工科大学
　 ハイデラ バード 校
★ジャワーハルラ ール・
　 ネルー大学
★ティ ラク・ マハーラ ー
　 シュト ラ 大学
★デリ ー大学

【 スイ ス】
●スイス連邦工科大学
　 ローザンヌ校
●スイス連邦工科大学
　 チューリッヒ校

【 ハンガリー】
●エト ヴェシュ・ ロラ ーンド 大学
★カ ーロリ・ ガーシュパール
　 カ ルビン 派大学

★セゲド 大学

【 連合王国】
●リ ーズ大学
●シェ フィ ールド 大学
●ノッティ ンガム大学
●ダーラム大学
★ロンド ン大学

【 スペイン】
●マド リ ード 自治大学
●バリャド リ ード 大学

【 ウズベキスタ ン】
★サマルカンド 国立大学

【 エジプト 】
●アレキサンドリ ア大学
★アスワン大学
★カイロ大学

【 フ ランス】
●グルノ ーブル大学連合
●スト ラ スブール大学
●ピエール・ マリ ・ キュリー大学
●ボルド ー大学
●エックス・ マルセイユ大学
★リ ール政治学院

大阪大学外国語学部で

学ぶこ と のできる言語

日本語

中国語

朝鮮語

モンゴル語

インド ネシア語

フィリピン語

タ イ 語

ベト ナム語

ビルマ語

ヒ ンディ ー語

ウルドゥー語

アラビア語

ペルシア語

ト ルコ 語

スワヒリ 語

ロシア語

ハンガリ ー語

デンマーク語

スウェ ーデン語

ド イツ語

英語

フランス語

イタリア語

スペイン語

ポルト ガル語

上記言語のほか、 研究外国語とし て以下の言語を学ぶこと ができます。

アイ ヌ 語、 ヘブラ イ 語、 西アフ リ カ 諸語、 バント ゥ 諸語、 オラ ンダ語、 カタ ルニア語、

ガリ シア 語、 バスク 語　 な ど

●／大学間　 ★／部局間　 （ 令和元年7 月現在）

学生交流協定大学

【 タ イ 】
●★チュラロンコ ン大学
●★マヒド ン大学
●★カセサート 大学
●モンクット 王ト ンブリ工科大学
●チェンマイ大学
●タ マサート 大学
★コ ーンケーン大学
★シラパコ ーン大学
★ラ ンシット 大学
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【 シンガポール】
●南洋理工大学
●シンガポール国立大学

【 ウクライ ナ】
★タラス・ シェフチェンコ
　 記念キエフ国立大学

【 モンゴル】
●モンゴル
　 国立大学

【 台　 湾】
●国立成功大学
●国立清華大学
●国立台湾大学
●国立交通大学
★国立高雄科技大学

★台湾師範大学

【 インド ネシア】
●バンド ン工科大学
●ガジャマダ大学
★ウダヤナ大学
●インド ネシア大学

●アイルラ ンガ大学
★アンダラス大学
★アル・ ラニーリ・

　 国立イスラーム大学

【 ロシア】
●サンクト
　 ペテルブ ルク大学
★ウラ ル連邦大学
★モスクワ言語大学

【 ブルネイ 】
●スルタン・ シェリフ・ アリー・
　 イスラミ ック大学
●ブルネイ・ ダルサラーム大学
●ブルネイ工科大学

【 カナダ】
●ブリティッシュ・ コロンビア大学
●マックマスタ ー大学
●ト ロント 大学

【 アメリ カ】
●ワシント ン大学
●テキサスA& M 大学
●ナザレスカレッジロ ーチェスタ ー校
●ウェ ズリアンカレッ ジ
●カリ フォルニア大学
●ジョ ージア大学
●ラ イス大学
●パデュー大学

【 メ キシコ 】
●メ キシコ 国立自治大学

【 ペルー】
●ローマ教皇庁立
　 ペルー・ カト リック 大学

【 ブラジル】
●サンパウロ大学
●カンピ ーナス大学
★フ ルミ ネンセ連邦大学

【 中　 国】
●香港中文大学
●同済大学
●西安交通大学
●上海交通大学
●武漢大学
●南京大学

●復旦大学
●北京大学
●浙江大学
●清華大学
●北京師範大学
●香港大学

●湖南大学
★華中師範大学
●深圳大学
★上海外国語大学
★大連理工大学

【 韓　 国】
●延世大学校
●全南大学校
●釜山大学校
●ソウル大学校
●慶尚大学校

●忠南大学校
●中央大学校
●昌原大学校
●漢陽大学校
●大邱慶北科学技術院

【 フィ リピン】
●デ・ ラ ・ サール大学
●フィリ ピン国立大学
●アテネオ・ デ・ マニラ 大学

【 ベト ナム】
●ハノ イ国家大学
●ハノ イ医科大学
●日越大学
●ベト ナム科学技術アカデミ ー

★ハノ イ大学
★ハロン大学
★ホーンバーン国際大学
★ホーチミ ン市師範大学
★ハノ イ師範大学

【 オースト ラリ ア】
●アデレード 大学
●クィ ーンズランド 大学
●オースト ラリ ア国立大学
●モナシュ大学

【 ニュージーラ ンド 】
★ウェリント ン・ ヴィ クト リ ア大学

海外留学について

●外国政府等の奨学金による 留学／

交換留学以外には次の方法など があり ます。

その他財団等の奨学金留学

毎年、諸外国・ 地域の政府または政府機関、及び民間団体が奨学金留学生を 募集し ています。

大学に募集通知のある も のについては、 その都度掲示し ます。 そ れ以外の募集について

は、 専攻の教員等に相談し てみると よいでし ょ う 。

●私費による 留学

自己負担で 希望の大学に留学し ます。 留学先の大学情報等については、 自ら 十分調査し て

おく こ と が必要です。 また、 専攻の教員、 先輩にも 相談し てみると よ いでし ょ う 。
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みな さ んこ んにち は。 卒業生の1 人と し て 私が感じ た 大

阪大学の外国語学部について お伝えし て いき ま す。 大学・

学部選びや、 こ れから の大学生活のイ メ ージを 膨ら ますこ

と のお役に少し でも な れば嬉し いです。

ま ず、 みな さ んは外国語学部と 聞いて どのよ う な イ メ ー

ジ があり ま すか？言語だ けを 学ぶと こ ろ 、 留学する 人が多

そう など様々なも のがある と 思います。そし て 、高校生だ っ

た 頃の私は、「 専攻語を 1 つ選べば、 そ の言語が話さ れてい

る 国や地域のこ と し か学べな いので はな いのだ ろ う か」 と

いう イ メ ージ があり 、 正直に言う と 外国語学部を そ れほど

魅力的に感じ ていませんで し た 。 も ち ろ ん、 大学生活の中

で 専攻語が占める ウェ イ ト は大き いで す。 し かし 、 実際に

は自分の専攻語と は異な る 言語圏に留学する 人が多く いま

す。 私も そ の一人で、 モン ゴル語を 専攻と し な がら オース

ト ラ リ アへ留学し ていまし た。 そ のよ う な 環境だ から こ そ、

興味を 持っ たこ と にチャ レ ン ジする 機会やそ の挑戦を 後押

し し て く れる 雰囲気が溢れて いた と 感じ ていま す。 学生時

代に言語について だけで なく 、 何事にも 挑戦し て みる 姿勢

を 身につける こ と がで き た のは、 今後、 社会人と し て働い

ていく 中でも 役立つだ ろ う と 思っ ていま す。

世界中の様々な国・ 地域を 訪れ、 様々な 文化に触れ、 様々

な 経験を し た 学生が集う のが外国語学部です。 たく さ んの

刺激を 受ける こ と のでき る 環境で 大学生活を 過ご し てみま

せんか？

スズキ（ 株） 牧井　 渚（ 　 　 　 　 ）2 0 1 9 年卒業
モンゴル語専攻

大学生活の中で、 最も 勉強にな っ た こ と は何だ っ ただろ

う かと 今思い返し てみる と 、 まず浮かんで来る のが学生時

代の仲間た ち の顔です。 ド イ ツ 語専攻の同期はも ち ろ ん、

文学部の訳が分から な いほど 賢い先輩、 留学先で 出会っ た

グミ を 主食にし ている 京大生など など …個性豊かな面々の

思い出はいま だ に鮮明で す。 そ んな 愉快な 仲間た ち と の、

授業後の食堂での謎談義、 ド イ ツ 語文献の講読会、 はた ま

た 石橋駅周辺で 深夜まで 飲んで銭湯に浸かっ て帰る と いう

お決ま り ルート 。 今思い返せば、 そんな不真面目でいて ど

こ か真面目な 日々のな か、 沢山の人と 関わる こ と で多く の

学びを 得ていたのだろ う と 思います。

こ う し た 経験はおそ ら く 、 1 年次から みっ ち り ド イ ツ 語

を 叩き 込まれ、 ゼミ では少人数で様々な テ ーマ について 議

論する 。 そ し て、 総合大学である から 他学部の学生と の交

流も 盛ん、 と いう こ の大学の環境で こ そ可能にな っ た ので

はな いかと 思います。

ま た、 こ う し た 経験は現在の仕事にも 活き ていま す。 そ

も そ も 船会社に就職を 決めた のは「 世界中で 自社の船が

走っ て る のすごく ない？」 と いう 理由が最も 大き かっ た で

す。 こ れも 、 在学中のド イ ツ 留学を はじ めと し た 外国語学

部での学びを 通し て得た、 ま だ見ぬ世界への興味、 そし て

語学力へのほんの少し の自信に後押し さ れた 結果である と

思いま す。 みな さ んも 、 大阪大学外国語学部から 「 地球を

舞台に（ 以前の弊社採用ス ロ ーガ ン で す笑）」 活躍し て み

ませんか？

日本郵船（ 株） 石田　 侑資（ 　 　 　 　 ）
2 0 1 9 年卒業

ド イツ語専攻
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外国語学部で 外国語を 学ぶと いう こ と はどう いう こ と で

し ょ う か。 私はアラ ビ ア 語を 専攻し 、 分から ない単語は辞

書を 引いて語彙を 増やし ていく 毎日を 過ごし ていまし た。

外国語学部に入学すればその繰り 返し と なる でし ょ う 。 し

かし 、 そう し た勉強を 続けて自分の専攻語に集中し て取り

組むこ と で「 その言語を 通し て し か見ら れない世界」 が自

分の目の前に現れてき ま す。 私はアラ ビ ア語を 勉強する 中

で、 2 0 数か国で 話さ れて いる アラ ビ ア語の方言の多さ や、

言語を 通し て つながる ア ラ ブ世界を 感じ る こ と ができ まし

た。 日本語の書籍でも そ う し た 知識は得ら れますが、 アラ

ビ ア 語を 学んでこ そ直に感じ ら れる も のがあり ま す。 外国

語を 学ぶと いう こ と は、 その言語を 通し た世界観や価値観

を 知る と いう こ と なのだ と 思います。 他の学部で は決し て

得ら れない貴重な経験と 財産になる はずです。

私は現在、 愛知県職員と し て県税事務所に勤務し ていま

す。 アラ ビ ア 語を 直接使う 機会はあり ま せんが、 留学を し

て自分が外国人の立場と なっ た 経験を 生かし 、 日本で暮ら

す外国籍の方の納税相談や暮ら し のサポート を 行っ ていま

す。 外国語学部で学んだこ と が生かさ れている 毎日です。

日々言語を コ ツ コ ツ と 勉強する こ と は忍耐を 要し ます。

し かし それを 継続する こ と で世界観と 価値観を 広げる こ と

ができ ます。 みなさ んも 、 その環境が整っ ている 外国語学

部の魅力を 味わっ てみませんか！

愛知県 三輪　 晶帆（ 　 　 　 　 ）2 0 1 9 年卒業
アラビ ア語専攻

英文法を 深く 学ぶために、 英語専攻に入学し ま し た。 し

かし 、 4 年間の大阪大学での学びの中で、 英語の勉強と は、

文法の勉強だ けで はな いと 気付かさ れま し た。 英語学は奥

深く 、 学びがいのある 学問で す。 し かし 、 英語専攻で は、

英語圏の文学、 経済、 歴史な ど、 英語に絡む様々な分野も

学ぶこ と ができ る 環境が整っ て いま す。 僕自身も 、 も と も

と 興味がな かっ た 文学、 英語史な ど、 様々な角度から 英語

を 学びまし た。 そし て、 そ の結果、 言語学と 文学を 結び付

けて研究し たいと 思い始めまし た。 こ の考え が、 僕を 大学

院進学に駆り たてまし た 。

外国語学部で 学ぶ利点は他にも た く さ んあり ま す。 先生

方は面倒見がよ く 、 僕の疑問を 丁寧に解決し て く だ さ いま

し た。 図書館には、 勉学の支え にな る 多く の資料が揃っ て

いて、 自習にぴっ た り で し た。 ま た、 日本語教育やオペラ

史の授業な ど、 専攻語の枠組みに収ま る こ と なく 、 興味に

合わせて、 自ら の視野を 拡げる 様々な分野の勉強も 出来ま

し た。 さ ら に、 大阪大学にはレ ベルの高い学生が集ま っ て

き ます。そんな仲間と 、様々な議論を 交わし 、共に高め合い、

勉学に努めら れる 環境の居心地の良さ は、 大き なモ チ ベー

ショ ン でし た 。

外国語学部で の学びは、 大学院で の研究の基礎にな っ て

います。 研究はまだ まだ こ れから ですが、 外国語学部に入

ら な ければ進ま な かっ た で あろ う 人生を 楽し んで います。

多様な 知的好奇心を 無限に拡げる 可能性が、 こ こ にはある

と 強く 信じ て います。

大阪大学大学院 中村　 瑞樹（ 　 　 　 　 ）2 0 1 9 年卒業

英語専攻

36



5

3

4

2
1

6

9
8

7

10

阪大外国語学部前
バス停

至彩都西駅→

間谷住宅4
バス停

学務係・ 教務係・ 学生支援係 窓口（ A棟）

施設・ 設備案内

箕面キャ ン パス

大阪外国語大学記念会館4

E棟3

開放的な空間デザイ ンになっ ています。

B棟（ 写真・ 中央）2

A 棟（ 左写真の右および右写真）1

5

6

7

8

9

10

附属図書館　 外国学図書館

サイバーメ ディ アセン タ ー

総合研究棟

箕面福利会館

箕面第１ ・ 第２ 体育館

日本語日本文化教育センタ ー棟

学寮　 等

学生生活を サポート する

機能の中枢。

１ 階には言語文化研究科・ 外国語学部

箕面事務室（ 学務係・ 教務係・ 学生支

援係）、 箕面学生セ ン タ ー、 な んで も

相談室があり ま す。 在学生に対し て 多

様な情報を 提供し ていま す。

１ 階にある 学生談話室は、 自習や食事

を し た り 、 各々の時間を 気まま に過ご

すこ と ができ る 自由な空間で す。 ２ 階

には、 外国語学部 箕面事務室（ 庶務

係・ 研究協力係・ 経理係・ 契約係） が

あり ます。
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箕面キャンパス
大阪大学

間谷住宅4

北千里

北大阪急行線

千里中央

茨木能勢線

至勝尾寺

箕面 白島北

お の はら

筋
堂
御
新

粟生団地

小野原今宮

あわ じ

淡路

え さか

江坂

うめ だ

梅田

至梅田

至宝塚

至大日

至高槻市

大阪/梅田
）鉄下地（）RJ（

（ 阪急電車）

じゅうそう

十三

新大阪

大阪
（ 伊丹）

空港

石橋

蛍池 柴原※ 山田 万博記念公園

阪大病院前

南茨木

国道1 7 1 号線

至茨木

至京都

地下鉄（ 御堂筋線）

モノレール

阪急電車（ 千里線）

阪急電車（ 箕面線）

阪急電車（ 京都線）

阪急電車（ 宝塚線）

JR

JR新幹線

阪急バス停留所

阪急バス経路

最寄り駅から箕面キャンパスまでの経路

●大阪モノ レール利用の場合

阪大外国語学部前

北大阪急行線
「 千里中央駅」
大阪モノレール

「 千里中央駅」

阪急電鉄（ 千里線）

「 北千里駅」

JR（ 東海道線）
「 茨木駅」

阪急電鉄（ 宝塚線）

「 石橋駅」

阪急電鉄（ 箕面線）

「 箕面駅」
凡　 例

： 阪急バス停留所名

： 阪急バス「 阪大外国語学部前」行き※

： 阪急バス「 間谷住宅」行き※

： 大阪モノレール

： 大阪モノレール駅

「 阪急石橋」行乗車　 25分
（「 小野原」でバス乗換え）

（「 千里中央」発のバスは
「 北千里」を経由します。）

10分
15分

15分

3分 10分 2分 3分 6分 11分 2分
5分

6分

10分

「 JR茨木」行乗車　 25分
（「 小野原」でバス乗換え）

25分（ 運行便数は非常に少ない
ので注意：1時間1便程度）

箕　 面

阪急石橋

JR茨木

北千里

千里中央

小野原

…………
徒歩

約15分

大阪空港 蛍 池

阪急宝塚線
連絡

千里中央

北大阪急行線
連絡

山 田

阪急千里線
連絡

阪急京都線
連絡

万博記念公園

阪大病院前

彩都西

南茨木

阪大外国語学部前

間谷住宅4

間谷住宅4

またにじゅうたく

地下鉄谷町線
連絡

京阪電車
連絡

門真市

彩都西
徒歩

約１５分

大阪大学
箕面キャンパス

大阪大学
吹田キャンパス

大阪大学
豊中キャンパス

大阪大学
中之島センタ ー

所 在 地 経 路 図

箕面キャ ン パス

またにじゅうたく

大 日

※2 0 1 9 年 1 0 月に

「 柴 原 阪 大 前 駅」

に名称変更予定

【 お知ら せ】

大阪大学箕面キャ ンパスは、 令和 3 （ 2 0 2 1 ）

年 4 月に箕面市船場東に整備さ れる新キャ ン

パスに移転する 予定で す。 なお、 新キャ ンパ

ス は北大阪急行線延伸計画に よ り 、 令和 5

（ 2 0 2 3 ） 年度に新設さ れる 予定の「 箕面船場

阪大前駅」 と 直結する予定です。

（ ※注意）

大阪大学の休業日（ 土・ 日・ 祝・ 春期／夏期／

冬期休業期間）は、「 阪大外国語学部前」行き の

バス（ ――線）は運休し ますので、「
またにじゅうたく

間谷住宅」行

きのバス（ ― ― ―線）をご利用く ださい。

平日は、1限から5限の授業時間に合わせて、阪

急茨木市駅からJR茨木駅経由のバスを 運行し

ています。

乗車時間は、およそ30分～ 40分です。
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